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銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よる




一、午ご後ごの授じゅ業ぎょう




「ではみなさんは、そういうふうに川かわだと言いわれたり、乳ちちの流ながれたあとだと言いわれたりしていたこのぼんやりと白しろいものがほんとうはなにかご承しょう知ちですか」

　先せん生せいは、黒こく板ばんに吊つるした大おおきな黒くろい星せい座ざの図ずの、上うえから下したへ白しろくけぶった銀ぎん河が帯たいのようなところを指さしながら、みんなに問といをかけました。

　カムパネルラが手てをあげました。それから四し、五ご人にん手てをあげました。ジョバンニも手てをあげようとして、急いそいでそのままやめました。たしかにあれがみんな星ほしだと、いつか雑ざっ誌しで読よんだのでしたが、このごろはジョバンニはまるで毎まい日にち教きょう室しつでも眠ねむく、本ほんを読よむひまも読よむ本ほんもないので、なんだかどんなこともよくわからないという気き持もちがするのでした。

　ところが先せん生せいは早はやくもそれを見みつけたのでした。

「ジョバンニさん。あなたはわかっているのでしょう」

　ジョバンニは勢いきおいよく立たち上あがりましたが、立たって見みるともうはっきりとそれを答こたえることができないのでした。ザネリが前まえの席せきからふりかえって、ジョバンニを見みてくすっと笑わらいました。ジョバンニはもうどぎまぎしてまっ赤かになってしまいました。先せん生せいがまた言いいました。

「大おおきな望ぼう遠えん鏡きょうで銀ぎん河がをよっく調しらべると銀ぎん河がは大だい体たいなんでしょう」

　やっぱり星ほしだとジョバンニは思おもいましたが、こんどもすぐに答こたえることができませんでした。

　先せん生せいはしばらく困こまったようすでしたが、目めをカムパネルラの方ほうへ向むけて、

「ではカムパネルラさん」と名な指ざしました。するとあんなに元げん気きに手てをあげたカムパネルラが、やはりもじもじ立たち上あがったままやはり答こたえができませんでした。

　先せん生せいは意い外がいなようにしばらくじっとカムパネルラを見みていましたが、急いそいで「では。よし」と言いいながら、自じ分ぶんで星せい図ずを指さしました。

「このぼんやりと白しろい銀ぎん河がを大おおきないい望ぼう遠えん鏡きょうで見みますと、もうたくさんの小ちいさな星ほしに見みえるのです。ジョバンニさん、そうでしょう」

　ジョバンニはまっ赤かになってうなずきました。けれどもいつかジョバンニの眼めのなかには涙なみだがいっぱいになりました。そうだ僕ぼくは知しっていたのだ、もちろんカムパネルラも知しっている、それはいつかカムパネルラのお父とうさんの博士はかせのうちでカムパネルラと一いっ緒しょに読よんだ雑ざっ誌しのなかにあったのだ。それどこでなくカムパネルラは、その雑ざっ誌しを読よむと、すぐお父とうさんの書しょ斎さいから大おおきな本ほんを持もってきて、ぎんがというところをひろげ、まっ黒くろなページいっぱいに白しろい点てん々てんのある美うつくしい写しゃ真しんを二人ふたりでいつまでも見みたのでした。

　それをカムパネルラが忘わすれるはずもなかったのに、すぐに返へん事じをしなかったのは、このごろ僕ぼくが、朝あさにも午ご後ごにも仕し事ごとがつらく、学がっ校こうに出でてももうみんなともはきはき遊あそばず、カムパネルラともあんまり物ものを言いわないようになったので、カムパネルラがそれを知しって気きの毒どくがってわざと返へん事じをしなかったのだ、そう考かんがえるとたまらないほど、自じ分ぶんもカムパネルラもあわれなような気きがするのでした。
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　先せん生せいはまた言いいました。

「ですから、もしもこの天あまの川がわがほんとうに川かわだと考かんがえるなら、その一ひとつ一ひとつの小ちいさな星ほしはみんなその川かわのそこの砂すなや砂じゃ利りの粒つぶにもあたるわけです。またこれを大おおきな乳ちちの流ながれと考かんがえるなら、もっと天あまの川がわとよく似にています。つまりその星ほしはみな、乳ちちのなかにまるで細こまかに浮うかんでいる（１）脂し油ゆの球たまにもあたるのです。そんならなにがその川かわの水みずにあたるかと言いいますと、それは真しん空くうという光ひかりをある速はやさで伝つたえるもので、太たい陽ようや地ち球きゅうもやっぱりそのなかに浮うかんでいるのです。つまりは私わたくしどもも天あまの川がわの水みずのなかにすんでいるわけです。そしてその天あまの川がわの水みずの中なかから四し方ほうを見みると、ちょうど水みずが深ふかいほど青あおく見みえるように、天あまの川がわの底そこの深ふかく遠とおいところほど星ほしがたくさん集あつまって見みえ、したがって白しろくぼんやり見みえるのです。この模も型けいをごらんなさい」

　先せん生せいは中なかにたくさん光ひかる砂すなの粒つぶの入はいった大おおきな両りょう面めんの（２）凸とつレンズを指さしました。

「天あまの川がわの形かたちはちょうどこんななのです。このいちいちの光ひかる粒つぶがみんな、私わたくしどもの太たい陽ようと同おなじように自じ分ぶんで光ひかっている星ほしだと考かんがえます。私わたくしどもの太たい陽ようがこのほぼ中なかごろにあって地ち球きゅうがそのすぐ近ちかくにあるとします。みなさんは夜よるにこのまん中なかに立たって、このレンズの中なかを見みまわすとしてごらんなさい。こっちの方ほうはレンズが薄うすいので、わずかの光ひかる粒つぶすなわち星ほししか見みえないのでしょう。こっちやこっちの方ほうはガラスが厚あついので、光ひかる粒つぶすなわち星ほしがたくさん見みえ、その遠とおいのはぼうっと白しろく見みえるという、これがつまり今こん日にちの銀ぎん河がの説せつなのです。そんならこのレンズの大おおきさがどれ位くらいあるか、またその中なかのさまざまの星ほしについては、もう時じ間かんですからこの次つぎの理り科かの時じ間かんにお話はなしします。では今日きょうはその銀ぎん河がのお祭まつりなのですから、みなさんは外そとへ出でてよく空そらをごらんなさい。ではここまでです。本ほんやノートをおしまいなさい」

　そして教きょう室しつ中じゅうはしばらく机つくえのふたをあけたりしめたり本ほんを重かさねたりする音おとがいっぱいでしたが、まもなくみんなはきちんと立たって礼れいをすると教きょう室しつを出でました。







（１）脂し肪ぼうと油あぶら。（２）中ちゅう央おう部ぶが厚あつくなっているレンズ。主おもに物ものを大おおきくして見みたいときに使つかう。







二、（１）活かっ版ぱん所じょ




　ジョバンニが学がっ校こうの門もんを出でるとき、同おなじ組くみの七しち、八はち人にんは家いえへ帰かえらずカムパネルラをまん中なかにして校こう庭ていの隅すみの桜さくらの木きのところに集あつまっていました。それは今こん夜やの星ほし祭まつりに青あおいあかりをこしらえて川かわへ流ながす（２）烏からす瓜うりを取とりに行いく相そう談だんらしかったのです。

　けれどもジョバンニは手てを大おおきく振ふってどしどし学がっ校こうの門もんを出でて来きました。すると町まちの家いえ々いえでは、今こん夜やの銀ぎん河がの祭まつりにい（３）ちいの葉はの玉たまを吊つるしたり、ひのきの枝えだにあかりをつけたりいろいろ仕し度たくをしているのでした。

　家いえへは帰かえらず、ジョバンニが町まちを三みっつ曲まがってある大おおきな活かっ版ぱん所じょに入はいって、すぐ入いり口ぐちの計けい算さん台だいにいただぶだぶの白しろいシャツを着きた人ひとにおじぎをして、ジョバンニは靴くつをぬいで上あがりますと、突つき当あたりの大おおきな戸とをあけました。中なかにはまだ昼ひるなのに電でん灯とうがついてたくさんの（４）輪りん転てん器きがばたりばたりとまわり、きれで頭あたまをしばったりラ（５）ンプシェードをかけたりした人ひとたちが、なにか歌うたうように読よんだり数かぞえたりしながらたくさん働はたらいておりました。

　ジョバンニはすぐ入いり口ぐちから三さん番ばん目めの高たかい卓子テーブルに座すわった人ひとの所ところへ行いってお辞じ儀ぎをしました。その人ひとはしばらく棚たなをさがしてから、

「これだけ拾ひろって行いけるかね」と言いいながら、一いち枚まいの紙かみきれを渡わたしました。ジョバンニはその人ひとの卓子テーブルの足あしもとから一ひとつの小ちいさな平ひらたい箱はこを取とり出だして、向むこうの電でん灯とうのたくさんついた、たてかけてある壁かべの隅すみの所ところへしゃがみ込こむと、小ちいさなピンセットでまるで（６）粟あわ粒つぶぐらいの活かつ字じを次つぎから次つぎと拾ひろいはじめました。青あおい胸むねあてをした人ひとがジョバンニのうしろを通とおりながら、

「よう、虫むしめがね君くん、おはよう」と言いいますと、近ちかくの四し、五ご人にんの人ひとたちが声こえもたてずこっちも向むかずに冷つめたく笑わらいました。

　ジョバンニはなんべんも目めをぬぐいながら活かつ字じをだんだん拾ひろいました。

　六ろく時じがうってしばらくたったころ、ジョバンニは拾ひろった活かつ字じをいっぱいに入いれた平ひらたい箱はこをもういちど手てに持もった紙かみきれと引ひき合あわせてから、さっきの卓子テーブルの人ひとへ持もって来きました。その人ひとは黙だまってそれを受うけ取とって微かすかにうなずきました。

　ジョバンニはおじぎをすると戸とをあけて、さっきの計けい算さん台だいのところに来きました。するとさっきの白しろ服ふくを着きた人ひとが、やっぱりだまって小ちいさな銀ぎん貨かを一ひとつジョバンニに渡わたしました。ジョバンニはにわかに顔かおいろがよくなって、威い勢せいよくおじぎをすると台だいの下したに置おいた鞄かばんを持もっておもてへ飛とび出だしました。それから元げん気きよく口くち笛ぶえを吹ふきながらパン屋やへ寄よって、パンの塊かたまりを一ひとつと角かく砂ざ糖とうを一ひと袋ふくろ買かいますと一いち目もく散さんに走はしり出だしました。







（１）印いん刷さつ所じょ。昔むかしはハンコのような小ちいさな活かつ字じを組くみ並ならべて、それを紙かみに刷すった。（２）卵たまごくらいの大おおきさの真まっ赤かな実みをつける植しょく物ぶつ。（３）針しん葉よう樹じゅの一いっ種しゅ。（４）速はやく大たい量りょうに印いん刷さつできる機き械かい。（５）ランプの笠かさ。ここではそれに似にた形かたちの帽ぼう子しのことを指さしている。（６）雑ざっ穀こくの一いっ種しゅ。小ちいさなもののたとえとして用もちいられる。







三、家いえ




　ジョバンニが勢いきおいよく帰かえって来きたのは、ある裏うら町まちの小ちいさな家いえでした。その三みっつならんだ入いり口ぐちの一いち番ばん左ひだり側がわには、空あき箱ばこに紫むらさきいろのケ（１）ールやアスパラガスが植うえてあって、小ちいさな二ふたつの窓まどには（２）日ひ覆おおいが下おりたままになっていました。

「お母かあさん。いま帰かえったよ。具ぐ合あい悪わるくなかったの」

　ジョバンニは靴くつをぬぎながら言いいました。

「ああ、ジョバンニ、お仕し事ごとがひどかったろう。今日きょうは涼すずしくてね。わたしはずうっと具ぐ合あいがいいよ」

　ジョバンニは玄げん関かんを上あがって行いきますと、ジョバンニのお母かあさんがすぐ入いり口ぐちの部へ屋やに白しろい布きれを被かぶって休やすんでいたのでした。ジョバンニは窓まどをあけました。

「お母かあさん。今日きょうは角かく砂ざ糖とうを買かってきたよ。牛ぎゅう乳にゅうに入いれてあげようと思おもって」

「ああ、お前まえさきにおあがり。あたしはまだほしくないんだから」

「お母かあさん。姉ねえさんはいつ帰かえったの」

「ああ三さん時じころ帰かえったよ。みんなそこらをしてくれてね」

「お母かあさんの牛ぎゅう乳にゅうは来きていないんだろうか」

「来こなかったろうかねえ」

「僕ぼく、行いって取とって来こよう」

「ああ、あたしはゆっくりでいいんだからお前まえさきにおあがり、姉ねえさんがね、トマトでなにかこしらえてそこへ置おいて行いったよ」

「では僕ぼく食たべよう」

　ジョバンニは窓まどのところからトマトの皿さらを取とって、パンと一いっ緒しょにしばらくむしゃむしゃ食たべました。

「ねえお母かあさん。僕ぼく、お父とうさんはきっと間まもなく帰かえってくると思おもうよ」

「ああ、あたしもそう思おもう。けれどもお前まえはどうしてそう思おもうの」

「だって今朝けさの新しん聞ぶんに、今年ことしは北きたの方ほうの漁りょうはたいへんよかったと書かいてあったよ」

「ああ、だけどねえ、お父とうさんは漁りょうへ出でていないかもしれない」

「きっと出でているよ。お父とうさんが監かん獄ごくへ入はいるようなそんな悪わるいことをしたはずがないんだ。この前まえお父とうさんが持もってきて学がっ校こうへ（３）寄き贈ぞうした大おおきなかにの甲こう羅らだの、となかいの角つのだの、今いまだってみんな標ひょう本ほん室しつにあるんだ。六ろく年ねん生せいなんか授じゅ業ぎょうのとき先せん生せいがかわるがわる教きょう室しつへ持もって行いくよ。一昨年おととし修しゅう学がく旅りょ行こうで〔※以い下か数すう文も字じ分ぶん空くう白はく〕

「お父とうさんはこの次つぎは、お前まえにラッコの上うわ着ぎを持もってくると言いったねえ」

「みんなが僕ぼくに会あうとそれを言いうよ。ひやかすように言いうんだ」

「お前まえに悪わる口ぐちを言いうの」

「うん、けれどもカムパネルラなんか決けっして言いわない。カムパネルラはみんながそんなことを言いうときは気きの毒どくそうにしているよ」

「あの人ひとはうちのお父とうさんとは、ちょうどお前まえたちのように小ちいさいときからのお友とも達だちだったそうだよ」

「ああ、だからお父とうさんは僕ぼくを連つれてカムパネルラのうちへも連つれて行いったよ。あのころはよかったなあ。僕ぼくは学がっ校こうから帰かえる途と中ちゅう、たびたびカムパネルラのうちに寄よった。カムパネルラのうちにはアルコールランプで走はしる汽き車しゃがあったんだ。レールを七ななつ組くみ合あわせると円まるくなって、それに電でん柱ちゅうや信しん号ごう標ひょうもついていて、信しん号ごう標ひょうのあかりは汽き車しゃが通とおるときだけ青あおくなるようになっていたんだ。いつかアルコールがなくなったとき石せき油ゆを使つかったら、缶かんがすっかりすすけたよ」

「そうかねえ」

「いまも毎まい朝あさ新しん聞ぶんをま（４）わしに行いくよ。けれどもいつでも家いえ中じゅうまだしぃんとしているからな」

「早はやいからねえ」

「ザウエルという犬いぬがいるよ。しっぽがまるでほうきのようだ。僕ぼくが行いくと鼻はなを鳴ならしてついてくるよ。ずうっと町まちの角かどまでついて来くる。もっとついて来くることもあるよ。今こん夜やはみんなで烏からす瓜うりのあかりを川かわへ流ながしに行いくんだって。きっと犬いぬもついて行いくよ」

「そうだ。今こん晩ばんは銀ぎん河がのお祭まつりだねえ」

「うん。僕ぼく、牛ぎゅう乳にゅうを取とりながら見みて来くるよ」

「ああ行いっておいで。川かわへは入はいらないでね」

「ああ僕ぼく、岸きしから見みるだけなんだ。一いち時じ間かんで行いって来くるよ」

「もっと遊あそんでおいで。カムパネルラさんと一いっ緒しょなら心しん配ぱいはないから」

「ああ、きっと一いっ緒しょだよ。お母かあさん、窓まどをしめて置おこうか」

「ああ、どうか。もう涼すずしいからね」

　ジョバンニは立たって窓まどをしめ、お皿さらやパンの袋ふくろを片かた付づけると勢いきおいよく靴くつをはいて、

「では一いち時じ間かん半はんで帰かえってくるよ」と言いいながら暗くらい戸と口ぐちを出でました。







（１）キャベツの一いっ種しゅ。栄えい養ようたっぷりで、青あお汁じるを作つくるときにも使つかわれる。（２）日にっ光こうをさえぎるための覆おおい。カーテンのようなもの。（３）相あい手てに改あらたまった形かたちでなにかを贈おくること。（４）配くばりにいく。







四、ケ（１）ンタウル祭さいの夜よる




　ジョバンニは、口くち笛ぶえを吹ふいているようなさびしい口くち付つきで、ひのきのまっ黒くろにならんだ町まちの坂さかを下おりて来きたのでした。

　坂さかの下したに大おおきな一ひとつの街がい灯とうが、青あお白じろく立りっ派ぱに光ひかって立たっていました。ジョバンニが、どんどん電でん灯とうの方ほうへ下おりて行いきますと、いままでばけもののように、長ながくぼんやり、うしろへ引ひいていたジョバンニの影かげ法ぼう師しは、だんだん濃こく黒くろくはっきりなって、足あしをあげたり手てを振ふったり、ジョバンニの横よこの方ほうへまわって来くるのでした。

（僕ぼくは立りっ派ぱな機き関かん車しゃだ。ここは（２）勾こう配ばいだから速はやいぞ。僕ぼくはいまその電でん灯とうを通とおり越こす。そうら、こんどは僕ぼくの影かげ法ぼう師しはコンパスだ。あんなにくるっとまわって、前まえの方ほうへ来きた）

とジョバンニが思おもいながら、大おお股またにその街がい灯とうの下したを通とおり過すぎたとき、いきなり昼ひる間まのザネリが、新あたらしいえりのとがったシャツを着きて電でん灯とうの向むこう側がわの暗くらい（３）小こう路じから出でて来きて、ひらっとジョバンニとすれちがいました。

「ザネリ、烏からす瓜うり流ながしに行いくの」

　ジョバンニがまだそう言いってしまわないうちに、

「ジョバンニ、お父とうさんから、らっこの上うわ着ぎが来くるよ」

　その子こが投なげつけるようにうしろから叫さけびました。

　ジョバンニは、ばっと胸むねが冷つめたくなり、そこら中じゅうきぃんと鳴なるように思おもいました。

「なんだい。ザネリ」とジョバンニは高たかく叫さけび返かえしましたが、もうザネリは向むこうのひ（４）ばの植うわった家いえの中なかへ入はいっていました。

「ザネリはどうして僕ぼくがなんにもしないのに、あんなことを言いうのだろう。走はしるときはまるでねずみのようなくせに。僕ぼくがなんにもしないのにあんなことを言いうのはザネリがばかだからだ」

　ジョバンニは、せわしくいろいろのことを考かんがえながら、さまざまの灯あかりや木きの枝えだで、すっかりきれいに飾かざられた街まちを通とおって行いきました。時と計けい屋やの店みせには明あかるくネ（５）オン灯とうがついて、一いち秒びょうごとに石いしでこさえたふくろうの赤あかい眼めが、くるっくるっと動うごいたり、いろいろな宝ほう石せきが海うみのようないろをした厚あつい硝子ガラスの盤ばんに載のって星ほしのようにゆっくりめぐったり、また向むこう側がわから、銅どうの（６）人じん馬ばがゆっくりこっちへまわって来きたりするのでした。そのまん中なかに円まるい黒くろい星せい座ざ早はや見みが青あおいアスパラガスの葉はで飾かざってありました。

　ジョバンニはわれを忘わすれて、その星せい座ざの図ずに見み入いりました。

　それは昼ひる、学がっ校こうで見みたあの図ずよりはずうっと小ちいさかったのですが、その日ひと時じ間かんに合あわせて盤ばんをまわすと、そのとき出でている空そらがそのまま楕だ円えん形けいの中なかにめぐってあらわれるようになっており、やはりそのまん中なかには上うえから下したへかけて銀ぎん河ががぼうとけむったような帯おびになって、その下したの方ほうでは微かすかに爆ばく発はつして湯ゆ気げでもあげているように見みえるのでした。またそのうしろには三さん本ぼんの脚あしのついた小ちいさな望ぼう遠えん鏡きょうが黄きいろに光ひかって立たっていましたし、いちばんうしろの壁かべには、空そらじゅうの星せい座ざを不ふ思し議ぎな獣けものや蛇へびや魚さかなや瓶びんの形かたちに書かいた大おおきな図ずがかかっていました。

　ほんとうにこんなようなさそりだの勇ゆう士しだの空そらにぎっしりいるだろうか、ああ僕ぼくはその中なかをどこまでも歩あるいて見みたいと思おもってたりしてしばらくぼんやり立たっていました。

　それからにわかにお母かあさんの牛ぎゅう乳にゅうのことを思おもい出だしてジョバンニはその店みせをはなれました。そしてきゅうくつな上うわ着ぎの肩かたを気きにしながら、それでもわざと胸むねを張はって大おおきく手てを振ふって町まちを通とおって行いきました。

　空くう気きは澄すみきって、まるで水みずのように通とおりや店みせの中なかを流ながれましたし、街がい灯とうはみなまっ青さおなもみや楢ならの枝えだで包つつまれ、電でん気き会がい社しゃの前まえの六ろっ本ぽんのプ（７）ラタヌスの木きなどは、中なかにたくさんの豆まめ電でん灯とうがついて、ほんとうにそこらは人にん魚ぎょの都みやこのように見みえるのでした。子こ供どもらは、みんな新あたらしい折おりのついた着き物ものを着きて、（８）星ほしめぐりの口くち笛ぶえを吹ふいたり、

「ケンタウルス、露つゆをふらせ」と叫さけんで走はしったり、青あおいマ（９）グネシヤの花はな火びを燃もやしたりして、たのしそうに遊あそんでいるのでした。けれどもジョバンニは、いつかまた深ふかく首くびを垂たれて、そこらのにぎやかさとはまるでちがったことを考かんがえながら、牛ぎゅう乳にゅう屋やの方ほうへ急いそぐのでした。

　ジョバンニは、いつか町まちはずれのポプラの木きが幾いく本ほんも幾いく本ほんも、高たかく星ほし空ぞらに浮うかんでいるところに来きていました。その牛ぎゅう乳にゅう屋やの黒くろい門もんを入はいり、牛うしの匂においのするうすくらい台だい所どころの前まえに立たって、ジョバンニは帽ぼう子しをぬいで「こんばんは」と言いいましたら、家いえの中なかはしぃんとして誰だれもいたようではありませんでした。

「こんばんは、ごめんなさい」

　ジョバンニはまっすぐに立たってまた叫さけびました。するとしばらくたってから、年としとった女おんなの人ひとが、どこか具ぐ合あいが悪わるいようにそろそろと出でて来きてなにか用ようかと口くちの中なかで言いいました。

「あの、今日きょう、牛ぎゅう乳にゅうが僕ぼくんとこへ来こなかったので、もらいにあがったんです」

　ジョバンニが一いっ生しょうけん命めい勢いきおいよく言いいました。

「いま誰だれもいないでわかりません。あしたにして下ください」

　その人ひとは、赤あかい眼めの下したのとこをこすりながら、ジョバンニを見みおろして言いいました。

「おっかさんが病びょう気きなんですから今こん晩ばんでないと困こまるんです」

「ではもう少すこしたってから来きて下ください」

　その人ひとはもう行いってしまいそうでした。

「そうですか。ではありがとう」

　ジョバンニは、おじぎをして台だい所どころから出でました。

　十じゅう字じになった町まちの角かどを、曲まがろうとしましたら、向むこうの橋はしへ行いく方ほうの雑ざっ貨か店てんの前まえで、黒くろい影かげやぼんやり白しろいシャツが入いり乱みだれて、六ろく、七しち人にんの生せい徒とらが、口くち笛ぶえを吹ふいたり笑わらったりして、めいめい烏からす瓜うりの灯火あかりを持もってやって来くるのを見みました。その笑わらい声ごえも口くち笛ぶえも、みんな聞ききおぼえのあるものでした。ジョバンニの同どう級きゅうの子こ供どもらだったのです。ジョバンニは思おもわずどきっとして戻もどろうとしましたが、思おもい直なおして、いっそう勢いきおいよくそっちへ歩あるいて行いきました。

「川かわへ行いくの」ジョバンニが言いおうとして、少すこしのどがつまったように思おもったとき、

「ジョバンニ、らっこの上うわ着ぎが来くるよ」

　さっきのザネリがまた叫さけびました。

「ジョバンニ、らっこの上うわ着ぎが来くるよ」

　すぐみんなが、続つづいて叫さけびました。ジョバンニはまっ赤かになって、もう歩あるいているかもわからず、急いそいで行いきすぎようとしましたら、そのなかにカムパネルラがいたのです。カムパネルラは気きの毒どくそうに、だまって少すこし笑わらって、怒おこらないだろうかというようにジョバンニの方ほうを見みていました。

　ジョバンニは、逃にげるようにその眼めを避さけ、そしてカムパネルラのせいの高たかい形かたちが過すぎて行いって間まもなく、みんなはてんでに口くち笛ぶえを吹ふきました。町まちかどを曲まがるとき、ふりかえって見みましたら、ザネリがやはりふりかえって見みていました。そしてカムパネルラもまた、高たかく口くち笛ぶえを吹ふいて向むこうにぼんやり見みえる橋はしの方ほうへ歩あるいて行いってしまったのでした。

　ジョバンニは、なんとも言いえずさびしくなって、いきなり走はしり出だしました。すると耳みみに手てをあてて、わああと言いいながら片かた足あしでぴょんぴょん跳とんでいた小ちいさな子こ供どもらは、ジョバンニが面白おもしろくてかけるのだと思おもってわあいと叫さけびました。まもなくジョバンニは黒くろい丘おかの方ほうへ急いそぎました。







（１）宮みや沢ざわ賢けん治じが、ギリシア神しん話わに登とう場じょうする半はん分ぶん人ひとで半はん分ぶん馬うまの怪かい物ぶつ・ケンタウロスから想そう像ぞうして作つくった架か空くうのお祭まつり。（２）斜しゃ面めん。（３）街まち中なかの狭せまい通とおり。（４）ヒノキの葉は。またはヒノキ。（５）赤あかだいだい色いろの灯あかり。（６）腰こしから上うえが人にん間げん、下したが馬うまの架か空くうの動どう物ぶつ。（７）道みちや庭てい園えんによく植うえられる木きの種しゅ類るい。（８）賢けん治じが作つくった歌うた「星ほしめぐりの歌うた」のこと。（９）火ひをつけると閃せん光こうを放はなって燃もえる物ぶっ質しつ。







五、（１）天てん気き輪りんの柱はしら




　牧ぼく場じょうのうしろはゆるい丘おかになって、その黒くろい平たいらな頂ちょう上じょうは、北きたの大おお熊くま星ぼしの下したに、ぼんやりふだんよりも低ひくく連つらなって見みえました。

　ジョバンニは、もう露つゆの降おりかかった小ちいさな林はやしのこみちを、どんどんのぼって行いきました。まっくらな草くさや、いろいろな形かたちに見みえるやぶのしげみの間あいだを、その小ちいさな道みちが、一ひとすじ白しろく星ほしあかりに照てらし出だされてあったのです。草くさの中なかには、ぴかぴか青あおびかりを出だす小ちいさな虫むしもいて、ある葉はは青あおくすかし出だされ、ジョバンニは、さっきみんなの持もって行いった烏からす瓜うりのあかりのようだとも思おもいました。

　そのまっ黒くろな、松まつや楢ならの林はやしを越こえると、にわかにがらんと空そらがひらけて、天あまの川がわがしらしらと南みなみから北きたへわたっているのが見みえ、また頂いただきの、天てん気き輪りんの柱はしらも見みわけられたのでした。つ（２）りがねそうか野のぎくかの花はなが、そこらいちめんに、夢ゆめの中なかからでも薫かおり出だしたというように咲さき、鳥とりが一いっ匹ぴき、丘おかの上うえを鳴なき続つづけながら通とおって行いきました。

　ジョバンニは、頂いただきの天てん気き輪りんの柱はしらの下したに来きて、どかどかするからだを、冷つめたい草くさに投なげました。







[image: ]







　町まちの灯あかりは、暗やみの中なかをまるで海うみの底そこのお宮みやのけしきのようにともり、子こ供どもらの歌うたう声こえや口くち笛ぶえ、きれぎれの叫さけび声こえもかすかに聞きこえて来くるのでした。風かぜが遠とおくで鳴なり、丘おかの草くさもしずかにそよぎ、ジョバンニの汗あせでぬれたシャツも冷つめたく冷ひやされました。ジョバンニは町まちのはずれから遠とおく黒くろくひろがった野の原はらを見みわたしました。

　そこから汽き車しゃの音おとが聞きこえてきました。その小ちいさな列れっ車しゃの窓まどは一いち列れつ小ちいさく赤あかく見みえ、その中なかにはたくさんの旅たび人びとが、りんごをむいたり、笑わらったり、いろいろな風ふうにしていると考かんがえますと、ジョバンニは、もうなんとも言いえずかなしくなって、また眼めを空そらに上あげました。

　ああ、あの白しろい空そらの帯おびがみんな星ほしだというぞ。

　ところがいくら見みていても、その空そらは昼ひる、先せん生せいの言いったような、がらんとした冷つめたいとこだとは思おもわれませんでした。それどころでなく、見みれば見みるほど、そこは小ちいさな林はやしや牧ぼく場じょうやらある野の原はらのように考かんがえられて仕し方かたなかったのです。そしてジョバンニは青あおい琴ことの星ほしが、三みっつにも四よっつにもなって、ちらちら瞬またたき、脚あしがなんべんも出でたり引ひっ込こんだりして、とうとうきのこのように長ながく延のびるのを見みました。またすぐ眼めの下したのまちまでが、やっぱりぼんやりしたたくさんの星ほしの集あつまりか一ひとつの大おおきなけむりかのように見みえるように思おもいました。







（１）賢けん治じが想そう像ぞうで造つくった言こと葉ば。寺てらやお墓はかに置おかれた木もく製せいの柱はしらや、太たい陽ようの光ひかりが柱はしら状じょうに見みえる現げん象しょうなど色いろ々いろな解かい釈しゃくがある。（２）山さん野やに生はえる植しょく物ぶつ。







六、銀ぎん河がステーション




　そしてジョバンニは、すぐうしろの天てん気き輪りんの柱はしらがいつかぼんやりした（１）三さん角かく標ひょうの形かたちになって、しばらくほたるのように、ぺかぺか消きえたりともったりしているのを見みました。それはだんだんはっきりして、とうとうりんと動うごかないようになり、濃こい（２）鋼こう青せいの空そらの野の原はらにたちました。いま新あたらしくやいたばかりの青あおい鋼はがねの板いたのような、空そらの野の原はらに、まっすぐにすきっと立たったのです。

　するとどこかで、不ふ思し議ぎな声こえが、銀ぎん河がステーション、銀ぎん河がステーションと言いう声こえがしたと思おもうといきなり眼めの前まえが、ぱっと明あかるくなって、まるで億おく万まんのホ（３）タルイカの火ひを一いっぺんに化か石せきさせて、空そら中じゅうに沈しずめたという具ぐ合あい、またダイアモンド会がい社しゃで、ねだんがやすくならないために、わざととれないふりをして、かくしておいた（４）金こん剛ごう石せきを、誰だれかがいきなりひっくりかえして、ばらまいたという風ふうに、眼めの前まえがさあっと明あかるくなって、ジョバンニは、思おもわずなんべんも眼めをこすってしまいました。

　気きがついてみると、さっきから、ごとごとごとごと、ジョバンニの乗のっている小ちいさな列れっ車しゃが走はしり続つづけていたのでした。ほんとうにジョバンニは、夜よるの（５）軽けい便べん鉄てつ道どうの、小ちいさな黄きいろの電でん灯とうのならんだ車しゃ室しつに、窓まどから外そとを見みながら座すわっていたのです。車しゃ室しつの中なかは、青あおいび（６）ろうどを張はった腰こし掛かけが、まるでがらあきで、向むこうのねずみいろのワ（７）ニスを塗ぬった壁かべには、（８）真しん鍮ちゅうの大おおきなぼたんが二ふたつ光ひかっているのでした。

　すぐ前まえの席せきに、ぬれたようにまっ黒くろな上うわ着ぎを着きた、せいの高たかい子こ供どもが、窓まどから頭あたまを出だして外そとを見みているのに気きが付つきました。そしてその子こ供どもの肩かたのあたりが、どうも見みたことのあるような気きがして、そう思おもうと、もうどうしても誰だれだかわかりたくて、たまらなくなりました。いきなりこっちも窓まどから顔かおを出だそうとしたとき、にわかにその子こ供どもが頭あたまを引ひっ込こめて、こっちを見みました。

　それはカムパネルラだったのです。

　ジョバンニが、カムパネルラ、きみは前まえからここにいたのと言いおうと思おもったとき、カムパネルラが、

「みんなはね、ずいぶん走はしったけれども遅おくれてしまったよ。ザネリもね、ずいぶん走はしったけれども追おいつかなかった」と言いいました。

　ジョバンニは、（そうだ、僕ぼくたちはいま、一いっ緒しょにさそって出で掛かけたのだ）と思おもいながら、

「どこかで待まっていようか」と言いいました。するとカムパネルラは、

「ザネリはもう帰かえったよ。お父とうさんが迎むかえにきたんだ」

　カムパネルラは、なぜかそう言いいながら、少すこし顔かおいろが青あおざめて、どこか苦くるしいという風ふうでした。するとジョバンニも、なんだかどこかに、なにか忘わすれたものがあるというような、おかしな気き持もちがしてだまってしまいました。

　ところがカムパネルラは、窓まどから外そとをのぞきながら、もうすっかり元げん気きが直なおって、勢いきおいよく言いいました。

「ああしまった。僕ぼく、水すい筒とうを忘わすれてきた。スケッチ帳ちょうも忘わすれてきた。けれど構かまわない。もうじき白はく鳥ちょうの停てい車しゃ場じょうだから。僕ぼく、白はく鳥ちょうを見みるなら、ほんとうにすきだ。川かわの遠とおくを飛とんでいたって、僕ぼくはきっと見みえる」

　そして、カムパネルラは、円まるい板いたのようになった地ち図ずを、しきりにぐるぐるまわして見みていました。まったくその中なかに、白しろくあらわされた天あまの川がわの左ひだりの岸きしに沿そって一いち条じょうの鉄てつ道どう線せん路ろが、南みなみへ南みなみへとたどって行いくのでした。そしてその地ち図ずの立りっ派ぱなことは、夜よるのようにまっ黒くろな盤ばんの上うえに、いちいちの停てい車しゃ場じょうや三さん角かく標ひょう、（９）泉せん水すいや森もりが、青あおや橙だいだいや緑みどりや、美うつくしい光ひかりでちりばめられてありました。ジョバンニはなんだかその地ち図ずをどこかで見みたように思おもいました。

「この地ち図ずはどこで買かったの。（10）黒こく曜よう石せきでできてるねえ」

　ジョバンニが言いいました。

「銀ぎん河がステーションで、もらったんだ。君きみもらわなかったの」

「ああ、僕ぼく、銀ぎん河がステーションを通とおったろうか。いま僕ぼくたちのいるとこ、ここだろう」

　ジョバンニは、白はく鳥ちょうと書かいてある停てい車しゃ場じょうのしるしの、すぐ北きたを指さしました。

「そうだ。おや、あの河原かわらは月つき夜よだろうか」

　そっちを見みますと、青あお白じろく光ひかる銀ぎん河がの岸きしに、銀ぎんいろの空そらのすすきが、もうまるでいちめん、風かぜにさらさらさらさら、ゆられて動うごいて、波なみを立たてているのでした。

「月つき夜よでないよ。銀ぎん河がだから光ひかるんだよ」

　ジョバンニは言いいながら、まるではね上ありたいくらいゆかいになって、足あしをこつこつ鳴ならし、窓まどから顔かおを出だして、高たかく高たかく星ほしめぐりの口くち笛ぶえを吹ふきながら一いっ生しょうけん命めい伸のびあがって、その天あまの川がわの水みずを、見みきわめようとしましたが、はじめはどうしてもそれが、はっきりしませんでした。

　けれどもだんだん気きをつけて見みると、そのきれいな水みずは、硝子ガラスよりも水すい素そよりもすきとおって、ときどき眼めの加か減げんか、ちらちら紫むらさきいろのこまかな波なみをたてたり、虹にじのようにぎらっと光ひかったりしながら、声こえもなくどんどん流ながれて行いき、野の原はらにはあっちにもこっちにも、燐（11）りん光こうの三さん角かく標ひょうが、美うつくしく立たっていたのです。遠とおいものは小ちいさく、近ちかいものは大おおきく、遠とおいものは橙だいだいや黄きいろではっきりし、近ちかいものは青あお白じろく少すこしかすんで、あるいは三さん角かっ形けい、あるいは四し辺へん形けい、あるいは電いなずまや鎖くさりの形かたち、さまざまにならんで、野の原はらいっぱい光ひかっているのでした。

　ジョバンニは、まるでどきどきして、頭あたまをやけに振ふりました。するとほんとうに、そのきれいな野の原はら中じゅうの青あおや橙だいだいや、いろいろかがやく三さん角かく標ひょうも、てんでに息いきをつくように、ちらちらゆれたり震ふるえたりしました。

「僕ぼくはもう、すっかり天てんの野の原はらに来きた」

　ジョバンニは言いいました。

「それにこの汽き車しゃ、石せき炭たんをたいていないねえ」

　ジョバンニが左ひだり手てをつき出だして窓まどから前まえの方ほうを見みながら言いいました。

「アルコールか電でん気きだろう」

　カムパネルラが言いいました。

　ごとごとごとごと、その小ちいさなきれいな汽き車しゃは、空そらのすすきの風かぜにひるがえる中なかを、天あまの川がわの水みずや、三さん角かく点てんの青あお白じろい（12）微び光こうの中なかを、どこまでもどこまでもと、走はしって行いくのでした。

「ああ、り（13）んどうの花はなが咲さいている。もうすっかり秋あきだねえ」

　カムパネルラが、窓まどの外そとを指ささして言いいました。

　線せん路ろのへりになったみじかい芝しば草くさの中なかに、（14）月げっ長ちょう石せきででも刻きざまれたような、すばらしい紫むらさきのりんどうの花はなが咲さいていました。

「僕ぼく、飛とび下おりて、あいつをとって、また飛とび乗のってみせようか」

　ジョバンニは胸むねをおどらせて言いいました。

「もうだめだ。あんなにうしろへ行いってしまったから」

　カムパネルラが、そう言いってしまうかしまわないうち、次つぎのりんどうの花はなが、いっぱいに光ひかって過すぎて行いきました。

　と思おもったら、もう次つぎから次つぎから、たくさんの黄きいろな底そこをもったりんどうの花はなのコップが、湧わくように、雨あめのように、眼めの前まえを通とおり、三さん角かく標ひょうの列れつは、けむるように燃もえるように、いよいよ光ひかって立たったのです。







（１）三さん角かく測そく量りょうという測そく量りょうをする際さいに使つかわれるやぐら。（２）銅どうが錆さびてできる青あお緑みどり色いろの錆さびのこと。（３）青あお白じろく発はっ光こうする小ちいさなイカ。（４）ダイヤモンド。（５）小ちいさな鉄てつ道どう。（６）なめらかで光こう沢たくのある織おり物もの。（７）ニス。木もく材ざいなどの材ざい料りょうの表ひょう面めんを保ほ護ごするために塗ぬられる。（８）金きん属ぞくの一いっ種しゅ。銅どうと亜あ鉛えんの合ごう金きん。（９）池いけのこと。（10）黒くろい色いろをした火か山ざん岩がんの一いっ種しゅ。また、それを加か工こうした宝ほう石せきのこと。（11）物ぶっ質しつが発はっする光ひかり。（12）かすかな光ひかり。（13）釣つり鐘かね形がたのきれいな紫むらさき色いろの花はなを上うわ向むきに咲さかせる植しょく物ぶつ。（14）美うつくしい青あお色いろの金きん属ぞく的てきな光ひかりを放はなつ石いしの一いっ種しゅ。







七、北きた十じゅう字じとプ（１）リオシン海かい岸がん




「おっかさんは、僕ぼくをゆるして下くださるだろうか」

　いきなり、カムパネルラが、思おもい切きったというように、少すこしどもりながら、せきこんで言いいました。

　ジョバンニは、

（ああ、そうだ、僕ぼくのおっかさんは、あの遠とおい一ひとつのちりのように見みえる橙だいだいいろの三さん角かく標ひょうのあたりにいらっしゃって、いま僕ぼくのことを考かんがえているんだった）と思おもいながら、ぼんやりしてだまっていました。

「僕ぼくはおっかさんが、ほんとうに幸さいわいになるなら、どんなことでもする。けれども、いったいどんなことが、おっかさんのいちばんの幸さいわいなんだろう」

　カムパネルラは、なんだか、泣なきだしたいのを、一いっ生しょうけん命めいこらえているようでした。

「きみのおっかさんは、なんにもひどいことないじゃないの」

　ジョバンニはびっくりして叫さけびました。

「僕ぼくわからない。けれども、誰だれだって、ほんとうにいいことをしたら、いちばん幸さいわいなんだねえ。だから、おっかさんは、僕ぼくをゆるして下くださると思おもう」

　カムパネルラは、なにかほんとうに決けっ心しんしているように見みえました。

　にわかに、車くるまの中なかが、ぱっと白しろく明あかるくなりました。見みると、もうじつに、金こん剛ごう石せきや草くさの露つゆやあらゆる立りっ派ぱさを集あつめたような、きらびやかな銀ぎん河がの河かわ床どこの上うえを水みずは声こえもなく形かたちもなく流ながれ、その流ながれのまん中なかに、ぼうっと青あお白じろく後ご光こうの射さした一ひとつの島しまが見みえるのでした。その島しまの平たいらな頂いただきに、立りっ派ぱな眼めもさめるような、白しろい十じゅう字じ架かがたって、それはもう凍こおった北ほっ極きょくの雲くもで鋳いたといったらいいか、すきっとした金きんいろの円えん光こうをいただいて、しずかに永えい久きゅうに立たっているのでした。

「ハ（２）ルレヤ、ハルレヤ」

　前まえからもうしろからも声こえが起おこりました。ふりかえって見みると、車しゃ室しつの中なかの旅たび人びとたちは、みなまっすぐに着き物もののひだを垂たれ、黒くろいバ（３）イブルを胸むねにあてたり、水すい晶しょうの数じゅ珠ずをかけたり、どの人ひともつつましく指ゆびを組くみ合あわせて、そっちに祈いのっているのでした。思おもわず二人ふたりもまっすぐに立たちあがりました。カムパネルラの頬ほほは、まるで熟じゅくしたりんごのあかしのように美うつくしくかがやいて見みえました。

　そして島しまと十じゅう字じ架かとは、だんだんうしろの方ほうへうつって行いきました。

　向むこう岸ぎしも、青あお白じろくぽうっと光ひかってけむり、時とき々どき、やっぱりすすきが風かぜにひるがえるらしく、さっとその銀ぎんいろがけむって、息いきでもかけたように見みえ、また、たくさんのりんどうの花はなが、草くさをかくれたり出でたりするのは、やさしい（４）狐きつね火びのように思おもわれました。

　それもほんのちょっとの間あいだ、川かわと汽き車しゃとの間あいだは、すすきの列れつでさえぎられ、白はく鳥ちょうの島しまは、二に度どばかり、うしろの方ほうに見みえましたが、じきもうずうっと遠とおく小ちいさく、絵えのようになってしまい、またすすきがざわざわ鳴なって、とうとうすっかり見みえなくなってしまいました。ジョバンニのうしろには、いつから乗のっていたのか、せいの高たかい、黒くろいか（５）つぎをしたカ（６）トリック風ふうの尼あまさんが、まん円まるな緑みどりの瞳ひとみを、じっとまっすぐに落おとして、まだなにかことばか声こえかが、そっちから伝つたわって来くるのを、つつしんで聞きいているというように見みえました。旅たび人びとたちはしずかに席せきに戻もどり、二人ふたりも胸むねいっぱいのかなしみに似にた新あたらしい気き持もちを、何なに気げなくちがったことばで、そっと話はなし合あったのです。

「もうじき白はく鳥ちょうの停てい車しゃ場じょうだねえ」

「ああ、十じゅう一いち時じかっきりには着つくんだよ」

　早はやくも、シグナルの緑みどりの灯あかりと、ぼんやり白しろい柱はしらとが、ちらっと窓まどの外そとを過すぎ、それから硫い黄おうのほのおのようなくらいぼんやりした（７）転てんてつ器きの前まえのあかりが窓まどの下したを通とおり、汽き車しゃはだんだんゆるやかになって、間まもなくプラットホームの一いち列れつの電でん灯とうが、美うつくしく規き則そく正ただしくあらわれ、それがだんだん大おおきくなってひろがって、二人ふたりはちょうど白はく鳥ちょう停てい車しゃ場じょうの、大おおきな時計とけいの前まえに来きてとまりました。

　さわやかな秋あきの時計とけいの盤面ダイアルには、青あおくやかれたはがねの二に本ほんの針はりが、くっきり十じゅう一いち時じを指さしました。みんなは、一いっぺんに降おりて、車しゃ室しつの中なかはがらんとなってしまいました。

〔二に十じゅっ分ぷん停てい車しゃ〕と時計とけいの下したに書かいてありました。

「僕ぼくたちも降おりてみようか」

　ジョバンニが言いいました。

「降おりよう」

　二人ふたりは一いち度どにはねあがってドアを飛とび出だして改かい札さつ口ぐちへかけて行いきました。ところが改かい札さつ口ぐちには、明あかるい紫むらさきがかった電でん灯とうが、一ひとつ点ついているばかり、誰だれもいませんでした。そこら中じゅうを見みても、駅えき長ちょうや（８）赤あか帽ぼうらしい人ひとの、影かげもなかったのです。

　二人ふたりは、停てい車しゃ場じょうの前まえの、水すい晶しょう細ざい工くのように見みえる銀杏いちょうの木きに囲かこまれた、小ちいさな広ひろ場ばに出でました。そこから幅はばの広ひろい道みちが、まっすぐに銀ぎん河がの青あお光びかりの中なかへ通とおっていました。

　さきに降おりた人ひとたちは、もうどこへ行いったか一人ひとりも見みえませんでした。二人ふたりがその白しろい道みちを、肩かたをならべて行いきますと、二人ふたりの影かげは、ちょうど四し方ほうに窓まどのある部へ屋やの中なかの、二に本ほんの柱はしらの影かげのように、また二ふたつの車しゃ輪りんの（９）輻やのように幾いく本ほんも幾いく本ほんも四し方ほうへ出でるのでした。そして間まもなく、あの汽き車しゃから見みえたきれいな河原かわらに来きました。

　カムパネルラは、そのきれいな砂すなを一ひとつまみ、てのひらにひろげ、指ゆびできしきしさせながら、夢ゆめのように言いっているのでした。

「この砂すなはみんな水すい晶しょうだ。中なかで小ちいさな火ひが燃もえている」

「そうだ」

　どこで僕ぼくは、そんなこと習ならったろうと思おもいながら、ジョバンニもぼんやり答こたえていました。

　河原かわらの礫こいしは、みんなすきとおって、たしかに水すい晶しょうや（10）黄玉トパースや、またくしゃくしゃの（11）皺しゅう曲きょくをあらわしたのや、またかどから霧きりのような青あお白じろい光ひかりを出だす（12）鋼こう玉ぎょくやらでした。ジョバンニは、走はしってその渚なぎさに行いって、水みずに手てをひたしました。けれどもあやしいその銀ぎん河がの水みずは、水すい素そよりももっとすきとおっていたのです。それでもたしかに流ながれていたことは、二人ふたりの手て首くびの、水みずにひたったとこが、少すこし（13）水すい銀ぎんいろに浮ういたように見みえ、その手て首くびにぶっつかってできた波なみは、美うつくしい燐りん光こうをあげて、ちらちらと燃もえるように見みえたのでもわかりました。

　川かわ上かみの方ほうを見みると、すすきのいっぱいに生はえている崖がけの下したに、白しろい岩いわが、まるで運うん動どう場じょうのように平たいらに川かわに沿そって出でているのでした。そこに小ちいさな五ご、六ろく人にんの人ひとかげが、なにか掘ほり出だすか埋うめるかしているらしく、立たったり屈かがんだり、時とき々どきなにかの道どう具ぐが、ピカッと光ひかったりしました。

「行いってみよう」

　二人ふたりは、まるで一いち度どに叫さけんで、そっちの方ほうへ走はしりました。その白しろい岩いわになった所ところの入いり口ぐちに、

〔プリオシン海かい岸がん〕という、（14）瀬せ戸と物もののつるつるした標ひょう札さつが立たって、向むこうの渚なぎさには、ところどころ、細ほそい鉄てつの（15）欄らん干かんも植うえられ、木もく製せいのきれいなベンチも置おいてありました。

「おや、変へんなものがあるよ」

　カムパネルラが、不ふ思し議ぎそうに立たちどまって、岩いわから黒くろい細ほそ長ながいさきのとがったくるみの実みのようなものを拾ひろいました。

「くるみの実みだよ。そら、たくさんある。流ながれて来きたんじゃない。岩いわの中なかに入はいってるんだ」

「大おおきいね、このくるみ、倍ばいあるね。こいつは少すこしもいたんでない」

「早はやくあすこへ行いって見みよう。きっとなにか掘ほってるから」

　二人ふたりは、ぎざぎざの黒くろいくるみの実みを持もちながら、またさっきの方ほうへ近ちかよって行いきました。左ひだり手ての渚なぎさには、波なみがやさしい稲いな妻ずまのように燃もえて寄よせ、右みぎ手ての崖がけには、いちめん銀ぎんや貝かい殻がらでこさえたようなすすきの穂ほがゆれたのです。

　だんだん近ちか付づいて見みると、一人ひとりのせいの高たかい、ひどい近きん眼がん鏡きょうをかけ、長なが靴ぐつをはいた学がく者しゃらしい人ひとが、手て帳ちょうになにかせわしそうに書かきつけながら、つ（16）るはしをふりあげたり、ス（17）コープを使つかったりしている、三さん人にんの助じょ手しゅらしい人ひとたちに夢む中ちゅうでいろいろ指さし図ずをしていました。

「そこのその突とっ起きを壊こわさないように。スコープを使つかいたまえ、スコープを。おっと、も少すこし遠とおくから掘ほって。いけない、いけない。なぜそんな乱らん暴ぼうをするんだ」

　見みると、その白しろい柔やわらかな岩いわの中なかから、大おおきな大おおきな青あお白じろい獣けものの骨ほねが、横よこに倒たおれて潰つぶれたという風ふうになって、半はん分ぶん以い上じょう掘ほり出だされていました。そして気きをつけて見みると、そこらには、ひづめの二ふたつある足あし跡あとのついた岩いわが、四し角かくに十じゅうばかり、きれいに切きり取とられて番ばん号ごうがつけられてありました。

「君きみたちは参さん観かんかね」

　その（18）大だい学がく士しらしい人ひとが、眼鏡めがねをきらっとさせて、こっちを見みて話はなしかけました。

「くるみがたくさんあったろう。それはまあ、ざっと百ひゃく二に十じゅう万まん年ねんぐらい前まえのくるみだよ。ごく新あたらしい方ほうさ。ここは百ひゃく二に十じゅう万まん年ねん前まえ、第だい三さん紀きのあとのころは海かい岸がんでね、この下したからは貝かい殻がらも出でる。いま川かわの流ながれているとこに、そっくり塩しお水みずが寄よせたり引ひいたりもしていたのだ。この獣けものかね、これはボスといってね、おいおい、そこつるはしはよしたまえ。ていねいにの（19）みでやってくれたまえ。ボスといってね、いまの牛うしの先せん祖ぞで、昔むかしはたくさんいたさ」

「標ひょう本ほんにするんですか」

「いや、証しょう明めいするにいるんだ。僕ぼくらからみると、ここは厚あつい立りっ派ぱな地ち層そうで、百ひゃく二に十じゅう万まん年ねんぐらい前まえにできたという証しょう拠こもいろいろあがるけれども、僕ぼくらとちがったやつからみてもやっぱりこんな地ち層そうに見みえるかどうか、あるいは風かぜか水みずやがらんとした空そらかに見みえやしないかということなのだ。わかったかい。けれども、おいおい。そこもスコープではいけない。そのすぐ下したにろっ骨こつが埋うもれてるはずじゃないか」

　大だい学がく士しはあわてて走はしって行いきました。

「もう時じ間かんだよ。行いこう」

　カムパネルラが地ち図ずと腕うで時ど計けいとをくらべながら言いいました。

「ああ、ではわたくしどもは失しつ礼れいいたします」

　ジョバンニは、ていねいに大だい学がく士しにおじぎしました。

「そうですか。いや、さよなら」

　大だい学がく士しは、また忙いそがしそうに、あちこち歩あるきまわって監かん督とくをはじめました。二人ふたりは、その白しろい岩いわの上うえを、一いっ生しょうけん命めい汽き車しゃに遅おくれないように走はしりました。そしてほんとうに、風かぜのように走はしれたのです。息いきも切きれずひざもあつくなりませんでした。

　こんなにしてかけるなら、もう世せ界かい中じゅうだってかけれると、ジョバンニは思おもいました。

　そして二人ふたりは、前まえのあの河原かわらを通とおり、改かい札さつ口ぐちの電でん灯とうがだんだん大おおきくなって、間まもなく二人ふたりは、もとの車しゃ室しつの席せきに座すわって、いま行いって来きた方ほうを、窓まどから見みていました。







（１）プリオシンとは地ち層そう年ねん代だいのひとつのこと。賢けん治じが化か石せき採さい取しゅを楽たのしんでいた北きた上かみ川がわの川原かわらがモデルだといわれている。（２）賢けん治じの造ぞう語ご。キリスト教きょうで神かみ様さまをたたえるハレルヤと同おなじ意い味みだと考かんがえられている。（３）聖せい書しょ。（４）人ひとがつけたわけでもないのに夜よるに火ひが燃もえる現げん象しょう。（５）女じょ性せいが外がい出しゅつするときに頭あたまからかぶる衣い服ふく。ベール。（６）キリスト教きょうの宗しゅう派はのひとつ。（７）鉄てつ道どう線せん路ろの分わかれ目めにつけ、切きり替かえることで車しゃ両りょうを他ほかの線せん路ろに移うつす装そう置ち。（８）鉄てつ道どう駅えき構こう内ないで客きゃくの手て荷に物もつなどを運うん搬ぱんする職しょく業ぎょう。（９）車しゃ輪りんの中ちゅう心しん部ぶから輪わに向むかって放ほう射しゃ状じょうに出でている棒ぼうのこと。（10）無む色しょくまたは黄き色いろの透とう明めいな宝ほう石せき。（11）平たいらな地ち層そうがしわを寄よせたような波は形けいに曲まがっていること。（12）鉱こう物ぶつの一いっ種しゅ。（13）銀ぎんのような光こう沢たくを放はなつ液えき体たいの金きん属ぞく。（14）陶とう磁じ器きのこと。（15）橋はしなどのふちに人ひとが落おちないように縦じゅう横おうにわたした手てすり。（16）地じ面めんや岩いわを砕くだくために使つかわれる道どう具ぐ。（17）スコップ。（18）ここでは学がく者しゃのことを指さす。（19）彫ちょう刻こく刀とうに似にた形かたちの、穴あなをあけるための道どう具ぐ。







八、鳥とりを捕とる人ひと




「ここへかけてもようございますか」

　がさがさした、けれども親しん切せつそうな、大人おとなの声こえが、二人ふたりのうしろで聞きこえました。

　それは、茶ちゃいろの少すこしぼろぼろの外がい套とうを着きて、白しろい布きれでつつんだ荷に物もつを、二ふたつに分わけて肩かたに掛かけた、赤あかひげのせなかのかがんだ人ひとでした。

「ええ、いいんです」

　ジョバンニは、少すこし肩かたをすぼめて挨あい拶さつしました。その人ひとは、ひげの中なかでかすかに笑わらいながら荷に物もつをゆっくり網あみ棚だなにのせました。ジョバンニは、なにかたいへんさびしいようなかなしいような気きがして、だまって正しょう面めんの時計とけいを見みていましたら、ずうっと前まえの方ほうで、硝子ガラスの笛ふえのようなものが鳴なりました。汽き車しゃはもう、しずかに動うごいていたのです。カムパネルラは、車しゃ室しつの天てん井じょうを、あちこち見みていました。その一ひとつのあかりに黒くろいかぶと虫むしがとまってその影かげが大おおきく天てん井じょうにうつっていたのです。赤あかひげの人ひとは、なにかなつかしそうに笑わらいながら、ジョバンニやカムパネルラのようすを見みていました。汽き車しゃはもうだんだん早はやくなって、すすきと川かわと、かわるがわる窓まどの外そとから光ひかりました。

　赤あかひげの人ひとが、少すこしおずおずしながら、二人ふたりにききました。

「あなた方がたは、どちらへいらっしゃるんですか」

「どこまでも行いくんです」ジョバンニは、少すこしきまり悪わるそうに答こたえました。

「それはいいね。この汽き車しゃは、じっさい、どこまででも行いきますぜ」

「あなたはどこへ行いくんです」

　カムパネルラが、いきなり、けんかのように尋たずねましたので、ジョバンニは、思おもわず笑わらいました。すると、向むこうの席せきにいた、とがった帽ぼう子しをかぶり、大おおきな鍵かぎを腰こしに下さげた人ひとも、ちらっとこっちを見みて笑わらいましたので、カムパネルラも、つい顔かおを赤あかくして笑わらいだしてしまいました。ところがその人ひとは別べつに怒おこったでもなく、頬ほほをぴくぴくしながら返へん事じしました。

「わっしはすぐそこで降おります。わっしは、鳥とりをつかまえる商しょう売ばいでね」

「なに鳥どりですか」

「鶴つるや（１）雁がんです。さぎも白はく鳥ちょうもです」

「鶴つるはたくさんいますか」

「いますとも、さっきから鳴ないてまさあ。聞きかなかったのですか」

「いいえ」

「いまでも聞きこえるじゃありませんか。そら、耳みみをすまして聴きいてごらんなさい」

　二人ふたりは眼めをあげ、耳みみをすましました。ごとごと鳴なる汽き車しゃのひびきと、すすきの風かぜとの間あいだから、ころんころんと水みずの湧わくような音おとが聞きこえて来くるのでした。

「鶴つる、どうして捕とるんですか」

「鶴つるですか、それともさぎですか」

「さぎです」

　ジョバンニは、どっちでもいいと思おもいながら答こたえました。

「そいつはな、（２）造ぞう作さない。さぎというものは、みんな天あまの川がわの砂すながこ（３）ごって、ぼおっとできるもんですからね、そして始し終じゅう川かわへ帰かえりますからね、川原かわらで待まっていて、さぎがみんな、脚あしをこういう風ふうにして下おりてくるとこを、そいつが地じべたへつくかつかないうちに、ぴたっと押おさえちまうんです。するともうさぎは、かたまって安あん心しんして死しんじまいます。あとはもう、わかり切きってまさあ。押おし葉ばにするだけです」

「さぎを押おし葉ばにするんですか。標ひょう本ほんですか」

「標ひょう本ほんじゃありません。みんな食たべるじゃありませんか」

「おかしいねえ」

　カムパネルラが首くびをかしげました。

「おかしいも不ふ審しんもありませんや。そら」

　その男おとこは立たって、網あみ棚だなから包つつみを下おろして、手てばやくくるくると解ときました。

「さあ、ごらんなさい。いま捕とって来きたばかりです」

「ほんとうにさぎだねえ」

　二人ふたりは思おもわず叫さけびました。まっ白しろな、あのさっきの北きたの十じゅう字じ架かのように光ひかるさぎのからだが、十じゅうばかり、少すこしひらべったくなって、黒くろい脚あしをちぢめて、（４）浮うき彫ぼりのようにならんでいたのです。

「眼めをつぶってるね」

　カムパネルラは、指ゆびでそっと、さぎの三み日か月づきがたの白しろいつぶった眼めにさわりました。頭あたまの上うえの槍やりのような白しろい毛けもちゃんとついていました。

「ね、そうでしょう」

　鳥とり捕とりは風ふ呂ろ敷しきを重かさねて、またくるくると包つつんでひもでくくりました。誰だれがいったいここらでさぎなんぞ食たべるだろうとジョバンニは思おもいながらききました。

「さぎはおいしいんですか」

「ええ、毎まい日にち注ちゅう文もんがあります。しかし雁がんの方ほうが、もっと売うれます。雁がんの方ほうがずっと柄がらがいいし、第だい一いち手て数すうがありませんからな。そら」

　鳥とり捕とりは、また別べつの方ほうの包つつみを解ときました。すると黄きと青あおじろとまだらになって、なにかのあかりのように光ひかる雁がんが、ちょうどさっきのさぎのように、くちばしを揃そろえて、少すこしひらべったくなって、ならんでいました。

「こっちはすぐ食たべられます。どうです、少すこしおあがりなさい」

　鳥とり捕とりは、黄きいろな雁がんの足あしを、軽かるくひっぱりました。するとそれは、チョコレートででもできているように、すっときれいにはなれました。

「どうです。少すこし食たべてごらんなさい」

　鳥とり捕とりは、それを二ふたつにちぎって渡わたしました。ジョバンニは、ちょっと食たべてみて、（なんだ、やっぱりこいつはお菓か子しだ。チョコレートよりも、もっとおいしいけれども、こんな雁がんが飛とんでいるもんか。この男おとこは、どこかそこらの野の原はらの菓か子し屋やだ。けれども僕ぼくは、この人ひとをばかにしながら、この人ひとのお菓か子しを食たべているのは、たいへん気きの毒どくだ）と思おもいながら、やっぱりぽくぽくそれを食たべていました。

「も少すこしおあがりなさい」

　鳥とり捕とりがまた包つつみを出だしました。ジョバンニは、もっと食たべたかったのですけれども、

「ええ、ありがとう」と言いって遠えん慮りょしましたら、鳥とり捕とりは、こんどは向むこうの席せきの、鍵かぎを持もった人ひとに出だしました。

「いや、商しょう売ばいものをもらっちゃすみませんな」

　その人ひとは、帽ぼう子しをとりました。

「いいえ、どういたしまして。どうです、今年ことしの渡わたり鳥どりの景けい気きは」

「いや、すてきなもんですよ。一昨日おとといの第だい二に限げんころなんか、なぜ灯とう台だいの灯あかりを、規き則そく以い外がいに間あいだ〔※一いち字じ分ぶん空くう白はく〕させるかって、あっちからもこっちからも、電でん話わで（５）故こ障しょうが来きましたが、なあに、こっちがやるんじゃなくて、渡わたり鳥どりどもが、まっ黒くろにかたまって、あかしの前まえを通とおるのですから仕し方かたありませんや。わたしぁ、べらぼうめ、そんな苦く情じょうは、おれのとこへ持もって来きたって仕し方かたがねえや、ばさばさのマントを着きて脚あしと口くちとの途と方ほうもなく細ほそい大たい将しょうへやれって、こう言いってやりましたがね、はっは」

　すすきがなくなったために、向むこうの野の原はらから、ぱっとあかりが射さして来きました。

「さぎの方ほうはなぜ手て数すうなんですか」

　カムパネルラは、さっきから、きこうと思おもっていたのです。

「それはね、さぎを食たべるには」

　鳥とり捕とりは、こっちに向むき直なおりました。

「天あまの川がわの水みずあかりに、十とお日かも吊つるして置おくかね、そうでなけぁ、砂すなに三さん、四よっ日かうずめなけぁいけないんだ。そうすると、水すい銀ぎんがみんな蒸じょう発はつして、食たべられるようになるよ」

「こいつは鳥とりじゃない。ただのお菓か子しでしょう」

　やっぱり同おなじことを考かんがえていたとみえて、カムパネルラが、思おもい切きったというように、尋たずねました。鳥とり捕とりは、なにかたいへんあわてた風ふうで、

「そうそう、ここで降おりなけぁ」と言いいながら、立たって荷に物もつをとったと思おもうと、もう見みえなくなっていました。

「どこへ行いったんだろう」

　二人ふたりは顔かおを見み合あわせましたら、（６）灯とう台だい守もりは、にやにや笑わらって、少すこし伸のびあがるようにしながら、二人ふたりの横よこの窓まどの外そとをのぞきました。二人ふたりもそっちを見みましたら、たったいまの鳥とり捕とりが、黄きいろと青あおじろの、美うつくしい燐りん光こうを出だす、いちめんのか（７）わらははこぐさの上うえに立たって、まじめな顔かおをして両りょう手てをひろげて、じっと空そらを見みていたのです。

「あすこへ行いってる。ずいぶん（８）奇き体たいだねえ。きっとまた鳥とりをつかまえるとこだねえ。汽き車しゃが走はしって行いかないうちに、早はやく鳥とりが降おりるといいな」と言いった途と端たん、がらんとした（９）桔き梗きょういろの空そらから、さっき見みたようなさぎが、まるで雪ゆきの降ふるように、ぎゃあぎゃあ叫さけびながら、いっぱいに舞まいおりて来きました。

　するとあの鳥とり捕とりは、すっかり注ちゅう文もん通どおりだというようにほくほくして、両りょう足あしをかっきり六ろく十じゅう度どに開ひらいて立たって、さぎのちぢめて降おりて来くる黒くろい脚あしを両りょう手てで片かたっ端ぱしから押おさえて、布ぬのの袋ふくろの中なかに入いれるのでした。するとさぎは、ほたるのように、袋ふくろの中なかでしばらく、青あおくぺかぺか光ひかったり消きえたりしていましたが、おしまいとうとう、みんなぼんやり白しろくなって、眼めをつぶるのでした。ところが、つかまえられる鳥とりよりは、つかまえられないで無ぶ事じに天あまの川がわの砂すなの上うえに降おりるものの方ほうが多おおかったのです。それは見みていると、足あしが砂すなへつくや否いなや、まるで雪ゆきの融とけるように、ちぢまってひらべったくなって、間まもなく（10）熔よう鉱こう炉ろから出でた銅どうの汁しるのように、砂すなや砂じゃ利りの上うえにひろがり、しばらくは鳥とりの形かたちが、砂すなについているのでしたが、それも二に、三さん度ど明あかるくなったり暗くらくなったりしているうちに、もうすっかりまわりと同おなじいろになってしまうのでした。

　鳥とり捕とりは二に十じゅっ匹ぴきばかり、袋ふくろに入いれてしまうと、急きゅうに両りょう手てをあげて、兵へい隊たいが鉄てっ砲ぽう弾だまにあたって、死しぬときのような形かたちをしました。と思おもったら、もうそこに鳥とり捕とりの形かたちはなくなって、かえって、

「ああせいせいした。どうもからだにちょうど合あうほど稼かせいでいるくらい、いいことはありませんな」という聞ききおぼえのある声こえが、ジョバンニの隣となりにしました。見みると鳥とり捕とりは、もうそこでとって来きたさぎを、きちんと揃そろえて、一ひとつずつ重かさね直なおしているのでした。

「どうしてあすこから、いっぺんにここへ来きたんですか」

　ジョバンニが、なんだかあたりまえのような、あたりまえでないような、おかしな気きがして問といました。

「どうしてって、来こようとしたから来きたんです。ぜんたいあなた方がたは、どちらからおいでですか」

　ジョバンニは、すぐ返へん事じしようと思おもいましたけれども、さあ、ぜんたいどこから来きたのか、もうどうしても考かんがえつきませんでした。カムパネルラも、顔かおをまっ赤かにしてなにか思おもい出だそうとしているのでした。

「ああ、遠とおくからですね」

　鳥とり捕とりは、わかったというように造ぞう作さなくうなずきました。







（１）カモの仲なか間まの水みず鳥どり。カモより大おおきく、白はく鳥ちょうより小ちいさい。（２）手て間まがかからない。簡かん単たんである。（３）冷ひえたり凍こおったりして固かたまること。（４）平へい面めんに絵えや模も様ようなどを浮うき上あがらせるように彫ほること。（５）文もん句く、苦く情じょう。（６）灯とう台だいを管かん理りする仕し事ごとをしている人ひと。（７）河原かわらの砂すな地ちに群ぐん生せいする草くさ。（８）風ふう変がわり。奇き妙みょう。（９）青あお紫むらさきの色いろをした星ほし型がたの花はなをつける植しょく物ぶつ。（10）鉄てっ鉱こう石せきから鉄てつをとり出だす設せつ備び。







九、ジョバンニの切きっ符ぷ




「もうここらは白はく鳥ちょう区くのおしまいです。ごらんなさい。あれが名な高だかいア（１）ルビレオの観かん測そく所じょです」

　窓まどの外そとの、まるで花はな火びでいっぱいのような、天あまの川がわのまん中なかに、黒くろい大おおきな建たて物ものが四よん棟とうばかり立たって、その一ひとつの平ひら屋や根ねの上うえに、眼めもさめるような、（２）青宝玉サファイアと黄玉トパースの大おおきな二ふたつのすきとおった球たまが、輪わになってしずかにくるくるとまわっていました。

　黄きいろのがだんだん向むこうへまわって行いって、青あおい小ちいさいのがこっちへ進すすんで来き、間まもなく二ふたつのはじは、重かさなり合あって、きれいな緑みどりいろの両りょう面めん凸とつレンズの形かたちをつくり、それもだんだん、まん中なかがふくらみ出だして、とうとう青あおいのは、すっかりトパースの正しょう面めんに来きましたので、緑みどりの中ちゅう心しんと黄きいろな明あかるい環わとができました。それがまただんだん横よこへそれて、前まえのレンズの形かたちを逆ぎゃくに繰くり返かえし、とうとうすっとはなれて、サファイアは向むこうへめぐり、黄きいろのはこっちへ進すすみ、またちょうどさっきのような風ふうになりました。銀ぎん河がの、かたちもなく音おともない水みずにかこまれて、ほんとうにその黒くろい（３）測そっ候こう所じょが、眠ねむっているように、しずかによこたわったのです。

「あれは、水みずの速はやさをはかる器き械かいです。水みずも…」

　鳥とり捕とりが言いいかけたとき、

「切きっ符ぷを拝はい見けんいたします」

　三さん人にんの席せきの横よこに、赤あかい帽ぼう子しをかぶったせいの高たかい車しゃ掌しょうが、いつかまっすぐに立たっていて言いいました。鳥とり捕とりは、だまってか（４）くしから、小ちいさな紙かみきれを出だしました。車しゃ掌しょうはちょっと見みて、すぐ眼めをそらして、（あなた方がたのは？）というように、指ゆびを動うごかしながら、手てをジョバンニたちの方ほうへ出だしました。

「さあ」

　ジョバンニは困こまって、もじもじしていましたら、カムパネルラは、わけもないという風ふうで、小ちいさなねずみいろの切きっ符ぷを出だしました。

　ジョバンニは、すっかりあわててしまって、もしか上うわ着ぎのポケットにでも、入はいっていたかと思おもいながら、手てを入いれて見みましたら、何なにか大おおきな畳たたんだ紙かみきれにあたりました。こんなもの入はいっていたろうかと思おもって、急いそいで出だしてみましたら、それは四よっつに折おったはがきぐらいの大おおきさの緑みどりいろの紙かみでした。車しゃ掌しょうが手てを出だしているもんですからなんでも構かまわない、やっちまえと思おもって渡わたしましたら、車しゃ掌しょうはまっすぐに立たち直なおってていねいにそれを開ひらいて見みていました。そして読よみながら上うわ着ぎのぼたんやなんかしきりに直なおしたりしていましたし、灯とう台だい看かん守しゅも下したからそれを熱ねっ心しんにのぞいていましたから、ジョバンニはたしかにあれは証しょう明めい書しょかなにかだったと考かんがえて、少すこし胸むねが熱あつくなるような気きがしました。

「これは（５）三さん次じ空くう間かんの方ほうからお持もちになったのですか」

　車しゃ掌しょうがたずねました。

「なんだかわかりません」

　もう大だい丈じょう夫ぶだと安あん心しんしながら、ジョバンニはそっちを見みあげてくつくつ笑わらいました。

「よろしゅうございます。（６）南みなみ十じゅう字じへ着つきますのは、次つぎの第だい三さん時じころになります」

　車しゃ掌しょうは紙かみをジョバンニに渡わたして向むこうへ行いきました。

　カムパネルラは、その紙かみきれがなんだったか待まち兼かねたというように急いそいでのぞきこみました。ジョバンニもまったく早はやく見みたかったのです。ところがそれはいちめん黒くろい（７）唐から草くさのような模も様ようの中なかに、おかしな十じゅうばかりの字じを印いん刷さつしたもので、だまって見みているとなんだかその中なかへ吸すい込こまれてしまうような気きがするのでした。すると鳥とり捕とりが横よこからちらっとそれを見みてあわてたように言いいました。

「おや、こいつは大たいしたもんですぜ。こいつはもう、ほんとうの天てん上じょうへさえ行いける切きっ符ぷだ。天てん上じょうどこじゃない、どこでも勝かっ手てに歩あるける通つう行こう券けんです。こいつをお持もちになれぁ、なるほど、こんな不ふ完かん全ぜんな（８）幻げん想そう第だい四よん次じの銀ぎん河が鉄てつ道どうなんか、どこまででも行いけるはずでさあ、あなた方がた大たいしたもんですね」

「なんだかわかりません」

　ジョバンニが赤あかくなって答こたえながら、それをまた畳たたんでかくしに入いれました。そしてきまりが悪わるいのでカムパネルラと二人ふたり、また窓まどの外そとをながめていましたが、その鳥とり捕とりの時とき々どき大たいしたもんだというようにちらちらこっちを見みているのがぼんやりわかりました。

「もうじきわしの停てい車しゃ場じょうだよ」

　カムパネルラが向むこう岸ぎしの、三みっつならんだ小ちいさな青あお白じろい三さん角かく標ひょうと地ち図ずとを見み比くらべて言いいました。

　ジョバンニはなんだかわけもわからずに、にわかにとなりの鳥とり捕とりが気きの毒どくでたまらなくなりました。さぎをつかまえてせいせいしたとよろこんだり、白しろいきれでそれをくるくる包つつんだり、人ひとの切きっ符ぷをびっくりしたように横よこ目めで見みてあわててほめだしたり、そんなことをいちいち考かんがえていると、もうその見みず知しらずの鳥とり捕とりのために、ジョバンニの持もっているものでも食たべるものでもなんでもやってしまいたい、もうこの人ひとのほんとうの幸さいわいになるなら自じ分ぶんがあの光ひかる天あまの川がわの河原かわらに立たって、百ひゃく年ねん続つづけて立たって鳥とりを捕とってやってもいいというような気きがして、どうしてももう黙だまっていられなくなりました。

　ほんとうにあなたのほしいものはいったい何なんですか、と聞きこうとして、それではあんまり出だし抜ぬけだから、どうしようかと考かんがえてふりかえって見みましたら、そこにはもうあの鳥とり捕とりがいませんでした。網あみ棚だなの上うえには白しろい荷に物もつも見みえなかったのです。また窓まどの外そとで足あしをふんばって空そらを見み上あげてさぎを捕とる支し度たくをしているのかと思おもって、急いそいでそっちを見みましたが、外そとはいちめんの美うつくしい（９）砂すな子ごと白しろいすすきの波なみばかり、あの鳥とり捕とりの広ひろいせなかもとがった帽ぼう子しも見みえませんでした。

「あの人ひとどこへ行いったろう」

　カムパネルラもぼんやりそう言いっていました。

「どこへ行いったろう。いったいどこでまた会あうのだろう。僕ぼくはどうして、も少すこしあの人ひとに物ものを言いわなかったろう」

「ああ、僕ぼくもそう思おもっているよ」

「僕ぼくはあの人ひとが邪じゃ魔まなような気きがしたんだ。だから僕ぼくはたいへんつらい」

　ジョバンニはこんな変へんてこな気き持もちは、ほんとうにはじめてだし、こんなこと今いままで言いったこともないと思おもいました。

「なんだかりんごの匂においがする。僕ぼくいまりんごのこと考かんがえたためだろうか」

　カムパネルラが不ふ思し議ぎそうにあたりを見みまわしました。

「ほんとうにりんごの匂においだよ。それから（10）野のいばらの匂においもする」

　ジョバンニもそこらを見みましたが、やっぱりそれは窓まどからでも入はいって来くるらしいのでした。いま秋あきだから野のいばらの花はなの匂においのするはずはないとジョバンニは思おもいました。

　そしたらにわかにそこに、つやつやした黒くろい髪かみの六むっつばかりの男おとこの子こが、赤あかいジ（11）ャケツのぼたんもかけずひどくびっくりしたような顔かおをして、がたがたふるえてはだしで立たっていました。隣となりには黒くろい洋よう服ふくをきちんと着きたせいの高たかい青せい年ねんが、いっぱいに風かぜに吹ふかれているけやきの木きのような姿し勢せいで、男おとこの子この手てをしっかりひいて立たっていました。

「あら、ここどこでしょう。まあ、きれいだわ」

　青せい年ねんのうしろにもひとり、十じゅう二にばかりの眼めの茶ちゃいろな可愛かわいらしい女おんなの子こが黒くろい外がい套とうを着きて、青せい年ねんの腕うでにすがって不ふ思し議ぎそうに窓まどの外そとを見みているのでした。

「ああ、ここはラ（12）ンカシャイヤだ。いや、コ（13）ンネクテカット州しゅうだ。いや、ああ、ぼくたちは空そらへ来きたのだ。わたしたちは天てんへ行いくのです。ごらんなさい。あのしるしは天てん上じょうのしるしです。もうなんにもこわいことありません。わたくしたちは神かみさまに召めされているのです」

　黒くろ服ふくの青せい年ねんはよろこびにかがやいてその女おんなの子こに言いいました。けれどもなぜかまた額ひたいに深ふかくしわを刻きざんで、それにたいへんつかれているらしく、無む理りに笑わらいながら男おとこの子こをジョバンニのとなりに座すわらせました。

　それから女おんなの子こに、やさしくカムパネルラのとなりの席せきを指ゆびさしました。女おんなの子こはすなおにそこへ座すわって、きちんと両りょう手てを組くみ合あわせました。

「僕ぼくおおねえさんのとこへ行いくんだよう」

　腰こし掛かけたばかりの男おとこの子こは、顔かおを変へんにして灯とう台だい看かん守しゅの向むこうの席せきに座すわったばかりの青せい年ねんに言いいました。青せい年ねんはなんとも言いえずかなしそうな顔かおをして、じっとその子この、ちぢれてぬれた頭あたまを見みました。女おんなの子こは、いきなり両りょう手てを顔かおにあててしくしく泣ないてしまいました。

「お父とうさんやきくよねえさんは、まだいろいろお仕し事ごとがあるのです。けれども、もうすぐあとからいらっしゃいます。それよりも、おっかさんはどんなに永ながく待まっていらっしゃったでしょう。わたしの大だい事じなタダシはいまどんな歌うたを歌うたっているだろう、雪ゆきの降ふる朝あさにみんなと手てをつないでぐるぐる、に（14）わとこのやぶをまわってあそんでいるだろうかと考かんがえたり、ほんとうに待まって心しん配ぱいしていらっしゃるんですから、早はやく行いっておっかさんにお目めにかかりましょうね」

「うん、だけど僕ぼく、船ふねに乗のらなけぁよかったなあ」

「ええ、けれど、ごらんなさい、そら、どうです、あの立りっ派ぱな川かわ、ね、あすこはあの夏なつ中じゅう、ツインクル、ツインクル、リトル、スター　を歌うたってやすむとき、いつも窓まどからぼんやり白しろく見みえていたでしょう。あすこですよ。ね、きれいでしょう、あんなに光ひかっています」

　泣ないていた姉あねもハンケチで眼めをふいて外そとを見みました。青せい年ねんは教おしえるようにそっと姉し弟ていにまた言いいました。

「わたしたちはもうなんにもかなしいことないのです。わたしたちはこんないいとこを旅たびして、じき神かみさまのとこへ行いきます。そこならもうほんとうに明あかるくて匂においがよくて立りっ派ぱな人ひとたちでいっぱいです。そしてわたしたちの代かわりにボートへ乗のれた人ひとたちは、きっとみんな助たすけられて、心しん配ぱいして待まっているめいめいのお父とうさんやお母かあさんや自じ分ぶんのお家うちへやら行いくのです。さあ、もうじきですから元げん気きを出だして面白おもしろく歌うたって行いきましょう」

　青せい年ねんは男おとこの子このぬれたような黒くろい髪かみをなで、みんなをなぐさめながら、自じ分ぶんもだんだん顔かおいろがかがやいて来きました。

「あなた方がたはどちらからいらっしゃったのですか。どうなすったのですか」

　さっきの灯とう台だい看かん守しゅがやっと少すこしわかったように青せい年ねんにたずねました。青せい年ねんはかすかに笑わらいました。

「いえ、氷ひょう山ざんにぶっつかって船ふねが沈しずみましてね、わたしたちはこちらのお父とうさんが急きゅうな用ようで二にヶ月げつ前まえ、一ひと足あしさきに本ほん国ごくへお帰かえりになったので、あとから発たったのです。私わたしは大だい学がくへ入はいっていて、家か庭てい教きょう師しにやとわれていたのです。ところがちょうど十じゅう二に日にち目め、今日きょうか昨日きのうのあたりです、船ふねが氷ひょう山ざんにぶっつかって一いっぺんに傾かたむきもう沈しずみかけました。月つきのあかりはどこかぼんやりありましたが、霧きりが非ひ常じょうに深ふかかったのです。ところがボートは左さ舷げんの方ほう半はん分ぶんはもうだめになっていましたから、とてもみんなは乗のり切きらないのです。もうそのうちにも船ふねは沈しずみますし、私わたしは必ひっ死しとなって、どうか小ちいさな人ひとたちを乗のせて下くださいと叫さけびました。近ちかくの人ひとたちはすぐ道みちを開ひらいてそして子こ供どもたちのために祈いのってくれました。けれどもそこからボートまでのところにはまだまだ小ちいさな子こ供どもたちや親おやたちやなんかいて、とても押おしのける勇ゆう気きがなかったのです。それでもわたくしは、どうしてもこの方かたたちをお助たすけするのが私わたしの義ぎ務むだと思おもいましたから、前まえにいる子こ供どもらを押おしのけようとしました。けれどもまた、そんなにして助たすけてあげるよりは、このまま神かみのお前まえにみんなで行いく方ほうがほんとうにこの方かたたちの幸こう福ふくだとも思おもいました。それからまた、その神かみにそむく罪つみはわたくしひとりでしょってぜひとも助たすけてあげようと思おもいました。

　けれどもどうして見みているとそれができないのでした。子こ供どもらばかりボートの中なかへはなしてやって、お母かあさんが狂きょう気きのようにキスを送おくり、お父とうさんがかなしいのをじっとこらえてまっすぐに立たっているなど、とてももうはらわたもちぎれるようでした。そのうち船ふねはもうずんずん沈しずみますから、私わたしはもうすっかり覚かく悟ごしてこの人ひとたち二人ふたりを抱だいて、浮うかべるだけは浮うかぼうとかたまって船ふねの沈しずむのを待まっていました。誰だれが投なげたかラ（15）イフブイが一ひとつ飛とんで来きましたけれども、滑すべってずうっと向むこうへ行いってしまいました。私わたしは一いっ生しょうけん命めいで甲かん板ぱんの格こう子しになったとこをはなして、三さん人にんそれにしっかりとりつきました。どこからともなく〔※約やく二に字じ分ぶん空くう白はく〕番ばんの声こえがあがりました。たちまちみんなはいろいろな国こく語ごで一いっぺんにそれを歌うたいました。そのときにわかに大おおきな音おとがして、私わたしたちは水みずに落おち、もう渦うずに入はいったと思おもいながらしっかりこの人ひとたちを抱だいて、それからぼうっとしたと思おもったらもうここへ来きていたのです。この方かたたちのお母かあさんは一昨年おととし亡なくなられました。ええボートはきっと助たすかったにちがいありません、なにせ、よほど熟じゅく練れんな水すい夫ふたちがこいですばやく船ふねからはなれていましたから」

　そこらから小ちいさな祈いのりの声こえが聞きこえ、ジョバンニもカムパネルラもいままで忘わすれていたいろいろのことをぼんやり思おもい出だして眼めが熱あつくなりました。

（ああ、その大おおきな海うみはパ（16）シフィックというのではなかったろうか。その氷ひょう山ざんの流ながれる北きたのはての海うみで、小ちいさな船ふねに乗のって、風かぜや凍こおりつく潮しお水みずや、はげしい寒さむさとたたかって、誰だれかが一いっ生しょうけん命めいはたらいている。僕ぼくはその人ひとにほんとうに気きの毒どくでそしてすまないような気きがする。僕ぼくはその人ひとの幸さいわいのためにいったいどうしたらいいのだろう）

　ジョバンニは首くびを垂たれて、すっかりふさぎ込こんでしまいました。

「なにがしあわせかわからないです。ほんとうにどんなつらいことでも、それが正ただしい道みちを進すすむ中なかでのできごとなら、峠とうげの上のぼりも下くだりもみんなほんとうの幸こう福ふくに近ちかづく一ひとあしずつですから」

　灯とう台だい守もりがなぐさめていました。

「ああそうです。ただいちばんの幸さいわいに至いたるために、いろいろのかなしみもみんなおぼしめしです」

　青せい年ねんが祈いのるようにそう答こたえました。

　そしてあの姉し弟ていはもうつかれてめいめいぐったり席せきによりかかって眠ねむっていました。さっきのあのはだしだった足あしには、いつか白しろい柔やわらかな靴くつをはいていたのです。

　ごとごとごとごと汽き車しゃはきらびやかな燐りん光こうの川かわの岸きしを進すすみました。向むこうの方ほうの窓まどを見みると、野の原はらはまるで（17）幻げん灯とうのようでした。百ひゃくも千せんもの大だい小しょうさまざまの三さん角かく標ひょう、その大おおきなものの上うえには赤あかい点てん点てんをうった（18）測そく量りょう旗きも見みえ、野の原はらのはてはそれらがいちめん、たくさんたくさん集あつまってぼおっと青あお白じろい霧きりのよう、そこからかまたはもっと向むこうからか、ときどきさまざまの形かたちのぼんやりした（19）狼煙のろしのようなものが、かわるがわるきれいな桔き梗きょういろの空そらにうちあげられるのでした。じつにそのすきとおったきれいな風かぜは、ばらの匂においでいっぱいでした。

「いかがですか。こういうりんごは、おはじめてでしょう」

　向むこうの席せきの灯とう台だい看かん守しゅが、いつか黄金きんと紅あかで美うつくしくいろどられた大おおきなりんごを、落おとさないように両りょう手てでひざの上うえにかかえていました。

「おや、どっから来きたのですか。立りっ派ぱですねえ。ここらでは、こんなりんごができるのですか」

　青せい年ねんはほんとうにびっくりしたらしく、灯とう台だい看かん守しゅの両りょう手てにかかえられた一ひともりのりんごを、眼めを細ほそくしたり首くびを曲まげたりしながらわれを忘わすれてながめていました。

「いや、まあお取とり下ください。どうか、まあお取とり下ください」

　青せい年ねんは一ひとつ取とってジョバンニたちの方ほうをちょっと見みました。

「さあ、向むこうの坊ぼっちゃんがた。いかがですか。お取とり下ください」

　ジョバンニは坊ぼっちゃんといわれたので少すこししゃくにさわってだまっていましたが、カムパネルラは、

「ありがとう」と言いいました。すると青せい年ねんは自じ分ぶんでとって一ひとつずつ二人ふたりに送おくってよこしましたので、ジョバンニも立たってありがとうと言いいました。

　灯とう台だい看かん守しゅはやっと両りょう腕うでがあいたので、こんどは自じ分ぶんで一ひとつずつ眠ねむっている姉し弟ていのひざにそっと置おきました。

「どうもありがとう。どこでできるのですか。こんな立りっ派ぱなりんごは」

　青せい年ねんはつくづく見みながら言いいました。

「この辺へんではもちろん農のう業ぎょうはいたしますけれども、たいていひとりでにいいものができるような約やく束そくになっております。農のう業ぎょうだってそんなに骨ほねは折おれはしません。たいてい自じ分ぶんの望のぞむ種子たねさえまけば、ひとりでにどんどんできます。米こめだってパシフィック辺あたりのように殻からもないし、十じゅう倍ばいも大おおきくて匂においもいいのです。けれどもあなたがたのいらっしゃる方ほうなら農のう業ぎょうはもうありません。りんごだってお菓か子しだってかすが少すこしもありませんから、みんなその人ひとその人ひとによってちがったわずかのいいかおりになって、毛けあなからちらけてしまうのです」

　にわかに男おとこの子こがぱっちり眼めをあいて言いいました。

「ああ僕ぼく、いまお母かあさんの夢ゆめを見みていたよ。お母かあさんがね、立りっ派ぱな戸と棚だなや本ほんのあるとこにいてね、僕ぼくの方ほうを見みて手てをだして、にこにこにこにこ笑わらったよ。僕ぼく、おっかさん。りんごを拾ひろってきてあげましょうか言いったら眼めがさめちゃった。ああここ、さっきの汽き車しゃの中なかだねえ」

「そのりんごがそこにあります。このおじさんにいただいたのですよ」

　青せい年ねんが言いいました。

「ありがとうおじさん。おや、かおるねえさんまだねてるねえ、僕ぼくおこしてやろう。ねえさん。ごらん、りんごをもらったよ。おきてごらん」

　姉あねは笑わらって眼めをさまし、まぶしそうに両りょう手てを眼めにあててそれからりんごを見みました。男おとこの子こはまるでパイを食たべるように、もうそれを食たべていました、またせっかくむいたそのきれいな皮かわも、くるくるコルク抜ぬきのような形かたちになって床ゆかへ落おちるまでの間あいだにはすうっと、灰はいいろに光ひかって蒸じょう発はつしてしまうのでした。

　二人ふたりはりんごを大たい切せつにポケットにしまいました。

　川かわ下しもの向むこう岸ぎしに青あおく茂しげった大おおきな林はやしが見みえ、その枝えだには熟じゅくしてまっ赤かに光ひかる円まるい実みがいっぱい、その林はやしのまん中なかに高たかい高たかい三さん角かく標ひょうが立たって、森もりの中なかからはオ（20）ーケストラベルやジ（21）ロフォンにまじってなんとも言いえずきれいな音ねいろが、とけるように浸しみるように風かぜにつれて流ながれて来くるのでした。

　青せい年ねんはぞくっとしてからだをふるうようにしました。

　だまってその（22）譜ふを聞きいていると、そこらにいちめん黄きいろやうすい緑みどりの明あかるい野の原はらか敷しき物ものかがひろがり、またまっ白しろなろうのような露つゆが太たい陽ようの面めんをかすめて行いくように思おもわれました。

「まあ、あのからす」

　カムパネルラのとなりのかおると呼よばれた女おんなの子こが叫さけびました。

「からすでない。みんなか（23）ささぎだ」

　カムパネルラがまた何なに気げなく叱しかるように叫さけびましたので、ジョバンニはまた思おもわず笑わらい、女おんなの子こはきまり悪わるそうにしました。まったく河原かわらの青あお白じろいあかりの上うえに、黒くろい鳥とりがたくさんたくさんいっぱいに列れつになってとまって、じっと川かわの微び光こうを受うけているのでした。

「かささぎですねえ、頭あたまのうしろのとこに毛けがぴんと伸のびてますから」

　青せい年ねんはとりなすように言いいました。

　向むこうの青あおい森もりの中なかの三さん角かく標ひょうはすっかり汽き車しゃの正しょう面めんに来きました。そのとき汽き車しゃのずうっとうしろの方ほうから、あの聞ききなれた〔※約やく二に字じ分ぶん空くう白はく〕番ばんの讃さん美び歌かのふしが聞きこえてきました。よほどの人にん数ずうで合がっ唱しょうしているらしいのでした。青せい年ねんはさっと顔かおいろが青あおざめ、立たって一いっぺんそっちへ行いきそうにしましたが、思おもいかえしてまた座すわりました。かおる子こはハンケチを顔かおにあててしまいました。ジョバンニまでなんだか鼻はなが変へんになりました。けれども、いつともなく誰だれともなくその歌うたは歌うたい出だされ、だんだんはっきり強つよくなりました。思おもわずジョバンニもカムパネルラも一いっ緒しょに歌うたい出だしたのです。

　そして青あおいか（24）んらんの森もりが、見みえない天あまの川がわの向むこうにさめざめと光ひかりながら、だんだんうしろの方ほうへ行いってしまい、そこから流ながれて来くるあやしい楽がっ器きの音おとも、もう汽き車しゃのひびきや風かぜの音おとにすりへらされてずうっとかすかになりました。

「あ、くじゃくがいるよ」

「ええたくさんいたわ」

　女おんなの子こがこたえました。

　ジョバンニは、その小ちいさく小ちいさくなっていまはもう一ひとつの緑みどりいろの（25）貝かいぼたんのように見みえる森もりの上うえに、さっさっと青あお白じろく時とき々どき光ひかって、そのくじゃくがはねをひろげたりとじたりする光ひかりの反はん射しゃを見みました。

「そうだ、くじゃくの声こえだってさっき聞きこえた」

　カムパネルラがかおる子こに言いいました。

「ええ、三さん十じゅっ匹ぴきぐらいはたしかにいたわ。ハープのように聞きこえたのはみんなくじゃくよ」

　女おんなの子こが答こたえました。ジョバンニはにわかになんとも言いえずかなしい気きがして思おもわず、

「カムパネルラ、ここからはねおりて遊あそんで行いこうよ」とこわい顔かおをして言いおうとしたくらいでした。

　川かわは二ふたつにわかれました。そのまっくらな島しまのまん中なかに高たかい高たかいやぐらが一ひとつ組くまれて、その上うえに一人ひとりのゆるい服ふくを着きて赤あかい帽ぼう子しをかぶった男おとこが立たっていました。そして両りょう手てに赤あかと青あおの旗はたをもって空そらを見み上あげて信しん号ごうしているのでした。ジョバンニが見みている間あいだ、その人ひとはしきりに赤あかい旗はたを振ふっていましたが、にわかに赤あか旗はたをおろしてうしろにかくすようにし、青あおい旗はたを高たかく高たかくあげてまるでオーケストラの指し揮き者しゃのようにはげしく振ふりました。すると空くう中ちゅうにざあっと雨あめのような音おとがして、なにかまっくらなものがいくかたまりもいくかたまりも鉄てっ砲ぽう丸だまのように川かわの向むこうの方ほうへ飛とんで行いくのでした。

　ジョバンニは思おもわず窓まどからからだを半はん分ぶん出だしてそっちを見みあげました。美うつくしい美うつくしい桔き梗きょういろのがらんとした空そらの下したを、じつに何なん万まんという小ちいさな鳥とりどもが、幾いく組くみも幾いく組くみもめいめいせわしくせわしく鳴ないて通とおって行いくのでした。

「鳥とりが飛とんで行いくな」

　ジョバンニが窓まどの外そとで言いいました。

「どら」

　カムパネルラも空そらを見みました。そのときあのやぐらの上うえのゆるい服ふくの男おとこは、にわかに赤あかい旗はたをあげて狂きょう気きのように振ふり動うごかしました。するとぴたっと鳥とりの群むれは通とおらなくなり、それと同どう時じにぴしゃぁんという潰つぶれたような音おとが川かわ下しもの方ほうで起おこって、それからしばらくしいんとしました。と思おもったら、あの赤あか帽ぼうの（26）信しん号ごう手しゅがまた青あおい旗はたを振ふって叫さけんでいたのです。

「いまこそわたれわたり鳥どり、いまこそわたれわたり鳥どり」

　その声こえもはっきり聞きこえました。それと一いっ緒しょにまた幾いく万まんという鳥とりの群むれが空そらをまっすぐにかけたのです。二人ふたりの顔かおを出だしているまん中なかの窓まどからあの女おんなの子こが顔かおを出だして、美うつくしい頬ほほをかがやかせながら空そらを仰あおぎました。

「まあ、この鳥とり、たくさんですわねえ、あらまあ空そらのきれいなこと」

　女おんなの子こはジョバンニに話はなしかけましたけれどもジョバンニは生なま意い気きな、いやだいと思おもいながら黙だまって口くちをむすんで空そらを見みあげていました。女おんなの子こは小ちいさくほっと息いきをして黙だまって席せきへ戻もどりました。カムパネルラが気きの毒どくそうに窓まどから顔かおを引ひっ込こめて地ち図ずを見みていました。

「あの人ひと鳥とりへ教おしえてるんでしょうか」

　女おんなの子こがそっとカムパネルラにたずねました。

「渡わたり鳥どりへ信しん号ごうしてるんです。きっとどこからか狼煙のろしが上あがるためでしょう」

　カムパネルラが少すこしおぼつかなそうに答こたえました。そして車くるまの中なかはしぃんとなりました。ジョバンニはもう頭あたまを引ひっ込こめたかったのですけれども、明あかるいとこへ顔かおを出だすのがつらかったので、だまってこらえてそのまま立たって口くち笛ぶえを吹ふいていました。

（どうして僕ぼくはこんなにかなしいのだろう。僕ぼくはもっとこころもちをきれいに大おおきくもたなければいけない。あすこの岸きしのずうっと向むこうに、まるでけむりのような小ちいさな青あおい火ひが見みえる。あれはほんとうにしずかで冷つめたい。僕ぼくはあれをよく見みてこころもちをしずめるんだ）

　ジョバンニはほてって痛いたいあたまを両りょう手てで押おさえるようにして、そっちの方ほうを見みました。（ああほんとうに、どこまでもどこまでも僕ぼくと一いっ緒しょに行いく人ひとはないだろうか。カムパネルラだって、あんな女おんなの子こと面白おもしろそうに話はなしているし、僕ぼくはほんとうにつらいなあ）

　ジョバンニの眼めはまた涙なみだでいっぱいになり、天あまの川がわもまるで遠とおくへ行いったようにぼんやり白しろく見みえるだけでした。
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　そのとき汽き車しゃはだんだん川かわからはなれて崖がけの上うえを通とおるようになりました。向むこう岸ぎしもまた、黒くろいいろの崖がけが川かわの岸きしを下か流りゅうに下くだるにしたがって、だんだん高たかくなって行いくのでした。そしてちらっと大おおきなとうもろこしの木きを見みました。その葉ははぐるぐるにちぢれ、葉はの下したにはもう美うつくしい緑みどりいろの大おおきな（27）苞ほうが赤あかい毛けを吐はいて、真しん珠じゅのような実みもちらっと見みえたのでした。それはだんだん数かずを増まして来きて、もういまは列れつのように崖がけと線せん路ろとの間あいだにならび、思おもわずジョバンニが窓まどから顔かおを引ひっ込こめて向むこう側がわの窓まどを見みましたときは、美うつくしい空そらの野の原はらの地ち平へい線せんのはてまで、その大おおきなとうもろこしの木きがほとんどいちめんに植うえられてさやさや風かぜにゆらぎ、その立りっ派ぱなちぢれた葉はのさきからは、まるで昼ひるの間あいだにいっぱい日にっ光こうを吸すった金こん剛ごう石せきのように露つゆがいっぱいについて、赤あかや緑みどりやきらきら燃もえて光ひかっているのでした。

　カムパネルラが「あれとうもろこしだねえ」とジョバンニに言いいましたけれども、ジョバンニはどうしても気き持もちがなおりませんでしたから、ただぶっきらぼうに野の原はらを見みたまま「そうだろう」と答こたえました。そのとき汽き車しゃはだんだんしずかになっていくつかのシグナルと転てんてつ器きの灯あかりを過すぎ、小ちいさな停てい車しゃ場じょうにとまりました。

　その正しょう面めんの青あお白じろい時計とけいはかっきり第だい二に時じを示しめし、その振ふり子こは、風かぜもなくなり汽き車しゃも動うごかずしずかなしずかな野の原はらの中なかに、カチッカチッと正ただしく時ときを刻きざんで行いくのでした。

　そしてまったくその振ふり子この音おとのたえまを遠とおくの遠とおくの野の原はらのはてから、かすかなかすかな旋せん律りつが糸いとのように流ながれて来くるのでした。

「（28）新しん世せ界かい交こう響きょう楽がくだわ」

　姉あねがひとりごとのようにこっちを見みながらそっと言いいました。まったくもう車くるまの中なかでは、あの黒くろ服ふくの（29）丈たけ高だかい青せい年ねんも誰だれもみんなやさしい夢ゆめを見みているのでした。

（こんなしずかないいとこで、僕ぼくはどうしてもっとゆかいになれないだろう。どうしてこんなにひとりさびしいのだろう。けれどもカムパネルラなんかあんまりひどい、僕ぼくと一いっ緒しょに汽き車しゃに乗のっていながら、まるであんな女おんなの子ことばかり話はなしているんだもの。僕ぼくはほんとうにつらい）

　ジョバンニはまた両りょう手てで顔かおを半はん分ぶんかくすようにして、向むこうの窓まどの外そとを見みつめていました。すきとおった硝子ガラスのような笛ふえが鳴なって汽き車しゃはしずかに動うごき出だし、カムパネルラもさびしそうに星ほしめぐりの口くち笛ぶえを吹ふきました。

「ええ、ええ、もうこの辺へんはひどい高こう原げんですから」

　うしろの方ほうで、誰だれかとしよりらしい人ひとの、いま眼めがさめたという風ふうではきはき話はなしている声こえがしました。

「とうもろこしだって棒ぼうで（30）二に尺しゃくも穴あなをあけておいて、そこへまかないと生はえないんです」

「そうですか。川かわまではよほどありましょうかねえ」

「ええ、ええ。河かわまでは二に千せん尺しゃくから六ろく千せん尺しゃくあります。もうまるでひどい（31）峡きょう谷こくになっているんです」

　そうそうここはコ（32）ロラドの高こう原げんじゃなかったろうか、ジョバンニは思おもわずそう思おもいました。カムパネルラはまださびしそうにひとり口くち笛ぶえを吹ふき、女おんなの子こはまるで絹きぬで包つつんだりんごのような顔かおいろをしてジョバンニの見みる方ほうを見みているのでした。

　突とつ然ぜんとうもろこしがなくなって大おおきな黒くろい野の原はらがいっぱいにひらけました。新しん世せ界かい交こう響きょう楽がくはいよいよはっきり地ち平へい線せんのはてから湧わき、そのまっ黒くろな野の原はらのなかを、一人ひとりのインデアンが白しろい鳥とりの羽は根ねを頭あたまにつけ、たくさんの石いしを腕うでと胸むねにかざり、小ちいさな弓ゆみに矢やをつ（33）がえて一いち目もく散さんに汽き車しゃを追おって来くるのでした。

「あら、インデアンですよ。インデアンですよ。ごらんなさい」

　黒くろ服ふくの青せい年ねんも眼めをさましました。ジョバンニもカムパネルラも立たちあがりました。

「走はしって来くるわ、あら、走はしって来くるわ。追おいかけているんでしょう」

「いいえ、汽き車しゃを追おってるんじゃないんですよ。猟りょうをするか踊おどるかしてるんですよ」

　青せい年ねんはいまどこにいるか忘わすれたという風ふうに、ポケットに手てを入いれて立たちながら言いいました。

　まったくインデアンは半はん分ぶんは踊おどっているようでした。第だい一いちかけるにしても足あしのふみようが、もっと経けい済ざいもとれ本ほん気きにもなれそうでした。にわかにくっきり白しろいその羽は根ねは前まえの方ほうへ倒たおれるようになり、インデアンはぴたっと立たちどまってすばやく弓ゆみを空そらにひきました。そこから一いち羽わの鶴つるがふらふらと落おちて来きて、また走はしり出だしたインデアンの大おおきくひろげた両りょう手てに落おちこみました。インデアンはうれしそうに立たって笑わらいました。そしてその鶴つるを持もってこっちを見みている影かげももうどんどん小ちいさく遠とおくなり、電でんしんばしらの（34）碍がい子しがきらっきらっと続つづいて二ふたつばかり光ひかって、またとうもろこしの林はやしになってしまいました。

　こっち側がわの窓まどを見みますと汽き車しゃはほんとうに高たかい高たかい崖がけの上うえを走はしっていて、その谷たにの底そこには川かわがやっぱり幅はば広ひろく明あかるく流ながれていたのです。

「ええ、もうこの辺へんから下くだりです。なにせこんどは一いっぺんにあの水すい面めんまでおりて行いくんですから容よう易いじゃありません。この傾けい斜しゃがあるもんですから汽き車しゃは決けっして向むこうからこっちへは来こないんです。そら、もうだんだん早はやくなったでしょう」

　さっきの老ろう人じんらしい声こえが言いいました。

　どんどんどんどん汽き車しゃは降おりて行いきました。崖がけのはじに鉄てつ道どうがかかるときは川かわが明あかるく下したにのぞけたのです。ジョバンニはだんだんこころもちが明あかるくなって来きました。汽き車しゃが小ちいさな小こ屋やの前まえを通とおって、その前まえにしょんぼりひとりの子こ供どもが立たってこっちを見みているときなどは、思おもわずほうと叫さけびました。

　どんどんどんどん汽き車しゃは走はしって行いきました。部へ屋や中じゅうの人ひとたちは、半はん分ぶんうしろの方ほうへ倒たおれるようになりながら腰こし掛かけにしっかりしがみついていました。ジョバンニは思おもわずカムパネルラと笑わらいました。もうそして天あまの川がわは汽き車しゃのすぐ横よこ手てをいままでよほどはげしく流ながれて来きたらしく、ときどきちらちら光ひかって流ながれているのでした。うすあかい（35）河原かわらなでしこの花はながあちこち咲さいていました。汽き車しゃはようやく落おち着ついたようにゆっくりと走はしっていました。

　向むこうとこっちの岸きしに星ほしの形かたちとつるはしを書かいた旗はたが立たっていました。

「あれ、なんの旗はただろうね」

　ジョバンニがやっとものを言いいました。

「さあ、わからないねえ、地ち図ずにもないんだもの。鉄てつの舟ふねがおいてあるねえ」

「ああ」

「橋はしを架かけるとこじゃないんでしょうか」

　女おんなの子こが言いいました。

「ああ、あれ（36）工こう兵へいの旗はただねえ。（37）架か橋きょう演えん習しゅうをしてるんだ。けれど兵へい隊たいの形かたちが見みえないねえ」

　その時とき向むこう岸ぎしちかくの少すこし下か流りゅうの方ほうで、見みえない天あまの川がわの水みずがぎらっと光ひかって柱はしらのように高たかくはねあがり、どぉとはげしい音おとがしました。

「（38）発はっ破ぱだよ、発はっ破ぱだよ」

　カムパネルラはこおどりしました。

　その柱はしらのようになった水みずは見みえなくなり、大おおきな鮭さけやますがきらっきらっと白しろく腹はらを光ひからせて空くう中ちゅうに放ほうり出だされて、円まるい輪わを描えがいてまた水みずに落おちました。ジョバンニはもうはねあがりたいくらい気き持もちが軽かるくなって言いいました。

「空そらの工こう兵へい大だい隊たいだ。どうだ、ますやなんかが、まるでこんなになってはねあげられたねえ。僕ぼくこんなゆかいな旅たびはしたことない。いいねえ」

「あのますなら近ちかくで見みたらこれくらいあるねえ、たくさん魚さかないるんだな、この水みずの中なかに」

「小ちいさなお魚さかなもいるんでしょうか」

　女おんなの子こが話はなしにつり込こまれて言いいました。

「いるんでしょう。大おおきなのがいるんだから小ちいさいのもいるんでしょう。けれど遠とおくだからいま小ちいさいの見みえなかったねえ」

　ジョバンニはもうすっかり機き嫌げんが直なおって、面白おもしろそうに笑わらって女おんなの子こに答こたえました。

「あれ、きっと双ふた子ごのお星ほしさまのお宮みやだよ」

　男おとこの子こがいきなり窓まどの外そとをさして叫さけびました。

　右みぎ手ての低ひくい丘おかの上うえに、小ちいさな水すい晶しょうででもこさえたような二ふたつのお宮みやがならんで立たっていました。

「双ふた子ごのお星ほしさまのお宮みやってなんだい」

「あたし前まえになんべんもお母かあさんから聴きいたわ。ちゃんと小ちいさな水すい晶しょうのお宮みやで二ふたつならんでいるからきっとそうだわ」

「話はなしてごらん。双ふた子ごのお星ほしさまがなにしたっての」

「僕ぼくも知しってらい。双ふた子ごのお星ほしさまが野の原はらへ遊あそびにでて、からすと喧けん嘩かしたんだろう」

「そうじゃないわよ。あのね、天あまの川がわの岸きしにね、おっかさんお話はなしなすったわ…」

「それから彗ほうき星ぼしがギーギーフーギーギーフーて言いって来きたねえ」

「いやだわ、たあちゃんそうじゃないわよ。それは別べつの方ほうだわ」

「するとあすこにいま笛ふえを吹ふいているんだろうか」

「いま海うみへ行いってらあ」

「いけないわよ。もう海うみからあがっていらっしゃったのよ」

「そうそう。僕ぼく知しってらあ、僕ぼくお話はなししよう」




　川かわの向むこう岸ぎしがにわかに赤あかくなりました。やなぎの木きやなにかもまっ黒くろにすかし出だされ、見みえない天あまの川がわの波なみもときどきちらちら針はりのように赤あかく光ひかりました。まったく向むこう岸ぎしの野の原はらに大おおきなまっ赤かな火ひが燃もやされ、その黒くろいけむりは高たかく桔き梗きょういろの冷つめたそうな天てんをも焦こがしそうでした。ルビーよりも赤あかくすきとおり、リ（39）チウムよりも美うつくしく酔よったようになってその火ひは燃もえているのでした。

「あれはなんの火ひだろう。あんな赤あかく光ひかる火ひはなにを燃もやせばできるんだろう」

　ジョバンニが言いいました。

「さそりの火ひだな」

　カムパネルラがまた地ち図ずと（40）首くびっ引ぴきして答こたえました。

「あら、さそりの火ひのことならあたし知しってるわ」

「さそりの火ひってなんだい」

　ジョバンニがききました。

「さそりがやけて死しんだのよ。その火ひがいまでも燃もえてるってあたしなんべんもお父とうさんから聴きいたわ」

「さそりって、虫むしだろう」

「ええ、さそりは虫むしよ。だけどいい虫むしだわ」

「さそりいい虫むしじゃないよ。僕ぼく博はく物ぶつ館かんでアルコールにつけてあるの見みた。尾おにこんなかぎがあって、それで刺さされると死しぬって先せん生せいが言いったよ」

「そうよ。だけどいい虫むしだわ、お父とうさんこう言いったのよ。むかしのバルドラの野の原はらに一いっ匹ぴきのさそりがいて、小ちいさな虫むしやなんか殺ころして食たべて生いきていたんですって。するとある日ひ、いたちに見みつかって食たべられそうになったんですって。さそりは一いっ生しょうけん命めい逃にげて逃にげたけど、とうとういたちに押おさえられそうになったわ、そのときいきなり前まえに井い戸どがあってその中なかに落おちてしまったわ、もうどうしてもあがられないでさそりは溺おぼれはじめたのよ。そのときさそりはこう言いってお祈いのりしたというの、

　ああ、わたしはいままでいくつのものの命いのちをとったかわからない、そしてその私わたしがこんど、いたちにとられようとしたときはあんなに一いっ生しょうけん命めいにげた。それでもとうとうこんなになってしまった。ああなんにもあてにならない。どうしてわたしは、わたしのからだをだまっていたちにくれてやらなかったろう。そしたらいたちも一いち日にち生いきのびたろうに。

　どうか神かみさま。私わたしの心こころをごらん下ください。こんなにむなしく命いのちをすてず、どうかこの次つぎにはまことのみんなの幸さいわいのために私わたしのからだをお使つかい下ください。って言いったというの。そしたらいつかさそりは自じ分ぶんのからだがまっ赤かな美うつくしい火ひになって燃もえて、よるのやみを照てらしているのを見みたって。いまでも燃もえてるってお父とうさんおっしゃったわ。ほんとうにあの火ひ、それだわ」

「そうだ。見みたまえ。そこらの三さん角かく標ひょうはちょうどさそりの形かたちにならんでいるよ」

　ジョバンニは、まったくその大おおきな火ひの向むこうに三みっつの三さん角かく標ひょうがちょうどさそりの腕うでのように、こっちに五いつつの三さん角かく標ひょうがさそりの尾おやかぎのようにならんでいるのを見みました。そしてほんとうにそのまっ赤かな美うつくしいさそりの火ひは音おとなくあかるくあかるく燃もえたのです。

　その火ひがだんだんうしろの方ほうになるにつれて、みんなはなんとも言いえずにぎやかなさまざまの楽がくの音おとや、草くさ花ばなの匂においのようなもの、口くち笛ぶえや人ひと々びとのざわざわ言いう声こえやらを聞ききました。それはもうじきちかくに町まちかなにかがあって、そこにお祭まつりでもあるというような気きがするのでした。

「ケンタウル、露つゆをふらせ」

　いきなりいままで眠ねむっていたジョバンニのとなりの男おとこの子こが向むこうの窓まどを見みながら叫さけんでいました。

　ああそこにはクリスマストリイのようにまっ青さおな（41）唐とうひかもみの木きが立たって、その中なかにはたくさんのたくさんの豆まめ電でん灯とうがまるで千せんのほたるでも集あつまったようについていました。

「ああ、そうだ、今こん夜やケンタウル祭さいだねえ」

「ああ、ここはケンタウルの村むらだよ」

　カムパネルラがすぐ言いいました。〔※以い下か原げん稿こう一いち枚まいほどなし〕




「ボール投なげなら僕ぼく、決けっしてはずさない」

　男おとこの子こが大おおいばりで言いいました。

「もうじきサウザンクロスです。おりる支し度たくをして下ください」

　青せい年ねんがみんなに言いいました。

「僕ぼく、も少すこし汽き車しゃへ乗のってるんだよ」

　男おとこの子こが言いいました。カムパネルラのとなりの女おんなの子こはそわそわ立たって支し度たくをはじめましたけれども、やっぱりジョバンニたちと別わかれたくないようなようすでした。

「ここでおりなけぁいけないのです」

　青せい年ねんはきちっと口くちを結むすんで男おとこの子こを見みおろしながら言いいました。

「いやだい。僕ぼくもう少すこし汽き車しゃへ乗のってから行いくんだい」

　ジョバンニがこらえ兼かねて言いいました。

「僕ぼくたちと一いっ緒しょに乗のって行いこう。僕ぼくたち、どこまでだって行いける切きっ符ぷ持もってるんだ」

「だけどあたしたち、もうここで降おりなけぁいけないのよ。ここ、天てん上じょうへ行いくとこなんだから」

　女おんなの子こがさびしそうに言いいました。

「天てん上じょうへなんか行いかなくたっていいじゃないか。僕ぼくたちここで天てん上じょうよりももっといいとこをこさえなけぁいけないって僕ぼくの先せん生せいが言いったよ」

「だっておっかさんも行いってらっしゃるし、それに神かみさまがおっしゃるんだわ」

「そんな神かみさま、うその神かみさまだい」

「あなたの神かみさま、うその神かみさまよ」

「そうじゃないよ」

「あなたの神かみさまってどんな神かみさまですか」

　青せい年ねんは笑わらいながら言いいました。

「僕ぼくほんとうはよく知しりません、けれどもそんなんでなしに、ほんとうのたった一人ひとりの神かみさまです」

「ほんとうの神かみさまはもちろんたった一人ひとりです」

「ああ、そんなんでなしに、たったひとりのほんとうのほんとうの神かみさまです」

「だからそうじゃありませんか。わたくしはあなた方がたが、いまにそのほんとうの神かみさまの前まえにわたくしたちとお会あいになることを祈いのります」

　青せい年ねんはつつましく両りょう手てを組くみました。女おんなの子こもちょうどその通とおりにしました。みんなほんとうに別わかれが惜おしそうで、その顔かおいろも少すこし青あおざめて見みえました。ジョバンニはあぶなく声こえをあげて泣なき出だそうとしました。

「さあもう支し度たくはいいんですか。じきサウザンクロスですから」

　ああそのときでした。見みえない天あまの川がわのずうっと川かわ下しもに、青あおや橙だいだいやもうあらゆる光ひかりでちりばめられた十じゅう字じ架かがまるで一いっ本ぽんの木きという風ふうに川かわの中なかから立たってかがやき、その上うえには青あお白じろい雲くもがまるい環わになって後ご光こうのようにかかっているのでした。

　汽き車しゃの中なかがまるでざわざわしました。みんなあの北きたの十じゅう字じのときのようにまっすぐに立たってお祈いのりをはじめました。あっちにもこっちにも、子こ供どもが瓜うりに飛とびついたときのようなよろこびの声こえや、なんとも言いいようない深ふかいつつましいためいきの音おとばかり聞きこえました。そしてだんだん十じゅう字じ架かは窓まどの正しょう面めんになり、あのりんごの肉にくのような青あお白じろい環わの雲くももゆるやかにゆるやかにめぐっているのが見みえました。

「ハルレヤハルレヤ」

　明あかるくたのしくみんなの声こえはひびき、みんなはその空そらの遠とおくから、冷つめたい空そらの遠とおくから、すきとおったなんとも言いえずさわやかなラッパの声こえを聞ききました。そしてたくさんのシグナルや電でん灯とうの灯あかりのなかを汽き車しゃはだんだんゆるやかになり、とうとう十じゅう字じ架かのちょうどま向むかいに行いってすっかりとまりました。

「さあ、下おりるんですよ」

　青せい年ねんは男おとこの子この手てをひき、だんだん向むこうの出で口ぐちの方ほうへ歩あるき出だしました。

「じゃさよなら」

　女おんなの子こがふりかえって二人ふたりに言いいました。

「さよなら」

　ジョバンニはまるで泣なき出だしたいのをこらえて、怒おこったようにぶっきらぼうに言いいました。女おんなの子こはいかにもつらそうに眼めを大おおきくして、も一いち度どこっちをふりかえって、それからあとはもうだまって出でて行いってしまいました。汽き車しゃの中なかはもう半はん分ぶん以い上じょうも空あいてしまい、にわかにがらんとしてさびしくなり風かぜがいっぱいに吹ふき込こみました。

　そして見みていると、みんなはつつましく列れつを組くんであの十じゅう字じ架かの前まえの天あまの川がわの渚なぎさにひざまずいていました。そしてその見みえない天あまの川がわの水みずをわたって、ひとりの神こう々ごうしい白しろい着き物ものの人ひとが手てを伸のばしてこっちへ来くるのを二人ふたりは見みました。けれどもそのときはもう硝子ガラスの呼よび子こは鳴ならされ汽き車しゃは動うごき出だし、と思おもううちに銀ぎんいろの霧きりが川かわ下しもの方ほうからすうっと流ながれて来きて、もうそっちはなにも見みえなくなりました。ただたくさんのくるみの木きが葉はをさんさんと光ひからしてその霧きりの中なかに立たち、黄金きんの円えん光こうをもった電でん気きりすが可愛かわいい顔かおをその中なかからちらちらのぞいているだけでした。




　そのときすうっと霧きりがはれかかりました。どこかへ行いく街かい道どうらしく小ちいさな電でん灯とうの一いち列れつについた通とおりがありました。それはしばらく線せん路ろに沿そって進すすんでいました。そして二人ふたりがそのあかしの前まえを通とおって行いくときは、その小ちいさな豆まめいろの火ひはちょうど挨あい拶さつでもするようにぽかっと消きえ、二人ふたりが過すぎて行いくときまた点つくのでした。

　ふりかえって見みるとさっきの十じゅう字じ架かはすっかり小ちいさくなってしまい、ほんとうにもうそのまま胸むねにも吊つるされそうになり、さっきの女おんなの子こや青せい年ねんたちがその前まえの白しろい渚なぎさにまだひざまずいているのか、それともどこか方ほう角がくもわからないその天てん上じょうへ行いったのか、ぼんやりして見み分わけられませんでした。

　ジョバンニは、ああと深ふかく息いきしました。

「カムパネルラ、また僕ぼくたち二人ふたりきりになったねえ、どこまでもどこまでも一いっ緒しょに行いこう。僕ぼくはもうあのさそりのように、ほんとうにみんなの幸さいわいのためならば僕ぼくのからだなんか百ひゃっぺんやいてもかまわない」

「うん。僕ぼくだってそうだ」

　カムパネルラの眼めにはきれいな涙なみだが浮うかんでいました。

「けれどもほんとうの幸さいわいはいったいなんだろう」

　ジョバンニが言いいました。

「僕ぼくわからない」

　カムパネルラがぼんやり言いいました。

「僕ぼくたちしっかりやろうねえ」

　ジョバンニが胸むねいっぱい新あたらしい力ちからが湧わくようにふうと息いきをしながら言いいました。

「あ、あすこ（42）石せき炭たん袋ぶくろだよ。空そらの穴あなだよ」

　カムパネルラが少すこしそっちを避さけるようにしながら天あまの川がわのひととこを指ゆびさしました。ジョバンニはそっちを見みて、まるでぎくっとしてしまいました。天あまの川がわのひととこに大おおきなまっくらな穴あながどおんとあいているのです。その底そこがどれほど深ふかいか、その奥おくになにがあるか、いくら眼めをこすってのぞいてもなんにも見みえず、ただ眼めがしんしんと痛いたむのでした。ジョバンニが言いいました。

「僕ぼくもうあんな大おおきな暗やみの中なかだってこわくない。きっとみんなのほんとうの幸さいわいを探さがしに行いく。どこまでもどこまでも僕ぼくたち一いっ緒しょに進すすんで行いこう」

「ああきっと行いくよ。ああ、あすこの野の原はらはなんてきれいだろう。みんな集あつまってるねえ。あすこがほんとうの天てん上じょうなんだ。あっ、あすこにいるの僕ぼくのお母かあさんだよ」

　カムパネルラはにわかに窓まどの遠とおくに見みえるきれいな野の原はらを指さして叫さけびました。

　ジョバンニもそっちを見みましたけれども、そこはぼんやり白しろくけむっているばかり、どうしてもカムパネルラが言いったように思おもわれませんでした。なんとも言いえずさびしい気きがしてぼんやりそっちを見みていましたら、向むこうの河かわ岸ぎしに二に本ほんの電でん信しんばしらがちょうど両りょう方ほうから腕うでを組くんだように赤あかい腕うで木ぎをつらねて立たっていました。

「カムパネルラ、僕ぼくたち一いっ緒しょに行いこうねえ」

　ジョバンニがこう言いいながらふりかえって見みましたら、そのいままでカムパネルラの座すわっていた席せきにもうカムパネルラの形かたちは見みえず、ただ黒くろいびろうどばかり光ひかっていました。ジョバンニはまるで鉄てっ砲ぽう丸だまのように立たちあがりました。そして誰だれにも聞きこえないように窓まどの外そとへからだを乗のり出だして力ちからいっぱいはげしく胸むねをうって叫さけび、それからもうのどいっぱい泣なきだしました。もうそこらが一いっぺんにまっくらになったように思おもいました。
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　ジョバンニは眼めをひらきました。もとの丘おかの草くさの中なかにつかれて眠ねむっていたのでした。胸むねはなんだかおかしくほてり、頬ほほにはつめたい涙なみだがながれていました。

　ジョバンニはばねのようにはね起おきました。町まちはすっかりさっきの通とおりに下したでたくさんの灯あかりをつづってはいましたが、その光ひかりはなんだかさっきよりは熱ねっしたという風ふうでした。そしてたったいま夢ゆめで歩あるいた天あまの川がわもやっぱりさっきの通とおりに白しろくぼんやりかかり、まっ黒くろな南みなみの地ち平へい線せんの上うえではことにけむったようになって、その右みぎにはさそり座ざの赤あかい星ほしが美うつくしくきらめき、空そらぜんたいの位い置ちはそんなに変かわってもいないようでした。

　ジョバンニは（43）一いち散さんに丘おかを走はしって下おりました。まだ夕ゆうごはんを食たべないで待まっているお母かあさんのことが胸むねいっぱいに思おもいだされたのです。どんどん黒くろい松まつの林はやしの中なかを通とおって、それからほの白しろい牧ぼく場じょうの柵さくをまわってさっきの入いり口ぐちから暗くらい牛ぎゅう舎しゃの前まえへまた来きました。そこには誰だれかがいま帰かえったらしく、さっきなかった一ひとつの車くるまがなにかのたるを二ふたつ乗のっけて置おいてありました。

「こんばんは」

　ジョバンニは叫さけびました。

「はい」

　白しろい太ふといズボンをはいた人ひとがすぐ出でて来きて立たちました。

「なんのご用ようですか」

「今日きょう牛ぎゅう乳にゅうが僕ぼくのところへ来こなかったのですが」

「あ、すみませんでした」

　その人ひとはすぐ奥おくへ行いって一いっ本ぽんの牛ぎゅう乳にゅう瓶びんを持もって来きて、ジョバンニに渡わたしながらまた言いいました。

「ほんとうに、すみませんでした。今日きょうは昼ひるすぎうっかりして子こ牛うしの柵さくをあけて置おいたもんですから、大たい将しょう、早さっ速そく親おや牛うしのところへ行いって半はん分ぶんばかり飲のんでしまいましてね…」

　その人ひとは笑わらいました。

「そうですか。ではいただいて行いきます」

「ええ、どうもすみませんでした」

「いいえ」

　ジョバンニはまだ熱あつい乳ちちの瓶びんを両りょう方ほうのてのひらで包つつむように持もって牧ぼく場じょうの柵さくを出でました。

　そしてしばらく木きのある町まちを通とおって大おお通どおりへ出でて、またしばらく行いきますと、道みちは十じゅう文もん字じになってその右みぎ手ての方ほう、通とおりのはずれに、さっきカムパネルラたちのあかりを流ながしに行いった川かわへかかった大おおきな橋はしのやぐらが夜よるの空そらにぼんやり立たっていました。

　ところがその十じゅう字じになった町まちかどや店みせの前まえに女おんなたちが七しち、八はち人にんぐらいずつ集あつまって、橋はしの方ほうを見みながらなにかひそひそ話はなしているのです。それから橋はしの上うえにもいろいろなあかりがいっぱいなのでした。

　ジョバンニはなぜか、さあっと胸むねが冷つめたくなったように思おもいました。そしていきなり近ちかくの人ひとたちへ、

「なにかあったんですか」と叫さけぶようにききました。

「子こ供どもが水みずへ落おちたんですよ」

　一人ひとりが言いいますと、その人ひとたちはいっせいにジョバンニの方ほうを見みました。ジョバンニはまるで夢む中ちゅうで橋はしの方ほうへ走はしりました。橋はしの上うえは人ひとでいっぱいで河かわが見みえませんでした。白しろい服ふくを着きた巡じゅん査さも出でていました。

　ジョバンニは橋はしのた（44）もとから飛とぶように下したの広ひろい河原かわらへおりました。

　その河原かわらの水みず際ぎわに沿そってたくさんのあかりがせわしくのぼったり下くだったりしていました。向むこう岸ぎしの暗くらいどてにも火ひが七ななつ八やっつ動うごいていました。そのまん中なかを、もう烏からす瓜うりのあかりもない川かわが、わずかに音おとをたてて灰はいいろにしずかに流ながれていたのでした。

　河原かわらのいちばん下か流りゅうの方ほうへ州すのようになって出でたところに、人ひとの集あつまりがくっきりまっ黒くろに立たっていました。ジョバンニはどんどんそっちへ走はしりました。するとジョバンニはいきなりさっきカムパネルラと一いっ緒しょだったマルソに会あいました。マルソがジョバンニに走はしり寄よってきました。

「ジョバンニ、カムパネルラが川かわへ入はいったよ」

「どうして、いつ」

「ザネリがね、舟ふねの上うえから烏からす瓜うりのあかりを水みずの流ながれる方ほうへ押おしてやろうとしたんだ。そのとき舟ふねがゆれたもんだから水みずへ落おっこったろう。するとカムパネルラがすぐ飛とびこんだんだ。そしてザネリを舟ふねの方ほうへ押おしてよこした。ザネリはカトウにつかまった。けれどもあとカムパネルラが見みえないんだ」

「みんな探さがしてるんだろう」

「ああすぐみんな来きた。カムパネルラのお父とうさんも来きた。けれども見みつからないんだ。ザネリはうちへ連つれられてった」

　ジョバンニはみんなのいるそっちの方ほうへ行いきました。そこに学がく生せいたち町まちの人ひとたちに囲かこまれて、青あお白じろいとがったあごをしたカムパネルラのお父とうさんが黒くろい服ふくを着きてまっすぐに立たって、右みぎ手てに持もった時計とけいをじっと見みつめていたのです。

　みんなもじっと河かわを見みていました。誰だれも一ひと言ことも物ものを言いう人ひともありませんでした。ジョバンニはわくわくわくわく足あしがふるえました。魚さかなを捕とるときのア（45）セチレンランプがたくさんせわしく行いったり来きたりして、黒くろい川かわの水みずはちらちら小ちいさな波なみをたてて流ながれているのが見みえるのでした。

　下か流りゅうの方かたは川かわ幅はばいっぱい銀ぎん河がが大おおきく写うつって、まるで水みずのないそのままの空そらのように見みえました。

　ジョバンニはそのカムパネルラは、もうあの銀ぎん河がのはずれにしかいないというような気きがしてしかたなかったのです。

　けれどもみんなはまだ、どこかの波なみの間あいだから、

「僕ぼくずいぶん泳およいだぞ」と言いいながらカムパネルラが出でて来くるか、あるいはカムパネルラがどこかの人ひとの知しらない（46）洲すにでも着ついて立たっていて、誰だれかの来くるのを待まっているかというような気きがして仕し方かたないらしいのでした。けれどもにわかにカムパネルラのお父とうさんがきっぱり言いいました。

「もう駄だ目めです。落おちてから四よん十じゅう五ご分ふんたちましたから」

　ジョバンニは思おもわずかけよって博士はかせの前まえに立たって、僕ぼくはカムパネルラの行いった方ほうを知しっています、僕ぼくはカムパネルラと一いっ緒しょに歩あるいていたのですと言いおうとしましたが、もうのどがつまってなんとも言いえませんでした。すると博士はかせはジョバンニが挨あい拶さつに来きたとでも思おもったものですか、しばらくしげしげジョバンニを見みていましたが、

「あなたはジョバンニさんでしたね。どうも今こん晩ばんはありがとう」とていねいに言いいました。

　ジョバンニはなにも言いえずにただおじぎをしました。

「あなたのお父とうさんはもう帰かえっていますか」

　博士はかせは堅かたく時計とけいを握にぎったまま、またききました。

「いいえ」

　ジョバンニはかすかに頭あたまをふりました。

「どうしたのかなあ。僕ぼくには一昨日おとといたいへん元げん気きな便たよりがあったんだが。今日きょうあたりもう着つくころなんだが。船ふねが遅おくれたんだな。ジョバンニさん。あした放ほう課か後ごみなさんとうちへ遊あそびに来きて下くださいね」

　そう言いいながら博士はかせはまた川かわ下しもの銀ぎん河がのいっぱいにうつった方ほうへじっと眼めを送おくりました。

　ジョバンニはもういろいろなことで胸むねがいっぱいでなんにも言いえずに、博士はかせの前まえをはなれて早はやくお母かあさんに牛ぎゅう乳にゅうを持もって行いってお父とうさんの帰かえることを知しらせようと思おもうと、もう一いち目もく散さんに河原かわらを街まちの方ほうへ走はしりました。







（１）白はく鳥ちょう座ざのくちばし部ぶ分ぶんの星ほし。オレンジ色いろの三さん等とう星せいと青あおい五ご等とう星せいが寄より添そっている。（２）主おもに青あお色いろをした鉱こう物ぶつ、宝ほう石せき。（３）気き象しょう観かん測そくを行おこなう施し設せつ。（４）ポケット。（５）賢けん治じの造ぞう語ご。おそらく現げん実じつ世せ界かいのこと。（６）南みなみ十じゅう字じ星せい、サザンクロス。（７）つる草くさのはいまわる様よう子すを描えがいた模も様よう。（８）賢けん治じの造ぞう語ご。通つう常じょうの三さん次じ元げん空くう間かんに、心こころの中なかというイメージの次じ元げんを加くわえたもの。（９）金きんぱくや銀ぎんぱくを細こまかい粉こなにしたもの。（10）バラの原げん種しゅ。白しろく一ひと重えの花はなを咲さかせ、甘あまい香かおりがする。（11）ジャケット。（12）イングランドにあるランカシャー州しゅうだと考かんがえられている。（13）アメリカのコネチカット州しゅうだと考かんがえられている。（14）山さん野やに自じ生せいする背せの低ひくい木き。茎くきや葉はを煎せんじた汁しるが薬くすりとして使つかわれた。（15）救きゅう命めい用ようの浮うき輪わ。（16）太たい平へい洋よう。（17）光ひかりを当あてて、幕まくなどに拡かく大だいした映えい像ぞうを投とう影えいしたもの。（18）測そく量りょうするときに目め印じるしに使つかわれる旗はた。（19）合あい図ず目もく的てきで使つかう火ひをたいて上あげる煙けむりのこと。（20）鉄てっ琴きんの一いっ種しゅ。（21）シロフォン。木もっ琴きんの一いっ種しゅ。（22）楽がく譜ふ。（23）全ぜん体たい的てきに黒くろっぽい鳥とり。カラスよりひと回まわり小ちいさい。七夕たなばた伝でん説せつで天あまの川がわを渡わたるための架かけ橋はしの代かわりになった鳥とり。（24）オリーブ。（25）貝かい殻がらで作つくられたボタン。（26）道どう路ろなどで交こう通つう整せい理りのために指し示じを出だす人ひと。（27）つぼみを包つつんでいる葉はのこと。（28）オーストリアの作さっ曲きょく家か、アントニン・ドヴォルザーク作さっ曲きょくの交こう響きょう曲きょく第だい九きゅう番ばんのこと。（29）背せが高たかい。（30）長ながさの単たん位い。１尺しゃくは約やく30センチ。（31）断だん面めんがＶ字じ形けいを成なす深ふかい谷たにのこと。（32）アメリカ合がっ衆しゅう国こく西せい部ぶにあるコロラド州しゅう。（33）矢やを弓ゆみの弦げんにかけること。（34）電でん線せんとそれを支ささえる物ものとの間あいだを絶ぜつ縁えんするために用もちいる器き具ぐ。（35）草そう原げんや川原かわらに生せい育いくする植しょく物ぶつ。淡あわい紅べに色いろや白しろい花はなを咲さかせる。（36）工こう具ぐを使つかって基き地ちや道どう路ろを作つくったりする兵へい隊たいの部ぶ隊たい。（37）橋はしを架かけること。（38）岩がん石せきに穴あなを開あけ、火か薬やくを仕し掛かけて爆ばく破はすること。（39）金きん属ぞくの一いっ種しゅ。火ひにかざすと深しん紅く色いろの炎えん色しょくをあらわす。（40）手て元もとのものを放はなさず確かく認にんしながら行こう動どうすること。（41）エゾマツの変へん種しゅの針しん葉よう樹じゅ。（42）星ほしを背はい景けいにして黒くろく浮うかび上あがる暗あん黒こく星せい雲うんのひとつ。石せき炭たん袋ぶくろは全ぜん天てん体たいで最もっとも目め立だつ暗あん黒こく星せい雲うんとされる。（43）わき目めも振ふらず一いっ生しょうけん命めいに走はしること。（44）そば。きわ。（45）炭たん化かカルシウムと水みずを反はん応のうさせ、発はっ生せいしたアセチレンを燃もやす単たん純じゅんな構こう造ぞうのランプ。（46）川かわの中なかで、泥どろや砂すなが堆たい積せきして水すい面めんに現あらわれ出でた所ところ。










双ふた子ごの星ほし




双ふた子ごの星ほし　一




　天あまの川がわの西にしの岸きしにすぎなの胞ほう子しほどの小ちいさな二ふたつの星ほしが見みえます。あれはチュンセ童どう子じとポウセ童どう子じという双ふた子ごのお星ほし様さまの住すんでいる小ちいさな（１）水すい精しょうのお（２）宮みやです。

　このすきとおる二ふたつのお宮みやは、まっすぐに向むかい合あっています。夜よるは二人ふたりとも、きっとお宮みやに帰かえって、きちんと座すわり、空そらの（３）星ほしめぐりの歌うたに合あわせて、一ひと晩ばん、（４）銀ぎん笛てきを吹ふくのです。それがこの双ふた子ごのお星ほし様さまの役やく目めでした。
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　ある朝あさ、お日ひ様さまがカツカツカツと厳おごそかにお体からだをゆすぶって、東ひがしから昇のぼっておいでになった時とき、チュンセ童どう子じは銀ぎん笛てきを下したに置おいてポウセ童どう子じに申もうしました。

「ポウセさん。もういいでしょう。お日ひ様さまもお昇のぼりになったし、雲くももまっ白しろに光ひかっています。今日きょうは西にしの野の原はらの泉いずみへ行いきませんか」

　ポウセ童どう子じが、まだ夢む中ちゅうで、半はん分ぶん目めをつぶったまま、銀ぎん笛てきを吹ふいていますので、チュンセ童どう子じはお宮みやから下おりて、靴くつをはいて、ポウセ童どう子じのお宮みやの段だんにのぼって、もう一いち度ど言いいました。

「ポウセさん。もういいでしょう。東ひがしの空そらはまるで白しろく燃もえているようですし、下したでは小ちいさな鳥とりなんかもう目めをさましている様よう子すです。今日きょうは西にしの野の原はらの泉いずみへ行いきませんか。そして、風かざ車ぐるまで霧きりをこしらえて、小ちいさな虹にじを飛とばして遊あそぼうではありませんか」

　ポウセ童どう子じはやっと気きがついて、びっくりして笛ふえを置おいて言いいました。

「あ、チュンセさん。失しつ礼れいいたしました。もうすっかり明あかるくなったんですね。僕ぼく今いますぐ靴くつをはきますから」

　そしてポウセ童どう子じは、白しろい貝かい殻がらの靴くつをはき、二人ふたりは連つれだって空そらの銀ぎんの芝しば原はらを仲なかよく歌うたいながら行いきました。

　「お日ひさまの、

　　お通とおりみちを　はき清きよめ、

　　ひかりをちらせ　あまの白しら雲くも。

　　お日ひさまの、

　　お通とおりみちの　石いしかけを

　　深ふかくうずめよ、あまの青せい雲うん」

　そしてもういつか空そらの泉いずみに来きました。

　この泉いずみは晴はれた晩ばんには、下したからはっきり見みえます。天あまの川がわの西にしの岸きしから、よほど離はなれた所ところに、青あおい小ちいさな星ほしで丸まるくかこまれてあります。底そこは青あおい小ちいさなつぶ石いしでたいらにうずめられ、石いしの間あいだからきれいな水みずが、ころころころころ湧わき出だして泉いずみの一いっ方ぽうのふちから天あまの川がわへ小ちいさな流ながれになって走はしって行いきます。私わたくしどもの世せ界かいが日ひ照でりの時とき、やせてしまったよだかやほととぎすなどが、それをだまって見み上あげて、残ざん念ねんそうにのどをくびくびさせているのを時とき々どき見みる事ことがあるではありませんか。どんな鳥とりでもとてもあそこまでは行いけません。けれども、天てんの大おおがらすの星ほしやさそりの星ほしやうさぎの星ほしならもちろんすぐ行いけます。

「ポウセさん、まずここへ滝たきをこしらえましょうか」

「ええ、こしらえましょう。僕ぼく、石いしを運はこびますから」

　チュンセ童どう子じが靴くつをぬいで小こ流ながれの中なかに入はいり、ポウセ童どう子じは岸きしから手てごろの石いしを集あつめはじめました。

　今いまは、空そらは、りんごのいい匂においでいっぱいです。西にしの空そらに消きえ残のこった銀ぎん色いろのお月つき様さまが吐はいたのです。

　ふと野の原はらの向むこうから大おおきな声こえで歌うたうのが聞きこえます。

　「あまのがわの　にしのきしを、

　　すこしはなれたそらの井い戸ど。

　　みずはころろ、そこもきらら、

　　まわりをかこむあおいほし。

　　よだかふくろう、ち（５）どり、か（６）けす、

　　来こよとすれども、できもせぬ」

「あ、大おおがらすの星ほしだ」童どう子じたちは一いっ緒しょに言いいました。

　もう空そらのすすきをざわざわと分わけて大おおがらすが向むこうから肩かたをふって、のっしのっしと大おお股またにやって参まいりました。まっ黒くろなび（７）ろうどのマントを着きて、まっ黒くろなびろうどのもも引ひきをはいております。

　大おおがらすは二人ふたりを見みて立たちどまって、ていねいにおじぎしました。

「いや、こんにちは。チュンセ童どう子じとポウセ童どう子じ。よく晴はれて結けっ構こうですな。しかしどうも晴はれるとのどがかわいていけません。それに夕ゆうべは少すこし高たかく歌うたい過すぎましてな。ごめんください」と言いいながら大おおがらすは泉いずみに頭あたまをつき込こみました。

「どうか構かまわないでたくさん飲のんで下ください」とポウセ童どう子じが言いいました。

　大おおがらすは息いきもつかずに三さん分ぷんばかりのどを鳴ならして飲のんでからやっと顔かおを上あげて、ちょっと目めをパチパチ言いわせて、それからブルルッと頭あたまをふって水みずを払はらいました。

　その時とき向むこうから荒あらい声こえの歌うたがまた聞きこえて参まいりました。大おおがらすは見みる見みる顔かお色いろを変かえて体からだを激はげしくふるわせました。

　「みなみのそらの、赤あか眼めのさそり

　　毒どくあるか（８）ぎと　大おおきなはさみを

　　知しらない者ものはあ（９）ほうどり」

　そこで大おおがらすが怒おこって言いいました。

「さそり星ぼしです。ちくしょう。あほうどりだなんて人ひとをあてつけてやがる。見みろ。ここへ来きたらその赤あか眼めを抜ぬいてやるぞ」

　チュンセ童どう子じが、

「大おおがらすさん。それはいけないでしょう。王おう様さまがご存ぞんじですよ」という間まもなく、もう赤あかい眼めのさそり星ぼしが向むこうから、二ふたつの大おおきなはさみをゆらゆら動うごかし長ながい尾おをカラカラ引ひいてやって来くるのです。その音おとは静しずかな天てんの野の原はら中じゅうにひびきました。

　大おおがらすはもう怒おこってぶるぶるふるえて今いまにも飛とびかかりそうです。双ふた子ごの星ほしは一いっ生しょうけん命めい手てまねでそれを押おさえました。

　さそりは大おおがらすを（10）尻しり目めにかけて、もう泉いずみのふちまではって来きて言いいました。

「ああ、どうものどがかわいてしまった。やあ双ふた子ごさん。こんにちは。ごめんなさい。少すこし水みずを飲のんでやろうかな。はてな、どうもこの水みずは変へんに土つち臭くさいぞ。どこかのまっ黒くろな馬ば鹿かァが頭あたまをつっ込こんだと見みえる。えい。仕し方かたない。我が慢まんしてやれ」

　そしてさそりは十じゅっ分ぷんばかりごくりごくりと水みずを飲のみました。その間あいだも、いかにも大おおがらすを馬ば鹿かにする様ように、毒どくのかぎのついた尾おをそちらにパタパタ動うごかすのです。

　とうとう大おおがらすは、我が慢まんしかねて羽はねをパッと開ひらいて叫さけびました。

「こらさそり。貴き様さまはさっきからあほうどりだのなんだのと俺おれの悪わる口ぐちを言いったな。早はやくあやまったらどうだ」

　さそりがやっと水みずから頭あたまをはなして、赤あかい眼めをまるで火ひが燃もえるように動うごかしました。

「へん。誰だれかなにか言いってるぜ。赤あかいお方かただろうか。ねずみ色いろのお方かただろうか。一ひとつかぎをおみまいしますかな」

　大おおがらすはかっとして思おもわず飛とびあがって叫さけびました。

「なにを。生なま意い気きな。空そらの向むこう側がわへまっさかさまに落おとしてやるぞ」

　さそりも怒おこって大おおきな体からだをすばやくひねって尾おのかぎを空そらに突つき上あげました。大おおがらすは飛とび上あがってそれを避さけ、今こん度どはくちばしを槍やりのようにしてまっすぐにさそりの頭あたまをめがけて落おちて来きました。

　チュンセ童どう子じもポウセ童どう子じもとめるすきがありません。さそりは頭あたまに深ふかい傷きずを受うけ、大おおがらすは胸むねを毒どくのかぎでさされて、両りょう方ほうともウンとうなったまま重かさなり合あって気き絶ぜつしてしまいました。

　さそりの血ちがどくどく空そらに流ながれて、いやな赤あかい雲くもになりました。

　チュンセ童どう子じが急いそいで靴くつをはいて、申もうしました。

「さあ大たい変へんだ。大おおがらすには毒どくが入はいったのだ。早はやく吸すいとってやらないといけない。ポウセさん。大おおがらすをしっかり押おさえていて下くださいませんか」

　ポウセ童どう子じも靴くつをはいてしまって、いそいで大おおがらすのうしろにまわってしっかり押おさえました。チュンセ童どう子じが大おおがらすの胸むねの傷きず口ぐちに口くちをあてました。ポウセ童どう子じが申もうしました。

「チュンセさん。毒どくを飲のんではいけませんよ。すぐ吐はき出だしてしまわないといけませんよ」

　チュンセ童どう子じがだまって傷きず口ぐちから六ろっぺんほど毒どくのある血ちを吸すって吐はき出だしました。すると大おおがらすがやっと気きがついて、うすく目めを開ひらいて申もうしました。

「あ、どうもすみません。私わたしはどうしたのですかな。たしか野や郎ろうをしとめたのだが」

　チュンセ童どう子じが申もうしました。

「早はやく流ながれでその傷きず口ぐちをお洗あらいなさい。歩あるけますか」

　大おおがらすはよろよろ立たちあがってさそりを見みて、また体からだをふるわせて言いいました。

「ちくしょう。空そらの毒どく虫むしめ。空そらで死しんだのをありがたいと思おもえ」

　二人ふたりは大おおがらすを急いそいで流ながれへ連つれて行いきました。そしてきれいに傷きず口ぐちを洗あらってやって、その上うえ、傷きず口ぐちへ二に、三さん度どかぐわしい息いきを吹ふきかけてやって言いいました。

「さあ、ゆるゆる歩あるいて明あかるいうちに早はやくおうちへお帰かえりなさい。これからこんな事ことをしてはいけません。王おう様さまはみんなご存ぞんじですよ」

　大おおがらすはすっかりしょげて翼つばさを力ちからなくたれ、なんべんもおじぎをして

「ありがとうございます。ありがとうございます。これからは気きをつけます」と言いいながら、脚あしを引ひきずって銀ぎんのすすきの野の原はらを向むこうへ行いってしまいました。

　二人ふたりはさそりを調しらべて見みました。頭あたまの傷きずはかなり深ふかかったのですが、もう血ちがとまっています。二人ふたりは泉いずみの水みずをすくって、傷きず口ぐちにかけてきれいに洗あらいました。そしてかわるがわるふっふっと息いきをそこへ吹ふき込こみました。

　お日ひ様さまがちょうど空そらのまん中なかにおいでになった頃ころ、さそりはかすかに目めを開ひらきました。

　ポウセ童どう子じが汗あせをふきながら申もうしました。

「どうですか気き分ぶんは」

　さそりがゆるくつぶやきました。

「大おおがらすめは死しにましたか」

　チュンセ童どう子じが少すこし怒おこって言いいました。

「まだそんな事ことを言いうんですか。あなたこそ死しぬところでした。さあ早はやくうちへ帰かえるように元げん気きをお出だしなさい。明あかるいうちに帰かえらなかったら大たい変へんですよ」

　さそりが目めを変へんに光ひからして言いいました。

「双ふた子ごさん。どうか私わたしを送おくって下くださいませんか。お世せ話わのついでです」

　ポウセ童どう子じが言いいました。

「送おくってあげましょう。さあおつかまりなさい」

　チュンセ童どう子じも申もうしました。

「そら、僕ぼくにもおつかまりなさい。早はやくしないと明あかるいうちに家いえに行いけません。そうすると今こん夜やの星ほしめぐりが出で来きなくなります」

　さそりは二人ふたりにつかまってよろよろ歩あるき出だしました。二人ふたりの肩かたの骨ほねは曲まがりそうになりました。実じつにさそりの体からだは重おもいのです。大おおきさからいっても童どう子じたちの十じゅう倍ばいくらいはあるのです。

　けれども二人ふたりは顔かおをまっ赤かにしてこらえて一ひと足あしずつ歩あるきました。

　さそりは尾おをギーギーと石いしころの上うえに引ひきずって、いやな息いきをはあはあ吐はいてよろりよろりと歩あるくのです。一いち時じ間かんに（11）十じゅっ町ちょうとも進すすみません。

　もう童どう子じたちはあまり重おもい上うえにさそりの手てがひどく食くい込こんで痛いたいので、肩かたや胸むねが自じ分ぶんのものかどうかもわからなくなりました。

　空そらの野の原はらはきらきら白しろく光ひかっています。七ななつの小こ流ながれと十じゅうの芝しば原はらとを過すぎました。

　童どう子じたちは頭あたまがぐるぐるして、もう自じ分ぶんが歩あるいているのか立たっているのかわかりませんでした。それでも二人ふたりはだまってやはり一ひと足あしずつ進すすみました。

　さっきから六ろく時じ間かんもたっています。さそりの家いえまではまだ一いち時じ間かん半はんはかかりましょう。もうお日ひ様さまが西にしの山やまにお入はいりになる所ところです。

「もう少すこし急いそげませんか。私わたしらも、もう一いち時じ間かん半はんのうちにおうちへ帰かえらないといけないんだから。けれども苦くるしいんですか。大たい変へん痛いたみますか」とポウセ童どう子じが申もうしました。

「へい。も少すこしでございます。どうかお慈じ悲ひでございます」とさそりが泣なきました。

「ええ。も少すこしです。傷きずは痛いたみますか」とチュンセ童どう子じが肩かたの骨ほねの砕くだけそうなのをじっとこらえて申もうしました。

　お日ひ様さまがもうサッサッサッと三さんべん厳おごそかにゆらいで西にしの山やまにお沈しずみになりました。

「もう僕ぼくらは帰かえらないといけない。困こまったな。ここらの人ひとは誰だれかいませんか」

　ポウセ童どう子じが叫さけびました。天てんの野の原はらはしんとして返へん事じもありません。

　西にしの雲くもはまっかにかがやき、さそりの眼めも赤あかく悲かなしく光ひかりました。光ひかりの強つよい星ほしたちはもう銀ぎんのよろいを着きて、歌うたいながら遠とおくの空そらへ現あらわれた様よう子すです。

「一ひとつ星ぼしめっけた。長ちょう者じゃになあれ」

　下したで一人ひとりの子こ供どもがそっちを見み上あげて叫さけんでいます。

　チュンセ童どう子じが、

「さそりさん。も少すこしです。急いそげませんか。疲つかれましたか」と言いいました。

　さそりが哀あわれな声こえで、

「どうもすっかり疲つかれてしまいました。どうか少すこしですからお許ゆるし下ください」と言いいます。

「星ほしさん星ほしさん一ひとつの星ほしで出でぬもんだ。千せんも万まんもででるもんだ」

　下したで別べつの子こ供どもが叫さけんでいます。もう西にしの山やまはまっ黒くろです。あちこち星ほしがちらちら現あらわれました。

　チュンセ童どう子じは背せ中なかが曲まがって、まるでつぶれそうになりながら言いいました。

「さそりさん。もう私わたしらは今こん夜やは時じ間かんに遅おくれました。きっと王おう様さまにしかられます。事ことによったら流ながされるかも知しれません。けれどもあなたがふだんの所ところにいなかったら、それこそ大たい変へんです」

　ポウセ童どう子じが、

「私わたしはもう疲つかれて死しにそうです。さそりさん。もっと元げん気きを出だして早はやく帰かえって行いって下ください」

と言いいながら、とうとうバッタリ倒たおれてしまいました。さそりは泣ないて言いいました。

「どうか許ゆるして下ください。私わたしは馬ば鹿かです。あなた方がたの髪かみの毛け一いっ本ぽんにも及およびません。きっと心こころを改あらためてこのおわびはいたします。きっといたします」

　この時とき、水みず色いろの激はげしい光ひかりの（12）外がい套とうを着きた稲いな妻ずまが、向むこうからギラッとひらめいて飛とんで来きました。そして童どう子じたちに手てをついて申もうしました。

「王おう様さまのご命めいでお迎むかえに参まいりました。さあご一いっ緒しょに私わたしのマントへおつかまり下ください。もうすぐお宮みやへお連つれ申もうします。王おう様さまはどういう訳わけか、さっきからひどくお喜よろこびでございます。それから、さそり。お前まえは今いままで憎にくまれ者ものだったな。さあこの薬くすりを王おう様さまからくだすったんだ。飲のめ」

　童どう子じたちは叫さけびました。

「それではさそりさん。さよなら。早はやく薬くすりを飲のんで下ください。それからさっきの約やく束そくですよ。きっとですよ。さよなら」

　そして二人ふたりは一いっ緒しょに稲いな妻ずまのマントにつかまりました。さそりがたくさんの手てをついて平へい伏ふくして薬くすりを飲のみ、それからていねいにおじぎをします。

　稲いな妻ずまがぎらぎらっと光ひかったと思おもうと、もういつかさっきの泉いずみのそばに立たっておりました。そして申もうしました。

「さあ、すっかりお体からだをお洗あらいなさい。王おう様さまから新あたらしい着き物ものと靴くつをくださいました。まだ十じゅう五ご分ふん、間まがあります」

　双ふた子ごのお星ほし様さまたちは喜よろこんでつめたい水すい晶しょうのような流ながれを浴あび、匂においのいい青あお光びかりのうすものの衣ころもを着つけ、新あたらしい白しろ光びかりの靴くつをはきました。するともう体からだの痛いたみも疲つかれもいっぺんにとれて、すがすがしてしまいました。

「さあ、参まいりましょう」と稲いな妻ずまが申もうしました。そして二人ふたりがまたそのマントに取とりつきますと、紫むらさき色いろの光ひかりがいっぺんぱっとひらめいて、童どう子じたちはもう自じ分ぶんのお宮みやの前まえにいました。稲いな妻ずまはもう見みえません。

「チュンセ童どう子じ、それでは支し度たくをしましょう」

「ポウセ童どう子じ、それでは支し度たくをしましょう」

　二人ふたりはお宮みやにのぼり、向むき合あってきちんと座すわり、銀ぎん笛てきを取とり上あげました。

　ちょうどあちこちで星ほしめぐりの歌うたがはじまりました。

　「あかいめだまの　さそり

　　ひろげたわしの　つばさ

　　あおいめだまの　小こいぬ、

　　ひかりのへびの　とぐろ。




　　オリオンは高たかく　うたい

　　つゆとしもとを　おとす、

　　アンドロメダの　くもは

　　さかなのくちの　かたち。




　　大おおぐまのあしを　きたに

　　五いつつのばした　　ところ。

　　小こ熊ぐまのひたいの　うえは

　　そらのめぐりの　めあて」

　双ふた子ごのお星ほし様さまたちは笛ふえを吹ふきはじめました。







（１）水すい晶しょう。（２）宮きゅう殿でん。（３）賢けん治じが作さく詞し作さっ曲きょくした歌うた。「銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よる」にも登とう場じょうする。（４）銀ぎん色いろの縦たて笛ぶえ。（５）草そう原げん、川かわの近ちかくなどに生せい息そくする、足あしを交こう差ささせながら歩あるく鳥とり。（６）約やく30センチほどの大おおきさ鳥とり。（７）なめらかで光こう沢たくのある織おり物もの。（８）さそりの尾おにある毒どく針ばりのこと。（９）白しろくて大おおきな鳥とり。ここではからすをバカにするための悪わる口ぐち。（10）相あい手てを自じ分ぶんより下したに見みてバカにする態たい度ど。（11）長ながさの単たん位い。１町ちょうは約やく１０９メートル（12）コート







双ふた子ごの星ほし　二




（天あまの川がわの西にしの岸きしに小ちいさな小ちいさな二ふたつの青あおい星ほしが見みえます。あれはチュンセ童どう子じとポウセ童どう子じという双ふた子ごのお星ほし様さまで、めいめい水すい精しょうでできた小ちいさなお宮みやに住すんでいます。

　二ふたつのお宮みやはまっすぐに向むかい合あっています。夜よるは二人ふたりともきっとお宮みやに帰かえってきちんと座すわって、空そらの星ほしめぐりの歌うたに合あわせて一ひと晩ばん銀ぎん笛てきを吹ふくのです。それがこの双ふた子ごのお星ほし様さまたちの役やく目めでした）

　ある晩ばん、空そらの下したの方ほうが黒くろい雲くもでいっぱいに埋うまり、雲くもの下したでは雨あめがザアッザアッと降ふっておりました。それでも二人ふたりはいつものようにめ（１）いめいのお宮みやにきちんと座すわって向むかいあって笛ふえを吹ふいていますと、突とつ然ぜん大おおきな乱らん暴ぼうものの（２）彗ほうき星ぼしがやって来きて、二人ふたりのお宮みやにフッフッと青あお白じろい光ひかりの霧きりを吹ふきかけて言いいました。

「おい、双ふた子ごの青あお星ぼし。すこし旅たびに出でて見みないか。今こん夜やなんかそんなにしなくてもいいんだ。いくら（３）難なん船せんの船ふな乗のりが星ほしで方ほう角がくを定さだめようたって雲くもで見みえはしない。天てん文もん台だいの星ほしの係かかりも今日きょうは休やすみであくびをしてる。いつも星ほしを見みているあの生なま意い気きな小しょう学がく生せいも、雨あめですっかりへこたれてうちの中なかで絵えなんか書かいているんだ。お前まえたちが笛ふえなんか吹ふかなくたって星ほしはみんなくるくるまわるさ。どうだ。ちょっと旅たびへ出でよう。あしたの晩ばん方がたまでにはここに連つれて来きてやるぜ」

　チュンセ童どう子じがちょっと笛ふえをやめて言いいました。

「それは曇くもった日ひは笛ふえをやめてもいいと王おう様さまからお許ゆるしはあるとも。私わたしらはただ面白おもしろくて吹ふいていたんだ」

　ポウセ童どう子じもちょっと笛ふえをやめて言いいました。

「けれども旅たびに出でるなんてそんな事ことはお許ゆるしがないはずだ。雲くもがいつ晴はれるかもわからないんだから」

　彗ほうき星ぼしが言いいました。

「心しん配ぱいするなよ。王おう様さまがこの前まえ、俺おれにそう言いったぜ。いつか曇くもった晩ばん、あの双ふた子ごを少すこし旅たびさせてやってくれってな。行いこう。行いこう。俺おれなんか面白おもしろいぞ。俺おれのあだ名なは空そらのくじらと言いうんだ。知しってるか。俺おれはいわしのようなヒョロヒョロの星ほしや、めだかのような黒くろい隕石いしはみんなパクパクのんでしまうんだ。それから一いち番ばん痛つう快かいなのは、まっすぐに行いってそのまままっすぐに戻もどるくらい、ひどくカーブを切きってまわるときだ。まるで体からだが壊こわれそうになってミシミシいうんだ。光ひかりの骨ほねまでカチカチいうぜ」

　ポウセ童どう子じが言いいました。

「チュンセさん。行いきましょうか。王おう様さまがいいっておっしゃったそうですから」

　チュンセ童どう子じが言いいました。

「けれども王おう様さまがお許ゆるしになったなんて、いったい本当でしょうか」

　彗ほうき星ぼしが言いいました。

「へん。嘘うそなら俺おれの頭あたまが裂さけてしまうがいいさ。頭あたまと胴どうと尾おとばらばらになって海うみへ落おちて、なまこにでもなるだろうよ。嘘うそなんか言いうもんか」

　ポウセ童どう子じが言いいました。

「そんなら王おう様さまに誓ちかえるかい」

　彗ほうき星ぼしはわけもなく言いいました。

「うん、誓ちかうとも。そら、王おう様さまご（４）照しょう覧らん。ええ今日きょう、王おう様さまのご命めい令れいで双ふた子ごの青あお星ぼしは旅たびに出でます。ね。いいだろう」

　二人ふたりは一いっ緒しょに言いいました。

「うん。いい。そんなら行いこう」

　そこで彗ほうき星ぼしがいやに真ま面じ目めくさって言いいました。

「それじゃ早はやく俺おれのしっぽにつかまれ。しっかりとつかまるんだ。さ。いいか」

　二人ふたりは彗ほうき星ぼしのしっぽにしっかりつかまりました。彗ほうき星ぼしは青あお白じろい光ひかりを一ひとつフウとはいて言いいました。

「さあ、発たつぞ。ギイギイギイフウ。ギイギイフウ」

　実じつに彗ほうき星ぼしは空そらのくじらです。弱よわい星ほしはあちこち逃にげまわりました。もう大だい分ぶ来きたのです。二人ふたりのお宮みやもはるかに遠とおく遠とおくなってしまい、今いまは小ちいさな青あお白じろい点てんにしか見みえません。

　チュンセ童どう子じが申もうしました。

「もう余よ程ほど来きたな。天あまの川がわの（５）落おち口ぐちはまだだろうか」

　すると彗ほうき星ぼしの態たい度どがガラリと変かわってしまいました。

「へん。天あまの川がわの落おち口ぐちよりお前まえらの落おち口ぐちを見みろ。それ、一いちぃ二にの三さん」

　彗ほうき星ぼしは尾おを強つよく二に、三さんべん動うごかし、おまけにうしろをふり向むいて青あお白じろい霧きりを激はげしくかけて二人ふたりを吹ふき落おとしてしまいました。

　二人ふたりは青あお黒ぐろい（６）虚こ空くうをまっしぐらに落おちました。

　彗ほうき星ぼしは、

「あっはっは、あっはっは。さっきの誓ちかいもなにもかもみんな取とり消けしだ。ギイギイギイ、フウ。ギイギイフウ」と言いいながら向むこうへ走はしって行いってしまいました。二人ふたりは落おちながらしっかりお互たがいのひじをつかみました。この双ふた子ごのお星ほし様さまはどこまででも一いっ緒しょに落おちようとしたのです。

　二人ふたりの体からだが空くう気きの中なかに入はいってからは雷かみなりのように鳴なり、赤あかい火ひ花ばながパチパチあがり、見みていてさえめまいがするくらいでした。そして二人ふたりはまっ黒くろな雲くもの中なかを通とおり、暗くらい波なみのほえていた海うみの中なかに矢やのように落おち込こみました。

　二人ふたりはずんずん沈しずみました。けれども不ふ思し議ぎな事ことには水みずの中なかでも自じ由ゆうに息いきができたのです。

　海うみの底そこはやわらかな泥どろで大おおきな黒くろいものが寝ねていたり、もやもやの藻もがゆれたりしました。

　チュンセ童どう子じが申もうしました。

「ポウセさん。ここは海うみの底そこでしょうね。もう僕ぼくたちは空そらに昇のぼれません。これからどんな目めにあうでしょう」

　ポウセ童どう子じが言いいました。

「僕ぼくらは彗ほうき星ぼしにだまされたのです。彗ほうき星ぼしは王おう様さまへさえ嘘うそをついたのです。本ほん当とうに憎にくいやつではありませんか」

　するとすぐ足あしもとで星ほしの形かたちで赤あかい光ひかりの小ちいさなひとでが申もうしました。

「お前まえさんたちはどこの海うみの人ひとたちですか。お前まえさんたちは青あおいひとでのしるしをつけていますね」

　ポウセ童どう子じが言いいました。

「私わたしらはひとでではありません。星ほしですよ」

　するとひとでが怒おこって言いいました。

「なんだと。星ほしだって。ひとではもとはみんな星ほしさ。お前まえたちはそれじゃ、今いまやっとここへ来きたんだろう。なんだ。それじゃ新しん米まいのひとでだ。ほやほやの悪あく党とうだ。悪わるい事ことをしてここへ来きながら星ほしだなんて鼻はなにかけるのは海うみの底そこでははやらないさ。おいらだって空そらにいた時ときは（７）第だい一いっ等とうの軍ぐん人じんだぜ」

　ポウセ童どう子じが悲かなしそうに上うえを見みました。

　もう雨あめがやんで雲くもがすっかりなくなり、海うみの水みずもまるで硝子ガラスのように静しずまって空そらがはっきり見みえます。天あまの川がわも空そらの井い戸どもわ（８）しの星ほしや（９）琴こと弾ひきの星ほしやみんなはっきり見みえます。小ちいさく小ちいさく二人ふたりのお宮みやも見みえます。

「チュンセさん。すっかり空そらが見みえます。私わたしらのお宮みやも見みえます。それだのに私わたしらはとうとうひとでになってしまいました」

「ポウセさん。もう仕し方かたありません。ここから空そらのみなさんにお別わかれしましょう。またおすがたは見みえませんが王おう様さまにおわびをしましょう」

「王おう様さまさよなら。私わたくしどもは今日きょうからひとでになるのでございます」

「王おう様さまさよなら。馬ば鹿かな私わたくしどもは彗ほうき星ぼしにだまされました。今日きょうからは暗くらい海うみの底そこの泥どろを私わたくしどもは、はいまわります」

「さよなら王おう様さま。また天てん上じょうの皆みな様さま。おさかえを祈いのります」

「さよなら皆みな様さま。またすべての上うえの尊とうとい王おう様さま、いつまでもそうしておいで下ください」

　赤あかいひとでがたくさん集あつまって来きて、二人ふたりを囲かこんでがやがや言いっておりました。

「こら着き物ものをよこせ」「こら。剣けんを出だせ」「税ぜい金きんを出だせ」「もっと小ちいさくなれ」「俺おれの靴くつをふけ」

　その時ときみんなの頭あたまの上うえを、まっ黒くろな大おおきな大おおきなものがゴーゴーゴーとほえて通とおりかかりました。ひとではあわててみんなおじぎをしました。黒くろいものは行いき過すぎようとしてふと立たちどまって、よく二人ふたりをすかして見みて言いいました。

「ははあ、新しん兵ぺいだな。まだおじぎのしかたも習ならわないのだな。このくじら様さまを知しらんのか。俺おれのあだなは海うみの彗ほうき星ぼしと言いうんだ。知しってるか。俺おれはいわしのようなひょろひょろの魚さかなやめだかの様ようなめ（10）くらの魚さかなはみんなパクパクのんでしまうんだ。それから一いち番ばん痛つう快かいなのは、まっすぐに行いってぐるっと円えんを描えがいてまっすぐにかえるくらいゆっくりカーブを切きるときだ。まるで体からだの油あぶらがねとねとするぞ。さて、お前まえは天てんからの追つい放ほうの（11）書かき付つけを持もって来きたろうな。早はやく出だせ」

　二人ふたりは顔かおを見み合あわせました。チュンセ童どう子じが、

「僕ぼくらはそんなもの持もたない」と申もうしました。

　するとくじらが怒おこって水みずを一ひとつぐうっと口くちから吐はきました。ひとではみんな顔かお色いろを変かえてよろよろしましたが、二人ふたりはこらえてしゃんと立たっていました。

　くじらが怖こわい顔かおをして言いいました。

「書かき付つけを持もたないのか。悪あく党とうめ。ここにいるのはどんな悪わるい事ことを天てん上じょうでして来きたやつでも、書かき付つけを持もたなかったものはないぞ。貴き様さまらは実じつにけしからん。さあ。のんでしまうからそう思おもえ。いいか」

　くじらは口くちを大おおきくあけて身み構がまえしました。ひとでや近きん所じょの魚さかなは巻まき添ぞえを食くっては大たい変へんだと泥どろの中なかにもぐり込こんだり一いち目もく散さんに逃にげたりしました。

　その時とき向むこうから銀ぎん色いろの光ひかりがパッと差さして小ちいさな（12）海うみ蛇へびがやって来きます。くじらは非ひ常じょうに驚おどろいたらしく急いそいで口くちを閉しめました。

　海うみ蛇へびは不ふ思し議ぎそうに二人ふたりの頭あたまの上うえをじっと見みて言いいました。

「あなた方がたはどうしたのですか。悪わるい事ことをなさって天てんから落おとされたお方かたではないように思おもわれますが」

　くじらが横よこから口くちを出だしました。

「こいつらは追つい放ほうの書かき付つけも持もってませんよ」

　海うみ蛇へびがすごい目めをしてくじらをにらみつけて言いいました。

「だまっておいで。生なま意い気きな。このお方かたがたをこいつらなんてお前まえがどうして言いえるんだ。お前まえには善よい事ことをしていた人ひとの頭あたまの上うえの（13）後ご光こうが見みえないのだ。悪わるい事ことをしたものなら頭あたまの上うえに黒くろい影かげ法ぼう師しが口くちをあいているからすぐわかる。お星ほし様さま方がた。こちらへおいで下ください。王おうの所ところへご案あん内ない申もうし上あげましょう。おい、ひとで。あかりをともせ。こら、くじら。あんまり暴あばれてはいかんぞ」

　くじらが頭あたまをかいて平へい伏ふくしました。

　驚おどろいた事ことには赤あかい光ひかりのひとでが幅はばのひろい二に列れつにぞろっとならんで、ちょうど街かい道どうのあかりのようです。

「さあ、参まいりましょう」

　海うみ蛇へびは白はく髪はつを振ふってう（14）やうやしく申もうしました。二人ふたりはそれに続つづいてひとでの間あいだを通とおりました。まもなく青あお黒ぐろい水みずあかりの中なかに大おおきな白しろい城しろの門もんがあって、その戸とがひとりでに開ひらいて中なかからたくさんの立りっ派ぱな海うみ蛇へびが出でて参まいりました。そして双ふた子ごのお星ほし様さまたちは海うみ蛇へびの王おう様さまの前まえにみちびかれました。王おう様さまは白しろい長ながいひげの生はえた老ろう人じんで、にこにこわらって言いいました。

「あなた方がたはチュンセ童どう子じにポウセ童どう子じ。よく存ぞんじております。あなた方がたが前まえに、あの空そらのさそりの悪わるい心こころを命いのちがけでお直なおしになった話はなしはここへも伝つたわっております。私わたしはそれをこちらの小しょう学がっ校こうの（15）読とく本ほんにも入いれさせました。さて今こん度どはとんだ災さい難なんでさ（16）だめしびっくりなさったでしょう」

　チュンセ童どう子じが申もうしました。

「これはおことば誠まことに恐おそれ入いります。私わたくしどもはもう天てん上じょうにも帰かえれませんし、できます事ことならこちらでなんなり、皆みな様さまのお役やくに立たちたいと存ぞんじます」

　王おうが言いいました。

「いやいや、そのご（17）けんそんは恐おそれ入いります。早さっ速そく竜たつ巻まきに言いいつけて天てん上じょうにお送おくりいたしましょう。お帰かえりになりましたら、あなたの王おう様さまに海うみ蛇へびめがよろしく申もうし上あげたとおっしゃって下ください」

　ポウセ童どう子じがよろこんで申もうしました。

「それでは王おう様さまは私わたくしどもの王おう様さまをご存ぞんじでいらっしゃいますか」

　王おうはあわてていすを下くだって申もうしました。

「いいえ、それどころではございません。王おう様さまはこの私わたしのただ一人ひとりの王おうでございます。遠とおいむかしから私わたくしめの先せん生せいでございます。私わたしはあのお方かたのおろかなしもべでございます。いや、まだおわかりになりますまい。けれどもやがておわかりでございましょう。それでは夜よの明あけないうちに竜たつ巻まきにお伴ともいたさせます。これ、これ。支し度たくはいいか」

　一いっ匹ぴきのけらいの海うみ蛇へびが、

「はい、ご門もんの前まえにお待まちいたしております」と答こたえました。

　二人ふたりはていねいに王おうにおじぎをいたしました。

「それでは王おう様さま、ごきげんよろしゅう。いずれ改あらためて空そらからお礼れいを申もうし上あげます。このお宮みやのいつまでも栄さかえますよう」

　王おうは立たって言いいました。

「あなた方がたもどうかますます立りっ派ぱにお光ひかり下くださいますよう。それではごきげんよろしゅう」

　けらいたちが一いち度どにうやうやしくおじぎをしました。

　童どう子じたちは門もんの外そとに出でました。

　竜たつ巻まきが銀ぎんのとぐろを巻まいて寝ねています。

　一人ひとりの海うみ蛇へびが二人ふたりをその頭あたまにのせました。

　二人ふたりはその角つのに取とりつきました。

　その時とき赤あかい光ひかりのひとでがたくさん出でて来きて叫さけびました。

「さよなら、どうか空そらの王おう様さまによろしく。私わたくしどももいつか許ゆるされますようお願ねがいいたします」

　二人ふたりは一いっ緒しょに言いいました。

「きっとそう申もうし上あげます。やがて空そらでまたお目めにかかりましょう」

　竜たつ巻まきがそろりそろりと立たちあがりました。

「さよなら、さよなら」

　竜たつ巻まきはもう頭あたまをまっ黒くろな海うみの上うえに出だしました。と思おもうと急きゅうにバリバリバリッと激はげしい音おとがして、竜たつ巻まきは水みずと一いっ緒しょに矢やのように高たかく高たかくはせのぼりました。

　まだ夜よが明あけるのに余よ程ほど間あいだがあります。天あまの川がわがずんずん近ちかくなります。二人ふたりのお宮みやがもうはっきり見みえます。

「ちょっとあれをごらんなさい」と闇やみの中なかで竜たつ巻まきが申もうしました。

　見みるとあの大おおきな青あお白じろい光ひかりの彗ほうき星ぼしはばらばらに分わかれてしまって、頭あたまも尾おも胴どうも別べつ々べつにきちがいのようなすごい声こえをあげガリガリ光ひかってまっ黒くろな海うみの中なかに落おちて行いきます。

「あいつはなまこになりますよ」と竜たつ巻まきが静しずかに言いいました。

　もう空そらの星ほしめぐりの歌うたが聞きこえます。

　そして童どう子じたちはお宮みやにつきました。

　竜たつ巻まきは二人ふたりをおろして、

「さよなら、ごきげんよろしゅう」と言いいながら風かぜのように海うみに帰かえって行いきました。

　双ふた子ごのお星ほし様さまはめいめいのお宮みやに昇のぼりました。そしてきちんと座すわって見みえない空そらの王おう様さまに申もうしました。

「私わたくしどもの不ふ注ちゅう意いからしばらく役やく目めを欠かかしまして、お申もうし訳わけございません。それにもかかわらず今こん晩ばんはおめぐみによりまして不ふ思し議ぎに助たすかりました。海うみの王おう様さまがたくさんの尊そん敬けいをお伝つたえしてくれと申もうされました。それから海うみの底そこのひとでがお慈じ悲ひを願ねがいました。また私わたくしどもから申し上あげますが、なまこも、もしできますならお許ゆるしを願ねがいとう存ぞんじます」

　そして二人ふたりは銀ぎん笛てきを取とり上あげました。

　東ひがしの空そらが黄金きん色いろになり、もう夜よ明あけに間まもありません。







（１）それぞれの。（２）太たい陽ようを回まわる小ちいさな天てん体たいのうち、「尾お」を持もつものの。すい星せい。（３）壊こわれて動うごかなくなった船ふね。（４）神かみ様さまや仏ほとけ様さまがご覧らんになること。（５）滝たきなどの水みずの流ながれが落らっ下かする所ところ。（６）何なにもない空くう間かん。空くう中ちゅう。（７）優すぐれている物ものや事こと。（８）わし座ざ。天あまの川がわの中なかにある。（９）こと座ざ。天あまの川がわの中なかにある。（10）視し力りょくを失うしなって目めが見みえないこと。（11）簡かん単たんな文ぶんが書かかれたもの。立たち場ばが上うえの人ひとからの命めい令れいが記しるされた書しょ類るい。（12）海うみに住すんでいる蛇へび。（13）尊とうとい人ひと（特とくに仏ほとけ様さま）の体からだから発はっせされる光ひかり。（14）丁てい寧ねいで礼れい儀ぎ正ただしく。（15）読よみ物ものの本ほん。教きょう科か書しょ・入にゅう門もん書しょ。（16）おそらく。さぞかし。（17）控ひかえ目めな態たい度どをとること。










よだかの星ほし




　よ（１）だかは、実じつにみにくい鳥とりです。

　顔かおは、ところどころ、みそをつけたようにまだらで、くちばしは、ひらたくて、耳みみまでさけています。

　足あしは、まるでよぼよぼで、（２）一いっ間けんとも歩あるけません。

　ほかの鳥とりは、もう、よだかの顔かおを見みただけでも、いやになってしまうという具ぐ合あいでした。

　たとえば、ひばりも、あまり美うつくしい鳥とりではありませんが、よだかよりは、ずっと上うえだと思おもっていましたので、夕ゆう方がたなど、よだかにあうと、さ（３）もさもいやそうに、し（４）んねりと目めをつぶりながら、首くびをそっぽへ向むけるのでした。もっとちいさなおしゃべりの鳥とりなどは、いつでもよだかのまっこうから悪わる口ぐちをしました。

「ヘン。また出でて来きたね。まあ、あのざまをごらん。ほんとうに、鳥とりの仲なか間まのつらよごしだよ」

「ね、まあ、あのくちのおおきいことさ。きっと、かえるの親しん類るいか何なにかなんだよ」

　こんな調ちょう子しです。おお、よだかでないただのたかならば、こんな生なまはんかのちいさい鳥とりは、もう名な前まえを聞きいただけでも、ぶるぶるふるえて、顔かお色いろを変かえて、からだをちぢめて、木この葉はのかげにでもかくれたでしょう。ところがよだかは、ほんとうはたかの兄弟きょうだいでも親しん類るいでもありませんでした。かえって、よだかは、あの美うつくしいかわせみや、鳥とりの中なかの宝ほう石せきのような（５）蜂はちすずめの兄にいさんでした。蜂はちすずめは花はなの蜜みつをたべ、かわせみはお魚さかなを食たべ、よだかは羽は虫むしをとってたべるのでした。それによだかには、するどい爪つめもするどいくちばしもありませんでしたから、どんなに弱よわい鳥とりでも、よだかをこわがるはずはなかったのです。

　それなら、たかという名なのついたことは不ふ思し議ぎなようですが、これは、一ひとつはよだかのはねがむやみに強つよくて、風かぜを切きってかけるときなどは、まるでたかのように見みえたことと、も一ひとつはなきごえがするどくて、やはりどこかたかに似にていたためです。もちろん、たかは、これをひじょうに気きにかけて、いやがっていました。それですから、よだかの顔かおさえ見みると、肩かたをいからせて、早はやく名な前まえをあらためろ、名な前まえをあらためろと、いうのでした。

　ある夕ゆう方がた、とうとう、たかがよだかのうちへやって参まいりました。

「おい。いるかい。まだお前まえは名な前まえをかえないのか。ずいぶんお前まえも恥はじ知しらずだな。お前まえとおれでは、よっぽど人じん格かくがちがうんだよ。たとえばおれは、青あおい空そらをどこまででも飛とんで行いく。おまえは、曇くもってうすぐらい日ひか、夜よるでなくちゃ、出でて来こない。それから、おれのくちばしやつめを見みろ。そして、よくお前まえのとくらべて見みるがいい」

「たかさん。それはあんまり無む理りです。私わたしの名な前まえは私わたしが勝かっ手てにつけたのではありません。神かみさまから下くださったのです」

「いいや。おれの名ななら、神かみさまからもらったのだといってもよかろうが、お前まえのは、いわば、おれと夜よると、両りょう方ほうから借かりてあるんだ。さあ返かえせ」

「たかさん。それは無む理りです」

「無む理りじゃない。おれがいい名なを教おしえてやろう。市いち蔵ぞうというんだ。市いち蔵ぞうとな。いい名なだろう。そこで、名な前まえを変かえるには、改かい名めいの披ひ露ろうというものをしないといけない。いいか。それはな、首くびへ市いち蔵ぞうと書かいたふだをぶらさげて、私わたしは以い来らい、市いち蔵ぞうと申もうしますと、（６）口こう上じょうをいって、みんなの所ところをおじぎしてまわるのだ」

「そんなことはとても出で来きません」

「いいや。出で来きる。そうしろ。もしあさっての朝あさまでに、お前まえがそうしなかったら、もうすぐ、つかみ殺ころすぞ。つかみ殺ころしてしまうから、そう思おもえ。おれはあさっての朝あさ早はやく、鳥とりのうちを一いっ軒けんずつまわって、お前まえが来きたかどうかを聞きいてあるく。一いっ軒けんでも来こなかったという家いえがあったら、もう貴き様さまもその時ときがおしまいだぞ」

「だってそれはあんまり無む理りじゃありませんか。そんなことをする位くらいなら、私わたしはもう死しんだ方ほうがましです。今いますぐ殺ころして下ください」

「まあ、よく、あとで考かんがえてごらん。市いち蔵ぞうなんてそんなにわるい名なじゃないよ」

　たかは大おおきなはねをいっぱいにひろげて、自じ分ぶんの巣すの方ほうへ飛とんで帰かえって行いきました。

　よだかは、じっと目めをつぶって考かんがえました。

（いったい僕ぼくは、なぜこうみんなにいやがられるのだろう。僕ぼくの顔かおは、みそをつけたようで、口くちは裂さけてるからなあ。それだって、僕ぼくは今いままで、なんにも悪わるいことをしたことがない。赤あかん坊ぼうのめじろが巣すから落おちていたときは、助たすけて巣すへ連つれて行いってやった。そしたらめじろは、赤あかん坊ぼうをまるでぬす人びとからでもとりかえすように僕ぼくからひきはなしたんだなあ。それからひどく僕ぼくを笑わらったっけ。それにああ、今こん度どは市いち蔵ぞうだなんて、首くびへふだをかけるなんて、つらいはなしだなあ）

　あたりは、もううすくらくなっていました。よだかは巣すから飛とび出だしました。雲くもが意い地じ悪わるく光ひかって、低ひくくたれています。よだかはまるで雲くもとすれすれになって、音おとなく空そらを飛とびまわりました。

　それからにわかによだかは口くちを大おおきくひらいて、はねをまっすぐに張はって、まるで矢やのように空そらをよこぎりました。小ちいさな羽は虫むしが幾いく匹ひきも幾いく匹ひきもそののどにはいりました。

　からだがつちにつくかつかないうちに、よだかはひらりとまた空そらへはねあがりました。もう雲くもはねずみ色いろになり、向むこうの山やまには山やま焼やけの火ひがまっ赤かです。

　よだかが思おもい切きって飛とぶときは、空そらがまるで二ふたつに切きれたように思おもわれます。一いっ匹ぴきのかぶとむしが、よだかののどにはいって、ひどくもがきました。よだかはすぐそれをのみこみましたが、その時ときなんだかせなかがぞっとしたように思おもいました。

　雲くもはもうまっくろく、東ひがしの方ほうだけ山やま焼やけの火ひが赤あかくうつって、恐おそろしいようです。よだかはむねがつかえたように思おもいながら、また空そらへのぼりました。

　また一いっ匹ぴきのかぶとむしが、よだかののどに、はいりました。そしてまるでよだかののどをひっかいてばたばたしました。よだかはそれを無む理りにのみこんでしまいましたが、その時とき、急きゅうに胸むねがどきっとして、よだかは大おお声ごえをあげて泣なき出だしました。泣なきながらぐるぐるぐるぐる空そらをめぐったのです。

（ああ、かぶとむしや、たくさんの羽は虫むしが、毎まい晩ばん僕ぼくに殺ころされる。そしてそのただ一ひとつの僕ぼくがこんどはたかに殺ころされる。それがこんなにつらいのだ。ああ、つらい、つらい。僕ぼくはもう虫むしをたべないで飢うえて死しのう。いやその前まえに、もうたかが僕ぼくを殺ころすだろう。いや、その前まえに、僕ぼくは遠とおくの遠とおくの空そらの向むこうに行いってしまおう）

　山やま焼やけの火ひは、だんだん水みずのように流ながれてひろがり、雲くもも赤あかく燃もえているようです。

　よだかはまっすぐに、弟おとうとのかわせみの所ところへ飛とんで行いきました。きれいなかわせみも、ちょうど起おきて遠とおくの山やま火か事じを見みていたところでした。そしてよだかの降おりて来きたのを見みていいました。

「兄にいさん。今こん晩ばんは。なにか急きゅうのご用ようですか」

「いいや、僕ぼくは今こん度ど遠とおい所ところへ行いくからね、その前まえちょっとお前まえに会あいに来きたよ」

「兄にいさん。行いっちゃいけませんよ。蜂はちすずめもあんな遠とおくにいるんですし、僕ぼくひとりぼっちになってしまうじゃありませんか」

「それはね。どうも仕し方かたないのだ。もう今日きょうはなにもいわないでくれ。そしてお前まえもね、どうしてもとらなければならない時ときのほかは、いたずらにお魚さかなをとったりしないようにしてくれ。ね、さよなら」

「兄にいさん。どうしたんです。まあ、もうちょっとお待まちなさい」

「いや、いつまでいてもおんなじだ。蜂はちすずめへ、あとでよろしくいってやってくれ。さよなら。もう会あわないよ。さよなら」

　よだかは泣なきながら自じ分ぶんのお家うちへ帰かえって参まいりました。みじかい夏なつの夜よるはもう明あけかかっていました。

　しだの葉はは、よあけの霧きりを吸すって、青あおくつめたくゆれました。よだかは高たかくきしきしきしと鳴なきました。そして巣すの中なかをきちんとかたづけ、きれいにからだ中じゅうのはねや毛けをそろえて、また巣すから飛とび出だしました。

　霧きりがはれて、お日ひさまがちょうど東ひがしからのぼりました。よだかはぐらぐらするほどまぶしいのをこらえて、矢やのように、そっちへ飛とんで行いきました。

「お日ひさん、お日ひさん。どうぞ私わたしをあなたの所ところへ連つれてって下ください。やけて死しんでもかまいません。私わたしのようなみにくいからだでも、やけるときには小ちいさなひかりを出だすでしょう。どうか私わたしを連つれてって下ください」

　行いっても行いっても、お日ひさまは近ちかくなりませんでした。かえってだんだん小ちいさく遠とおくなりながらお日ひさまがいいました。

「お前まえはよだかだな。なるほど、ずいぶんつらかろう。今こん度ど空そらを飛とんで、星ほしにそうたのんでごらん。お前まえはひるの鳥とりではないのだからな」

　よだかはおじぎを一ひとつしたと思おもいましたが、急きゅうにぐらぐらしてとうとう野の原はらの草くさの上うえに落おちてしまいました。そしてまるで夢ゆめを見みているようでした。からだがずうっと赤あかや黄きの星ほしのあいだをのぼって行いったり、どこまでも風かぜに飛とばされたり、またたかが来きて、からだをつかんだりしたようでした。

　つめたいものがに（７）わかに顔かおに落おちました。よだかは目めをひらきました。一いっ本ぽんの若わかいすすきの葉はから露つゆがしたたったのでした。もうすっかり夜よるになって、空そらは青あおぐろく、一いち面めんの星ほしがまたたいていました。よだかは空そらへ飛とびあがりました。今こん夜やも山やま焼やけの火ひはまっかです。よだかはその火ひのかすかな照てりと、つめたい星ほしあかりの中なかを飛とびめぐりました。それからもう一いっぺん飛とびめぐりました。そして思おもい切きって西にしの空そらのあの美うつくしいオリオンの星ほしの方ほうに、まっすぐに飛とびながら叫さけびました。

「お星ほしさん。西にしの青あおじろいお星ほしさん。どうか私わたしをあなたのところへ連つれてって下ください。やけて死しんでもかまいません」

　オリオンは勇いさましい歌うたをつづけながら、よだかなどはてんで相あい手てにしませんでした。よだかは泣なきそうになって、よろよろと落おちて、それからやっとふみとまって、もう一いっぺん飛とびめぐりました。それから、南みなみの大おお犬いぬ座ざの方ほうへまっすぐに飛とびながら叫さけびました。

「お星ほしさん。南みなみの青あおいお星ほしさん。どうか私わたしをあなたの所ところへ連つれてって下ください。やけて死しんでもかまいません」

　大おお犬いぬは青あおや紫むらさきや黄きや美うつくしくせわしくまたたきながらいいました。

「馬ば鹿かをいうな。おまえなんかいったいどんなものだい。たかが鳥とりじゃないか。おまえのはねでここまで来くるには、億おく年ねん兆ちょう年ねん億おく兆ちょう年ねんだ」

　そしてまた別べつの方ほうを向むきました。

　よだかはがっかりして、よろよろ落おちて、それからまた二にへん飛とびめぐりました。それからまた思おもい切きって北きたの大おお熊ぐま星ぼしの方ほうへまっすぐに飛とびながら叫さけびました。

「北きたの青あおいお星ほしさま、あなたの所ところへどうか私わたしを連つれてって下ください」

　大おお熊ぐま星ぼしはしずかにいいました。

「余よ計けいなことを考かんがえるものではない。少すこし頭あたまをひやして来きなさい。そういうときは、氷ひょう山ざんの浮ういている海うみの中なかへ飛とび込こむか、近ちかくに海うみがなかったら、氷こおりを浮うかべたコップの水みずの中なかへ飛とび込こむのが（８）一いっ等とうだ」

　よだかはがっかりして、よろよろ落おちて、それからまた、四よんへん空そらをめぐりました。そしてもう一いち度ど、東ひがしから今いまのぼった天あまの川がわの向むこう岸ぎしのわしの星ほしに叫さけびました。

「東ひがしの白しろいお星ほしさま、どうか私わたしをあなたの所ところへ連つれてって下ください。やけて死しんでもかまいません」

　わしは（９）大おお風ふうにいいました。

「いいや、とてもとても、話はなしにもなんにもならん。星ほしになるには、それ相そう応おうの身み分ぶんでなくちゃいかん。またよほど金かねもいるのだ」

　よだかはもうすっかり力ちからを落おとしてしまって、はねを閉とじて、地ちに落おちて行いきました。そしてもう（10）一いっ尺しゃくで地じ面めんにその弱よわい足あしがつくというとき、よだかはにわかにのろしのように空そらへ飛とびあがりました。空そらのなかほどへ来きて、よだかはまるでわしが熊くまを襲おそうときするように、ぶるっとからだをゆすって毛けをさかだてました。

　それからキシキシキシキシキシッと高たかく高たかく叫さけびました。その声こえはまるでたかでした。野の原はらや林はやしにねむっていたほかの鳥とりは、みんな目めをさまして、ぶるぶるふるえながら、いぶかしそうに星ほし空ぞらを見みあげました。

　よだかは、どこまでも、どこまでも、まっすぐに空そらへのぼって行いきました。もう山やま焼やけの火ひはたばこの吸すい殻がらのくらいにしか見みえません。よだかはのぼってのぼって行いきました。

　寒さむさにいきは、むねに白しろく凍こおりました。空くう気きがうすくなったために、はねをそれはそれはせわしくうごかさなければなりませんでした。

　それだのに、ほしの大おおきさは、さっきと少すこしも変かわりません。つくいきはふ（11）いごのようです。寒さむさや霜しもがまるで剣つるぎのようによだかを刺さしました。よだかははねがすっかりしびれてしまいました。そしてなみだぐんだ目めをあげて、もう一いっぺん空そらを見みました。そうです。これがよだかの最さい後ごでした。もうよだかは落おちているのか、のぼっているのか、さかさになっているのか、上うえを向むいているのかも、わかりませんでした。ただこころもちはやすらかに、その血ちのついた大おおきなくちばしは、横よこにまがってはいましたが、たしかに少すこしわらっておりました。

　それからしばらくたって、よだかははっきりまなこをひらきました。そして自じ分ぶんのからだがいま（12）燐りんの火ひのような青あおい美うつくしい光ひかりになって、しずかに燃もえているのを見みました。

　すぐとなりは、カシオピア座ざでした。天あまの川がわの青あおじろいひかりが、すぐうしろになっていました。

　そしてよだかの星ほしは燃もえつづけました。いつまでもいつまでも燃もえつづけました。

　今いまでもまだ燃もえています。
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（１）おもに夜よるに活かつ動どうし、虫むしを食たべる鳥とり。（２）昔むかしの長ながさの単たん位い。約やく１・８メートル。（３）いかにも。（４）はきはきしない様よう子す。（５）はちどりのこと。鳥とりの中なかでいちばん小ちいさい種しゅ類るい。（６）口くちでいうこと。説せつ明めいなどを述のべること。（７）急きゅうに。（８）一いち番ばんだ。（９）えらそうに。（10）長ながさの単たん位い。１尺しゃくは約やく３分ぶんの１メートル。（11）空くう気きを送おくり込こむ道どう具ぐ。ここでは息いきの激はげしさの例たとえ。（12）沼ぬまや沢さわで自し然ぜんに燃もえる火ひ。鬼おに火びとも呼よぶ。










土つち神がみときつね




（一）




　一いっ本ぽん木ぎの野の原はらの、北きたのはずれに、少すこし小こ高だかく盛もりあがった所ところがありました。い（１）のころぐさがいっぱいに生はえ、そのまん中なかには一いっ本ぽんのきれいな女おんなのか（２）ばの木きがありました。

　それはそんなに大おおきくはありませんでしたが幹みきはてかてか黒くろく光ひかり、枝えだは美うつくしく伸のびて、五ご月がつには白しろい花はなを雲くものようにつけ、秋あきは黄おう金ごんや紅あかやいろいろの葉はを降ふらせました。

　ですから渡わたり鳥どりのかっこうやも（３）ずも、また小ちいさなみ（４）そさざいやめ（５）じろも、みんなこの木きに止とまりました。ただもしも若わかいたかなどが来きているときは、小ちいさな鳥とりは遠とおくからそれを見みつけて決けっして近ちかくへ寄よりませんでした。

　この木きに二人ふたりの友とも達だちがありました。一人ひとりはちょうど、五ご百ひゃっ歩ぽばかり離はなれたぐちゃぐちゃの谷や地ちの中なかに住すんでいる土つち神がみで、一人ひとりはいつも野の原はらの南みなみの方ほうからやって来くる茶ちゃいろのきつねだったのです。

　かばの木きはどちらかといえばきつねの方ほうがすきでした。なぜなら土つち神がみの方ほうは神かみという名なこそついてはいましたが、ごく乱らん暴ぼうで髪かみもぼろぼろの（６）木も綿めん糸いとの束たばのよう、眼めも赤あかく、きものだってまるでわかめに似に、いつもはだしで爪つめも黒くろく長ながいのでした。ところがきつねの方ほうはたいへんに上じょう品ひんな風ふうで滅めっ多たに人ひとを怒おこらせたり気きにさわるようなことをしなかったのです。

　ただもしよくよくこの二人ふたりをくらべて見みたら土つち神がみの方ほうは正しょう直じきで、きつねは少すこし不ふ正しょう直じきだったかも知しれません。







（１）ネコジャラシとも呼よばれる雑ざっ草そう。（２）白しらかば。薄うすい樹じゅ皮ひが独どく特とくな木き。（３）（４）（５）それぞれ鳥とりの種しゅ類るいの名な前まえ。（６）綿めん花かを紡つむいで作つくった糸いと。







（二）




　夏なつのはじめのある晩ばんでした。かばには新あたらしい柔やわらかな葉はがいっぱいについて、いいかおりがそこら中じゅういっぱい、空そらにはもう天あまの川がわがしらしらと渡わたり、星ほしはいちめんふるえたりゆれたり灯ともったり消きえたりしていました。

　その下したをきつねが詩し集しゅうをもって遊あそびに行いったのでした。（１）仕し立たておろしの紺こんの背せ広びろを着き、赤（２）あか革がわの靴くつもキッキッと鳴なったのです。

「実じつにしずかな晩ばんですねえ」

「ええ」

　かばの木きはそっと返へん事じをしました。

「さそりぼしが向むこうをはっていますね。あの赤あかい大おおきなやつを、昔むかしは（３）支し那なでは火かと言いったんですよ」

「火か星せいとはちがうんでしょうか」

「火か星せいとはちがいますよ。火か星せいは惑わく星せいですね、ところがあいつは立りっ派ぱな恒こう星せいなんです」

「惑わく星せい、恒こう星せいってどういうんですの」

「惑わく星せいというのはですね、自じ分ぶんで光ひからないやつです。つまりほかから光ひかりを受うけてやっと光ひかるように見みえるんです。恒こう星せいの方ほうは自じ分ぶんで光ひかるやつなんです。お日ひさまなんかはもちろん恒こう星せいですね。あんなに大おおきくてまぶしいんですが、もし途と方ほうもない遠とおくから見みたらやっぱり小ちいさな星ほしに見みえるんでしょうね」

「まあ、お日ひさまも星ほしのうちだったんですわね。そうして見みると空そらにはずいぶんたくさんのお日ひさまが、あら、お星ほしさまが、あらやっぱり変へんだわ、お日ひさまがあるんですね」

　きつねはお（４）うように笑わらいました。

「まあそうです」

「お星ほしさまにはどうして、ああ赤あかいのや黄きのや緑みどりのやあるんでしょうね」

　きつねはまたおうように笑わらって腕うでを高たかく組くみました。詩し集しゅうはぷらぷらしましたが、なかなかそれで落おちませんでした。

「星ほしに橙だいだいや青あおやいろいろある訳わけですか。それはこうです。全ぜん体たい星ぼしというものははじめはぼんやりした雲くものようなもんだったんです。いまの空そらにもたくさんあります。たとえばアンドロメダにもオリオンにも猟りょう犬けん座ざにもみんなあります。猟りょう犬けん座ざのは渦うず巻まきです。それから環状星雲（５）リングネビュラというのもあります。魚さかなの口くちの形かたちですから魚口星雲フィッシュマウスネビュラとも言いいますね。そんなのが今いまの空そらにもたくさんあるんです」

「まあ、あたしいつか見みたいわ。魚さかなの口くちの形かたちの星ほしだなんて、まあどんなに立りっ派ぱでしょう」

「それは立りっ派ぱですよ。僕ぼく、（６）水みず沢さわの天てん文もん台だいで見みましたがね」

「まあ、あたしも見みたいわ」

「見みせてあげましょう。僕ぼく、実じつは望ぼう遠えん鏡きょうをドイツのツ（７）ァイスに注ちゅう文もんしてあるんです。来らい年ねんの春はるまでには来きますから、来きたらすぐ見みせてあげましょう」

　きつねは思おもわずこう言いってしまいました。そしてすぐ考かんがえたのです。ああ僕ぼくはたった一人ひとりのお友とも達だちにまたつい偽うそを言いってしまった。ああ僕ぼくは本ほん当とうにだめなやつだ。けれども決けっして悪わるい気きで言いったんじゃない。よろこばせようと思おもって言いったんだ。あとですっかり本ほん当とうのことを言いってしまおう、きつねはしばらくしんとしながらこう考かんがえていたのでした。かばの木きはそんなことも知しらないでよろこんで言いいました。

「まあ嬉うれしい。あなた本ほん当とうにいつでも親しん切せつだわ」

　きつねは少すこししょげながら答こたえました。

「ええ、そして僕ぼくはあなたのためならば、ほかのどんなことでもやりますよ。この詩し集しゅう、ごらんなさいませんか。ハ（８）イネという人ひとのですよ。翻ほん訳やくですけれどもなかなかよくできてるんです」

「まあ、お借かりしていいんでしょうかしら」

「構かまいませんとも。どうかゆっくりごらんなすって。じゃ僕ぼくもう失しつ礼れいします。はてな、なにか言いい残のこしたことがあるようだ」

「お星ほしさまのいろのことですわ」

「ああそうそう、だけどそれは今こん度どにしましょう。僕ぼくあんまり永ながくおじゃましちゃいけないから」

「あら、いいんですよ」

「僕ぼくまた来きますから、じゃさよなら。本ほんはあげてきます。じゃ、さよなら」

　きつねはいそがしく帰かえって行いきました。そしてかばの木きはその時とき吹ふいて来きた南みなみ風かぜにざわざわ葉はを鳴ならしながら、きつねの置おいて行いった詩し集しゅうをとりあげて天あまの川がわやそらいちめんの星ほしから来くるかすかなあかりにすかしてページを繰くりました。そのハイネの詩し集しゅうにはロ（９）ウレライやさまざま美うつくしい歌うたがいっぱいにあったのです。そしてかばの木きは一ひと晩ばん中じゅうよみ続つづけました。ただその野の原はらの三さん時じすぎ、東ひがしから（10）金きん牛ぎゅう宮きゅうののぼるころ、少すこしとろとろしただけでした。

　夜よがあけました。太たい陽ようがのぼりました。

　草くさには露つゆがきらめき花はなはみな力ちからいっぱい咲さきました。

　その東とう北ほくの方ほうから、とけた銅どうの汁しるをからだ中じゅうにかぶったように朝あさ日ひをいっぱいに浴あびて、土つち神がみがゆっくりゆっくりやって来きました。いかにも分ふん別べつくさそうに腕うでをこまねきながらゆっくりゆっくりやって来きたのでした。

　かばの木きはなんだか少すこし困こまったように思おもいながら、それでも青あおい葉はをきらきらと動うごかして土つち神がみの来くる方ほうを向むきました。その影かげは草くさに落おちて、ちらちらちらちらゆれました。土つち神がみはしずかにやって来きてかばの木きの前まえに立たちました。

「かばの木きさん。おはよう」

「おはようございます」

「わしはね、どうも考かんがえてみるとわからんことがたくさんある、なかなかわからんことが多おおいもんだね」

「まあ、どんなことでございますの」

「たとえばだね、草くさというものは黒くろい土つちから出でるのだがなぜこう青あおいもんだろう。黄きや白しろの花はなさえ咲さくんだ。どうもわからんねえ」

「それは草くさの種しゅ子しが青あおや白しろをもっているためではないでございましょうか」

「そうだ。まあそう言いえばそうだが、それでもやっぱりわからんな。たとえば秋あきのきのこのようなものは種しゅ子しもなし、まったく土つちの中なかからばかり出でて行いくもんだ、それにもやっぱり赤あかや黄きいろやいろいろある、わからんねえ」

「きつねさんにでも聞きいてみましたら、いかがでございましょう」

　かばの木きはうっとり昨夜ゆうべの星ほしのはなしを思おもっていましたので、ついこう言いってしまいました。

　このことばを聞きいて土つち神がみはにわかに顔かおいろを変かえました。そしてこぶしを握にぎりました。

「なんだ。きつね？　きつねがなにを言いいおった」

　かばの木きはおろおろ声ごえになりました。

「なにもおっしゃったんではございませんが、ちょっとしたらご存ぞん知じかと思おもいましたので」

「きつねなんぞに神かみが物ものを教おそわるとはいったいなんたることだ。えい」

　かばの木きはもうすっかり恐こわくなって、ぷりぷりぷりぷりゆれました。土つち神がみは歯はをきしきしかみながら高たかく腕うでを組くんでそこらを歩あるきまわりました。その影かげはまっ黒くろに草くさに落おち、草くさも恐おそれてふるえたのです。

「きつねのごときは実じつに世よの害がい悪あくだ。ただ一ひと言こともまことはなく、ひきょうでおくびょうでそれに非ひ常じょうにねたみ深ぶかいのだ。うぬ、畜ちく生しょうの分ぶん際ざいとして」

　かばの木きはやっと気きをとり直なおして言いいました。

「もうあなたの方ほうのお祭まつりも近ちかづきましたね」

　土つち神がみは少すこし顔かおいろを和やわらげました。

「そうじゃ。今日きょうは五ご月がつ三みっ日か、あと六むい日かだ」

　土つち神がみはしばらく考かんがえていましたが、にわかにまた声こえをあららげました。

「しかしながら人にん間げんどもは（11）不ふ届とどきだ。近ちか頃ごろはわしの祭まつりにも（12）供く物もつ一ひとつ持もって来こん、おのれ、今こん度どわしの領りょう分ぶんに最さい初しょに足あしを入いれたものは、きっと泥どろの底そこに引ひきずり込こんでやろう」

　土つち神がみはまたきりきり歯はがみしました。

　かばの木きはせっかくなだめようと思おもって言いったことが、またもやかえってこんなことになったので、もうどうしたらいいかわからなくなり、ただちらちらとその葉はを風かぜにゆすっていました。土つち神がみは日にっ光こうを受うけてまるで燃もえるようになりながら高たかく腕うでを組くみ、キリキリ歯はがみをしてその辺へんをうろうろしていましたが、考かんがえれば考かんがえるほどなにもかもしゃくにさわって来くるらしいのでした。そしてとうとうこらえ切きれなくなって、吠ほえるようにうなって荒あら々あらしく自じ分ぶんの谷や地ちに帰かえって行いったのでした。







（１）仕し立たて上あげたばかりの衣い服ふく。（２）赤あかく染そめたなめし革かわ。（３）中ちゅう国ごくの昔むかしの呼よび名な。（４）おおらかでゆったりとした態たい度ど。（５）琴こと座ざにある惑わく星せい状じょうの星せい雲うん。（６）岩いわ手て県けん水みず沢さわにあった緯い度ど観かん測そく所じょ。（７）天てん体たい望ぼう遠えん鏡きょうなどを製せい造ぞうしていたドイツのカール・ツァイス社しゃのこと。（８）19世せい紀きに活かつ躍やくしたドイツの詩し人じん、ハインリヒ・ハイネ。（９）ローレライ。漁りょう師しを歌うたで誘ゆう惑わくして破は滅めつにみちびく水みずの精せい。（10）牡お牛うし座ざのこと。（11）気きづかいが足たりないこと。（12）神かみ様さまなどに捧ささげられる贈おくり物もの。







（三）




　土つち神がみのすんでいる所ところは小ちいさな競けい馬ば場じょうぐらいある、冷つめたい湿しっ地ちでこけやからくさやみじかいあ（１）しなどが生はえていましたが、また所ところ々どころにはあ（２）ざみやせいの低ひくいひどくねじれたやなぎなどもありました。

　水みずがじめじめしてその表ひょう面めんにはあちこち赤あかい鉄てつの（３）渋しぶが湧わきあがり、見みるからどろどろで気き味みも悪わるいのでした。

　そのまん中なかの小ちいさな島しまのようになった所ところに、丸まる太たでこしらえた高たかさ（４）一いっ間けんばかりの土つち神がみのほ（５）こらがあったのです。

　土つち神がみはその島しまに帰かえって来きてほこらの横よこに長なが々ながと寝ねそべりました。そして黒くろいやせた脚あしをがりがりかきました。土つち神がみは一いち羽わの鳥とりが自じ分ぶんの頭あたまの上うえをまっすぐにかけて行いくのを見みました。すぐ土つち神がみは起おきなおって「しっ」と叫さけびました。鳥とりはびっくりしてよろよろっと落おちそうになり、それからまるではねもなにもしびれたようにだんだん低ひくく落おちながら向むこうへ逃にげて行いきました。

　土つち神がみは少すこし笑わらって起おきあがりました。けれどもまたすぐ向むこうのかばの木きの立たっている高たかみの方ほうを見みると、はっと顔かおいろを変かえて棒ぼう立だちになりました。それからいかにもむしゃくしゃするという風ふうに、そのぼろぼろの髪かみ毛けを両りょう手てでかきむしっていました。

　その時とき谷や地ちの南みなみの方ほうから一人ひとりの木きこりがやって来きました。三みつ森もり山やまの方ほうへ稼かせぎに出でるらしく、谷や地ちのふちに沿そった細ほそい路みちを大おお股またに行いくのでしたが、やっぱり土つち神がみのことは知しっていたと見みえて、時とき々どき、（６）気きづかわしそうに土つち神がみのほこらの方ほうを見みていました。けれども木きこりには土つち神がみの形かたちは見みえなかったのです。

　土つち神がみはそれを見みるとよろこんでぱっと顔かおをほてらせました。それから右みぎ手てをそっちへ突つき出だして、左ひだり手てでその右みぎ手ての手て首くびをつかみ、こっちへ引ひき寄よせるようにしました。すると奇（７）き体たいなことは、木きこりはみちを歩あるいていると思おもいながらだんだん谷や地ちの中なかに踏ふみ込こんで来くるようでした。それからびっくりしたように足あしが早はやくなり、顔かおも青あおざめて口くちをあいて息いきをしました。土つち神がみは右みぎ手てのこぶしをゆっくりぐるっとまわしました。すると木きこりはだんだんぐるっと円まるくまわって歩あるいていましたが、いよいよひどくあわてだして、まるではあはあはあはあしながらなんべんも同おなじ所ところをまわり出だしました。なんでも早はやく谷や地ちからにげて出でようとするらしいのでしたが、あせってもあせっても同おなじ所ところをまわっているばかりなのです。とうとう木きこりはおろおろ泣なき出だしました。そして両りょう手てをあげて走はしり出だしたのです。

　土つち神がみはいかにもうれしそうに、にやにやにやにや笑わらって寝ねそべったままそれを見みていましたが、間まもなく木きこりがすっかりのぼせて疲つかれてばたっと水みずの中なかに倒たおれてしまいますと、ゆっくりと立たちあがりました。そしてぐちゃぐちゃ大おお股またにそっちへ歩あるいて行いって、倒たおれている木きこりのからだを向むこうの草くさはらの方ほうへぽんと投なげ出だしました。木きこりは草くさの中なかにどしりと落おちてううんと言いいながら少すこし動うごいたようでしたが、まだ気きがつきませんでした。

　土つち神がみは大おお声ごえに笑わらいました。その声こえはあやしい波なみになって空そらの方ほうへ行いきました。

　空そらへ行いった声こえはまもなくそっちからはねかえって、ガサリとかばの木きの所ところにも落おちて行いきました。かばの木きははっと顔かおいろを変かえて日にっ光こうに青あおくすきとおり、せわしくせわしくふるえました。

　土つち神がみはたまらなそうに両りょう手てで髪かみをかきむしりながらひとりで考かんがえました。おれのこんなに面白おもしろくないというのは第だい一いちはきつねのためだ。きつねのためよりはかばの木きのためだ。きつねとかばの木きとのためだ。けれどもかばの木きの方ほうは、おれは怒おこってはいないのだ。かばの木きを怒おこらないためにおれはこんなにつらいのだ。かばの木きさえどうでもよければ、きつねなどはなおさらどうでもいいのだ。おれはいやしいけれどもとにかく神かみの分ぶん際ざいだ。それにきつねのことなどを気きにかけなければならないというのは情なさけない。それでも気きにかかるから仕し方かたない。かばの木きのことなどは忘わすれてしまえ。ところがどうしても忘わすれられない。今朝けさは青あおざめてふるえたぞ。あの立りっ派ぱだったこと、どうしても忘わすられない。おれはむしゃくしゃまぎれに、あんなあわれな人にん間げんなどをいじめたのだ。けれども仕し方かたない。誰だれだってむしゃくしゃしたときはなにをするかわからないのだ。

　土つち神がみはひとりで切せつながってばたばたしました。空そらをまた一いっ匹ぴきのたかがかけて行いきましたが、土つち神がみは今こん度どはなんとも言いわずだまってそれを見みました。

　ずうっとずうっと遠とおくで（８）騎き兵へいの演えん習しゅうらしいパチパチパチパチ塩しおのはぜるような鉄てっ砲ぽうの音おとが聞きこえました。そらから青あおびかりがどくどくと野の原はらに流ながれて来きました。それをのんだためか、さっきの草くさの中なかに投なげ出だされた木きこりはやっと気きがついて、おずおずと起おきあがりしきりにあたりを見みまわしました。

　それからにわかに立たって一いち目もく散さんに逃にげ出だしました。三みつ森もり山やまの方ほうへまるで一いち目もく散さんに逃にげました。

　土つち神がみはそれを見みて、また大おおきな声こえで笑わらいました。その声こえはまた青あおぞらの方ほうまで行いき、途と中ちゅうから、バサリとかばの木きの方ほうへ落おちました。

　かばの木きはまた、はっと葉はのいろをかえ、見みえないくらいこまかくふるいました。

　土つち神がみは自じ分ぶんのほこらのまわりを、うろうろうろうろなんべんも歩あるきまわってからやっと気きがしずまったと見みえて、すっと形かたちを消けし、とけるようにほこらの中なかへ入はいって行いきました。







（１）水みずのある場ば所しょに茂しげみを作つくる植しょく物ぶつ。（２）ギザギザした葉はと小ちいさな筒つつ状じょうの花はなが集あつまり四よんセンチほどの大おおきさになる花はなが特とく徴ちょうの植しょく物ぶつ。（３）水みずなどのあか。さび。（４）長ながさの単たん位い。１間けんは約やく１・８メートル。（５）神かみ様さまを祭まつるための建たて物もの。（６）心しん配ぱいそうに。（７）奇き妙みょう。（８）馬うまなどの動どう物ぶつに乗のって戦たたかう兵へい士し。







（四）




　八はち月がつのある霧きりの深ふかい晩ばんでした。土つち神がみはなんとも言いえずさびしくて、それにむしゃくしゃして仕し方かたないのでふらっと自じ分ぶんのほこらを出でました。足あしはいつの間まにか、あのかばの木きの方ほうへ向むかっていたのです。本ほん当とうに土つち神がみはかばの木きのことを考かんがえると、なぜか胸むねがどきっとするのでした。そしてたいへんに切せつなかったのです。このごろはたいへんに心こころ持もちが変かわってよくなっていたのです。ですからなるべくきつねのことなど、かばの木きのことなど考かんがえたくないと思おもったのでしたが、どうしてもそれが思おもえて仕し方かたありませんでした。

　おれはいやしくも神かみじゃないか、一いっ本ぽんのかばの木きがおれになんのあ（１）たいがあると、毎まい日にち毎まい日にち土つち神がみは繰くり返かえして自じ分ぶんで自じ分ぶんに教おしえました。それでもどうしてもかなしくて仕し方かたなかったのです。ことにちょっとでもあのきつねのことを思おもい出だしたら、まるでからだがやけるくらいつらかったのです。

　土つち神がみはいろいろ深ふかく考かんがえ込こみながらだんだんかばの木きの近ちかくに参まいりました。そのうちとうとう、はっきり自じ分ぶんがかばの木きのとこへ行いこうとしているのだということに気きがつきました。するとにわかに心こころ持もちがおどるようになりました。ずいぶんしばらく行いかなかったのだから、ことによったらかばの木きは自じ分ぶんを待まっているのかも知しれない、どうもそうらしい、そうだとすればたいへんに気きの毒どくだというような考かんがえが強つよく土つち神がみに起おこって来きました。土つち神がみは草くさをどしどし踏ふみ胸むねを踊おどらせながら大おお股またに歩あるいて行いきました。ところがその強つよい足あしなみもいつかよろよろしてしまい、土つち神がみはまるで頭あたまから青あおいいろのかなしみを浴あびてつっ立たたなければなりませんでした。それはきつねが来きていたのです。もうすっかり夜よるでしたが、ぼんやり月つきのあかりによどんだ霧きりの向むこうからきつねの声こえが聞きこえて来くるのでした。

「ええ、もちろんそうなんです。器き械かい的てきに対たい称しょうの法ほう則そくにばかりか（２）なっているからって、それで美うつくしいというわけにはいかないんです。それは死しんだ美びです」

「まったくそうですわ」

　しずかなかばの木きの声こえがしました。

「本ほん当とうの美びはそんな固こ定ていした化か石せきした模も型けいのようなもんじゃないんです。対称シンメトリーの法ほう則そくにかなうって言いったって、実じつは対たい称しょうの精せい神しんをもっているというぐらいのことが望のぞましいのです」

「本ほん当とうにそうだと思おもいますわ」

　かばの木きのやさしい声こえがまたしました。土つち神がみは今こん度どはまるでべらべらした桃ももいろの火ひでからだ中じゅう燃もやされているように思おもいました。息いきがせかせかして本ほん当とうにたまらなくなりました。なにがそんなにおまえを切せつなくするのか、たかがかばの木きときつねとの野の原はらの中なかでのみじかい会かい話わではないか、そんなものに心こころを乱みだされてそれでもお前まえは神かみと言いえるか、土つち神がみは自じ分ぶんで自じ分ぶんを責せめました。きつねがまた言いいました。

「ですから、どの美び学がくの本ほんにもこれくらいのことは論ろんじてあるんです」

「美び学がくの方ほうの本ほんたくさんお持もちですの」

　かばの木きはたずねました。

「ええ、よけいもありませんが、まあ日に本ほん語ごと英えい語ごとドイツ語ごのなら大たい抵ていありますね。イタリーのは新あたらしいんですが、まだ来こないんです」

「あなたのお書しょ斎さい、まあどんなに立りっ派ぱでしょうね」

「いいえ、まるでちらばってますよ、それに研けん究きゅう室しつ兼けん用ようですからね、あっちのすみには顕けん微び鏡きょう、こっちにはロ（３）ンドンタイムス、大だい理り石せきのシ（４）ィザアがころがったり、まるっきりごったごたです」

「まあ、立りっ派ぱだわねえ、本ほん当とうに立りっ派ぱだわ」

　ふんときつねのけんそんのような自じ慢まんのような息いきの音ねがして、しばらくしいんとなりました。

　土つち神がみはもういても立たってもいられませんでした。きつねの言いっているのを聞きくとまったくきつねの方ほうが自じ分ぶんよりはえらいのでした。いやしくも神かみではないかと今いままで自じ分ぶんで自じ分ぶんに教おしえていたのが今こん度どはできなくなったのです。ああつらいつらい、もう飛とび出だして行いってきつねを一ひと裂さきに裂さいてやろうか、けれどもそんなことは夢ゆめにもおれの考かんがえるべきことじゃない、けれどもそのおれというものはなんだ、結けっ局きょくきつねにも劣おとったもんじゃないか、いったいおれはどうすればいいのだ、土つち神がみは胸むねをかきむしるようにしてもだえました。

「いつかの望ぼう遠えん鏡きょう、まだ来こないんですの」

　かばの木きがまた言いいました。

「ええ、いつかの望ぼう遠えん鏡きょうですか。まだ来こないんです。なかなか来こないです。欧おう州しゅう航こう路ろは大だい分ぶ混こん乱らんしてますからね。来きたらすぐ持もって来きてお目めにかけますよ。土ど星せいの環わなんかそれぁ美うつくしいんですからね」

　土つち神がみはにわかに両りょう手てで耳みみを押おさえて一いち目もく散さんに北きたの方ほうへ走はしりました。だまっていたら自じ分ぶんがなにをするかわからないのが恐おそろしくなったのです。

　まるで一いち目もく散さんに走はしって行いきました。息いきがつづかなくなってばったり倒たおれたところは三みつ森もり山やまのふもとでした。

　土つち神がみは頭あたまの毛けをかきむしりながら草くさをころげまわりました。それから大おお声ごえで泣なきました。その声こえは時ときでもない雷かみなりのように空そらへ行いって野の原はら中じゅうへ聞きこえたのです。土つち神がみは泣ないて泣ないて疲つかれて、あけ方がたぼんやり自じ分ぶんのほこらに戻もどりました。







（１）値あたい。価か値ち。（２）条じょう件けんなどに当あてはまること。（３）イギリスの権けん威いある新しん聞ぶん。（４）古こ代だいローマの皇こう帝てい、カエサル（シーザー）のことだと考かんがえられている。







（五）




　そのうちとうとう秋あきになりました。かばの木きはまだまっ青さおでしたが、その辺へんのいのころぐさはもうすっかり黄金きんいろの穂ほを出だして風かぜに光ひかり、ところどころすずらんの実みも赤あかく熟じゅくしました。

　あるすきとおるように黄金きんいろの秋あきの日ひ、土つち神がみはたいへん上じょう機き嫌げんでした。今年ことしの夏なつからのいろいろなつらい思おもいが、なんだかぼうっとみんな立りっ派ぱなもやのようなものに変かわって、頭あたまの上うえに環わになってかかったように思おもいました。そしてもうあの不ふ思し議ぎに意い地じの悪わるい性せい質しつもどこかへ行いってしまって、かばの木きなどもきつねと話はなしたいなら話はなすがいい、両りょう方ほうともうれしくて話はなすのなら本ほん当とうにいいことなんだ、今日きょうはそのことをかばの木きに言いってやろうと思おもいながら、土つち神がみは心こころも軽かるくかばの木きの方ほうへ歩あるいて行いきました。

　かばの木きは遠とおくからそれを見みていました。

　そしてやっぱり心しん配ぱいそうにぶるぶるふるえて待まちました。

　土つち神がみは進すすんで行いって気き軽がるに挨あい拶さつしました。

「かばの木きさん。おはよう。実じつにいい天てん気きだな」

「おはようございます。いいお天てん気きでございます」

「天てん道とうというものはありがたいもんだ。春はるは赤あかく夏なつは白しろく秋あきは黄きいろく、秋あきが黄きいろになるとぶどうは紫むらさきになる。実じつにありがたいもんだ」

「まったくでございます」

「わしはな、今日きょうはたいへんに気きぶんがいいんだ。今年ことしの夏なつから実じつにいろいろつらい目めにあったのだが、やっと今朝けさからにわかに心こころ持もちが軽かるくなった」

　かばの木きは返へん事じしようとしましたが、なぜかそれが非ひ常じょうに重おも苦くるしいことのように思おもわれて返へん事じしかねました。

「わしはいまなら誰だれのためにでも命いのちをやる。みみずが死しななけぁならんなら、それにもわしはかわってやっていいのだ」

　土つち神がみは遠とおくの青あおいそらを見みて言いいました。その眼めも黒くろく立りっ派ぱでした。

　かばの木きはまたなんとか返へん事じしようとしましたが、やっぱりなにかたいへん重おも苦くるしくてわずか吐と息いきをつくばかりでした。

　そのときです。きつねがやって来きたのです。

　きつねは土つち神がみのいるのを見みるとはっと顔かおいろを変かえました。けれども戻もどるわけにも行いかず、少すこしふるえながらかばの木きの前まえに進すすんで来きました。
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「かばの木きさん、おはよう、そちらにおられるのは土つち神がみですね」

　きつねは赤あか革がわの靴くつをはき茶ちゃいろのレーンコートを着きて、まだ夏なつ帽ぼう子しをかぶりながらこう言いいました。

「わしは土つち神がみだ。いい天てん気きだ。な」

　土つち神がみは本ほん当とうに明あかるい心こころ持もちでこう言いいました。きつねはねたましさに顔かおを青あおくしながらかばの木きに言いいました。

「お客きゃくさまのお出いでの所ところにあがって失しつ礼れいいたしました。これはこの間あいだお約やく束そくした本ほんです。それから望ぼう遠えん鏡きょうはいつかはれた晩ばんにお目めにかけます。さよなら」

「まあ、ありがとうございます」とかばの木きが言いっているうちに、きつねはもう土つち神がみに挨あい拶さつもしないでさっさと戻もどりはじめました。かばの木きはさっと青あおくなって、また小ちいさくぷりぷりふるいました。

　土つち神がみはしばらくの間ただぼんやりときつねを見み送おくって立たっていましたが、ふときつねの赤あか革がわの靴くつのキラッと草くさに光ひかるのにびっくりして我われに返かえったと思おもいましたら、にわかに頭あたまがぐらっとしました。きつねがいかにも意い地じをはったように肩かたをいからせてぐんぐん向むこうへ歩あるいているのです。土つち神がみはむらむらっと怒おこりました。顔かおもものすごくまっ黒くろに変かわったのです。美び学がくの本ほんだの望ぼう遠えん鏡きょうだのと、畜ちく生しょう、さあ、どうするか見みろ、といきなりきつねのあとを追おいかけました。かばの木きはあわてて枝えだが一いっぺんにがたがたふるえ、きつねもそのけはいにどうかしたのかと思おもって何なに気げなくうしろを見みましたら、土つち神がみがまるで黒くろくなって嵐あらしのように追おって来くるのでした。さあ、きつねはさっと顔かおいろを変かえ口くちもまがり、風かぜのように走はしって逃にげ出だしました。

　土つち神がみはまるでそこら中じゅうの草くさが、まっ白しろな火ひになって燃もえているように思おもいました。青あおく光ひかっていたそらさえ、にわかにガランとまっ暗くらな穴あなになって、その底そこでは赤あかい炎ほのおがどうどう音おとを立たてて燃もえると思おもったのです。

　二人ふたりはごうごう鳴なって汽き車しゃのように走はしりました。

「もうおしまいだ、もうおしまいだ、望ぼう遠えん鏡きょう、望ぼう遠えん鏡きょう、望ぼう遠えん鏡きょう」ときつねは一いっ心しんに頭あたまのすみのとこで考かんがえながら夢ゆめのように走はしっていました。

　向むこうに小ちいさな赤あかはげの丘おかがありました。きつねはその下したの円まるい穴あなにはいろうとしてくるっと一ひとつまわりました。それから首くびを低ひくくしていきなり中なかへ飛とび込こもうとして後うしろあしをちらっとあげたとき、もう土つち神がみはうしろからぱっと飛とびかかっていました。と思おもうと、きつねはもう土つち神がみにからだをねじられて、口くちをとがらして少すこし笑わらったようになったままぐんにゃりと土つち神がみの手ての上うえに首くびをたれていたのです。

　土つち神がみはいきなりきつねを地じべたに投なげつけてぐちゃぐちゃ四し、五ごへん踏ふみつけました。

　それからいきなりきつねの穴あなの中なかにとび込こんで行いきました。中なかはがらんとして暗くらく、ただ赤（１）あか土つちがきれいに固かためられているばかりでした。土つち神がみは大おおきく口くちをまげてあけながら少すこし変へんな気きがして外そとへ出でて来きました。

　それからぐったり横よこになっているきつねのしがいのレーンコートのか（２）くしの中なかに手てを入いれて見みました。そのかくしの中なかには茶ちゃいろなか（３）もがやの穂ほが二に本ほんはいっていました。土つち神がみはさっきからあいていた口くちをそのまま、まるで途と方ほうもない声こえで泣なき出だしました。

　その涙なみだは雨あめのようにきつねに降ふり、きつねはいよいよ首くびをぐんにゃりとしてうすら笑わらったようになって死しんでいたのです。







（１）酸さん化か鉄てつによって赤あかくなった土つち。（２）ポケット。（３）道みち端ばたや野の原はらなどに生はえる草くさ。










セロ弾ひきのゴーシュ




　ゴーシュは町まちの（１）活かつ動どう写しゃ真しん館かんでセ（２）ロを弾ひく係かかりでした。けれどもあんまり上じょう手ずでないという評ひょう判ばんでした。上じょう手ずでないどころではなく、実じつは仲なか間まの（３）楽がく手しゅのなかではいちばん下手へたでしたから、いつでも楽がく長ちょうにいじめられるのでした。

　ひる過すぎ、みんなは楽がく屋やにまるくならんで今こん度どの町まちの音おん楽がく会かいへ出だす第だい六ろく交こう響きょう曲きょくの練れん習しゅうをしていました。

　トランペットは一いっ生しょうけん命めい歌うたっています。

　ヴァイオリンも二ふたいろ風かぜのように鳴なっています。

　クラリネットもボーボーとそれに手て伝つだっています。

　ゴーシュも口くちをりんと結むすんで目めを皿さらのようにして楽がく譜ふを見みつめながら、もう一いっ心しんに弾ひいています。

　にわかにぱたっと楽がく長ちょうが両りょう手てを鳴ならしました。みんなぴたりと曲きょくをやめてしんとしました。楽がく長ちょうがどなりました。

「セロがおくれた。トォテテ　テテテイ、ここからやり直なおし。はいっ」

　みんなは今いまの所ところの少すこし前まえの所ところからやり直なおしました。ゴーシュは顔かおをまっ赤かにして額ひたいに汗あせを出だしながら、やっと今いまいわれたところを通とおりました。ほっと安あん心しんしながら、つづけて弾ひいていますと楽がく長ちょうがまた手てをぱっと打うちました。

「セロっ。糸いとが合あわない。困こまるなあ。ぼくはきみにドレミファを教おしえてまでいるひまはないんだがなあ」

　みんなは気きの毒どくそうにして、わざとじぶんの譜ふをのぞき込こんだりじぶんの楽がっ器きをはじいて見みたりしています。ゴーシュはあわてて糸いとを直なおしました。これは実じつはゴーシュも悪わるいのですが、セロもずいぶん悪わるいのでした。

「今いまの前まえの小しょう節せつから。はいっ」

　みんなはまたはじめました。ゴーシュも口くちをまげて一いっ生しょうけん命めいです。そして今こん度どはかなり進すすみました。いいあんばいだと思おもっていると楽がく長ちょうがおどすような形かたちをして、またぱたっと手てを打うちました。またかとゴーシュはどきっとしましたが、ありがたいことに今こん度どは別べつの人ひとでした。ゴーシュはそこでさっきじぶんのときみんながしたように、わざとじぶんの譜ふへ目めを近ちかづけてなにか考かんがえるふりをしていました。

「ではすぐ今いまの次つぎ。はいっ」

　そらと思おもって弾ひき出だしたかと思おもうと、いきなり楽がく長ちょうが足あしをどんと踏ふんでどなり出だしました。

「だめだ。まるでなっていない。このへんは曲きょくの心しん臓ぞうなんだ。それがこんながさがさしたことで。諸しょ君くん。演えん奏そうまでもうあと十とお日かしかないんだよ。音おん楽がくを専せん門もんにやっているぼくらがあの（４）金かなぐつ鍛冶かじだの砂さ糖とう屋やの（５）丁でっ稚ちなんかの寄より集あつまりに負まけてしまったら、いったいわれわれの面めん目もくはどうなるんだ。おいゴーシュ君くん。君きみには困こまるんだがなあ。表ひょう情じょうということがまるでできてない。怒おこるも喜よろこぶも感かん情じょうというものがさっぱり出でないんだ。それにどうしてもぴたっとほかの楽がっ器きと合あわないもなあ。いつでもきみだけ、とけた靴くつのひもを引ひきずって、みんなのあとをついてあるくようなんだ、困こまるよ、しっかりしてくれないとねえ。（６）光こう輝きあるわが金きん星せい音おん楽がく団だんがきみ一人ひとりのために悪あく評ひょうをとるようなことでは、みんなへもまったく気きの毒どくだからな。では今日きょうは練れん習しゅうはここまで、休やすんで六ろく時じにはかっきりボックスへはいってくれたまえ」

　みんなはおじぎをして、それからたばこをくわえてマッチをすったりどこかへ出でて行いったりしました。ゴーシュはその粗そ末まつな箱はこみたいなセロをかかえて壁かべの方ほうへ向むいて口くちをまげてぼろぼろ涙なみだをこぼしましたが、気きをとり直なおしてじぶんだけたった一人ひとり、今いまやったところをはじめからしずかにもいちど弾ひきはじめました。

　その晩ばん遅おそくゴーシュはなにか大おおきな黒くろいものをしょってじぶんの家いえへ帰かえってきました。家いえといってもそれは町まちはずれの（７）川かわばたにあるこわれた水すい車しゃ小ご屋やで、ゴーシュはそこにたった一人ひとりですんでいて、午ご前ぜんは小こ屋やのまわりの小ちいさな畑はたけでトマトの枝えだをきったり（８）甘藍キャベジの虫むしをひろったりして、ひる過すぎになるといつも出でて行いっていたのです。ゴーシュがうちへ入はいってあかりをつけるとさっきの黒くろい包つつみをあけました。それはなんでもない。あの夕ゆう方がたのごつごつしたセロでした。ゴーシュはそれを床ゆかの上うえにそっと置おくと、いきなり棚たなからコップをとってバケツの水みずをごくごくのみました。

　それから頭あたまを一ひとつふって椅い子すへかけると、まるで虎とらみたいな勢いきおいでひるの譜ふを弾ひきはじめました。譜ふをめくりながら弾ひいては考かんがえ考かんがえては弾ひき、一いっ生しょうけん命めいしまいまで行いくと、またはじめからなんべんもなんべんもごうごうごうごう弾ひきつづけました。

　夜よ中なかもとうに過すぎて、しまいはもうじぶんが弾ひいているのかもわからないようになって、顔かおもまっ赤かになり目めもまるで血ち走ばしってとてもものすごい顔かおつきになり、今いまにも倒たおれるかと思おもうように見みえました。

　そのとき誰だれかうしろの戸とをとんとんと叩たたくものがありました。

「ホーシュ君くんか」

　ゴーシュはねぼけたように叫さけびました。ところがすうと戸とを押おしてはいって来きたのは、今いままで五ご、六ろっぺん見みたことのある大おおきな三み毛け猫ねこでした。

　ゴーシュの畑はたけからとった半はん分ぶん熟じゅくしたトマトをさも重おもそうに持もって来きて、ゴーシュの前まえにおろしていいました。

「ああくたびれた。なかなか運うん搬ぱんはひどいやな」

「なんだと」

　ゴーシュがききました。

「これお（９）みやです。たべてください」

　三み毛け猫ねこがいいました。

　ゴーシュはひるからのむしゃくしゃを一いっぺんにどなりつけました。

「誰だれがきさまにトマトなど持もってこいといった。第だい一いちおれがきさまらの持もってきたものなど食くうか。それからそのトマトだっておれの畑はたけのやつだ。なんだ。赤あかくもならないやつをむしって。今いままでもトマトの茎くきをかじったりけちらしたりしたのはおまえだろう。行いってしまえ。猫ねこめ」

　すると猫ねこは肩かたをまるくして目めをすぼめてはいましたが、口くちのあたりでにやにや笑わらっていいました。

「先せん生せい、そうお怒いかりになっちゃ、おからだにさわります。それよりシューマンのトロメライを弾ひいてごらんなさい。聞きいてあげますから」

「生なま意い気きなことをいうな。猫ねこのくせに」

　セロ弾ひきはしゃくにさわって、この猫ねこのやつどうしてくれようとしばらく考かんがえました。

「いや、ごえんりょはありません。どうぞ。わたしはどうも先せん生せいの音おん楽がくを聞きかないとねむられないんです」

「生なま意い気きだ。生なま意い気きだ。生なま意い気きだ」

　ゴーシュはすっかりまっ赤かになってひるま楽がく長ちょうのしたように足あし踏ぶみしてどなりましたが、にわかに気きを変かえていいました。

「では弾ひくよ」

　ゴーシュはなんと思おもったか、戸とにかぎをかって窓まどもみんなしめてしまい、それからセロを取とり出だしてあ（10）かしを消けしました。すると外そとから二十日はつか過すぎの月つきのひかりが部へ屋やの中なかへ半はん分ぶんほどはいってきました。

「なにを弾ひけと」

「ト（11）ロメライ、ロ（12）マチックシューマン作さっ曲きょく」

　猫ねこは口くちをふいてすましていいました。

「そうか。トロメライというのはこういうのか」

　セロ弾ひきはなんと思おもったか、まずは（13）んけちを引ひきさいてじぶんの耳みみの穴あなへぎっしりつめました。それからまるで嵐あらしのような勢いきおいで「インドの虎とら狩がり」という譜ふを弾ひきはじめました。

　すると猫ねこはしばらく首くびをまげて聞きいていましたが、いきなりパチパチパチッと目めをしたかと思おもうとぱっと戸との方ほうへ飛とびのきました。そしていきなりどんと戸とへからだをぶっつけましたが戸とはあきませんでした。猫ねこはさあこれはもう一いっ生しょう一いち代だいの失しっ敗ぱいをしたという風ふうにあわてだして、目めや額ひたいからぱちぱち火ひ花ばなを出だしました。すると今こん度どは口くちのひげからも鼻はなからも出でましたから、猫ねこはくすぐったがってしばらくくしゃみをするような顔かおをして、それからまたさあこうしてはいられないぞというように、はせあるき出だしました。ゴーシュはすっかり面白おもしろくなってますます勢いきおいよくやり出だしました。

「先せん生せいもうたくさんです。たくさんですよ。ご生しょうですからやめてください。これからもう先せん生せいのタクトなんかとりませんから」

「だまれ。これから虎とらをつかまえる所ところだ」

　猫ねこはくるしがって、はねあがってまわったり壁かべにからだをくっつけたりしましたが、壁かべについたあとはしばらく青あおくひかるのでした。しまいは猫ねこはまるで風ふう車しゃのようにぐるぐるぐるぐるゴーシュをまわりました。

　ゴーシュもすこしぐるぐるして来きましたので、

「さあこれで許ゆるしてやるぞ」といいながらよ（14）うようやめました。

　すると猫ねこもけろりとして、

「先せん生せい、今こん夜やの演えん奏そうはどうかしてますね」といいました。

　セロ弾ひきはまたぐっとしゃくにさわりましたが、何なに気げない風ふうで巻まきたばこを一いっ本ぽん出だして口くちにくわえそれからマッチを一いっ本ぽん取とって、

「どうだい。具ぐ合あいをわるくしないかい。舌したを出だしてごらん」

　猫ねこはばかにしたようにとがった長ながい舌したをベロリと出だしました。

「ははあ、少すこし荒あれたね」

　セロ弾ひきはいいながらいきなりマッチを舌したでシュッとすって、じぶんのたばこへつけました。さあ猫ねこはおどろいたのなんの、舌したを風ふう車しゃのようにふりまわしながら入いり口ぐちの戸とへ行いって頭あたまでどんとぶっつかってはよろよろとして、また戻もどって来きてどんとぶっつかってはよろよろ、また戻もどって来きてまたぶっつかってはよろよろにげみちをこさえようとしました。

　ゴーシュはしばらく面白おもしろそうに見みていましたが、

「出だしてやるよ。もう来くるなよ。ばか」

　セロ弾ひきは戸とをあけて猫ねこが風かぜのようにか（15）やの中なかを走はしって行いくのを見みて、ちょっと笑わらいました。それから、やっとせいせいしたというようにぐっすりねむりました。

　次つぎの晩ばんもゴーシュがまた黒くろいセロの包つつみをかついで帰かえってきました。そして水みずをごくごくのむと、そっくりゆうべのとおりぐんぐんセロを弾ひきはじめました。十じゅう二に時じは間まもなく過すぎ、一いち時じも過すぎ二に時じも過すぎてもゴーシュはまだやめませんでした。それからもう何なん時じだかもわからず、弾ひいているかもわからずごうごうやっていますと、誰だれか屋や根ね裏うらをこっこっと叩たたくものがあります。

「猫ねこ、まだこりないのか」

　ゴーシュが叫さけびますと、いきなり天てん井じょうの穴あなからぽろんと音おとがして一いっ匹ぴきの灰はいいろの鳥とりが降おりて来きました。床ゆかへとまったのを見みるとそれはか（16）っこうでした。

「鳥とりまで来くるなんて。なんの用ようだ」

　ゴーシュがいいました。

「音おん楽がくを教おそわりたいのです」

　かっこう鳥どりはすましていいました。

　ゴーシュは笑わらって、

「音おん楽がくだと。おまえの歌うたは、かっこう、かっこうというだけじゃあないか」

　するとかっこうがたいへんまじめに、

「ええ、それなんです。けれどもむずかしいですからねえ」といいました。

「むずかしいもんか。おまえたちのはたくさん鳴なくのがひどいだけで、鳴なきようはなんでもないじゃないか」

「ところがそれがひどいんです。たとえばかっこうとこう鳴なくのと、かっこうとこう鳴なくのとでは聞きいていてもよほどちがうでしょう」

「ちがわないね」

「ではあなたにはわからないんです。わたしらの仲なか間まなら、かっこうと一いち万まんいえば一いち万まんみんなちがうんです」

「勝かっ手てだよ。そんなにわかってるなら、なにもおれの所ところへ来こなくてもいいではないか」

「ところが私わたしはドレミファを正せい確かくにやりたいんです」

「ドレミファもくそもあるか」

「ええ、外がい国こくへ行いく前まえにぜひ一いち度どいるんです」

「外がい国こくもくそもあるか」

「先せん生せいどうかドレミファを教おしえてください。わたしはついてうたいますから」

「うるさいなあ。そら三さんべんだけ弾ひいてやるから、すんだらさっさと帰かえるんだぞ」

　ゴーシュはセロを取とり上あげて、ボロンボロンと糸いとを合あわせてドレミファソラシドと弾ひきました。するとかっこうはあわてて羽はねをばたばたしました。

「ちがいます、ちがいます。そんなんでないんです」

「うるさいなあ。ではおまえやってごらん」

「こうですよ」

　かっこうはからだをまえにまげてしばらく構かまえてから、

「かっこう」と一ひとつ鳴なきました。

「なんだい。それがドレミファかい。おまえたちには、それではドレミファも第だい六ろく交こう響きょう楽がくも同おなじなんだな」

「それはちがいます」

「どうちがうんだ」

「むずかしいのは、これをたくさん続つづけたのがあるんです」

「つまりこうだろう」

　セロ弾ひきはまたセロをとって、かっこうかっこうかっこうかっこうかっこうとつづけて弾ひきました。

　するとかっこうはたいへんよろこんで、途と中ちゅうからかっこうかっこうかっこうかっこうとついて叫さけびました。それももう一いっ生しょうけん命めいからだをまげていつまでも叫さけぶのです。

　ゴーシュはとうとう手てが痛いたくなって、

「こら、いいかげんにしないか」といいながらやめました。するとかっこうは残ざん念ねんそうに目めをつりあげてまだしばらく鳴ないていましたが、やっと、

「……かっこうかくうかっかっかっかっか」といってやめました。

　ゴーシュがすっかりおこってしまって、

「こら鳥とり、もう用ようがすんだらかえれ」といいました。

「どうかもう一いっぺん弾ひいてください。あなたのはいいようだけれども、すこしちがうんです」

「なんだと、おれがきさまに教おそわってるんではないんだぞ。帰かえらんか」

「どうかたったもう一いっぺんおねがいです。どうか」

　かっこうは頭あたまを何なんべんもこんこん下さげました。

「ではこれっきりだよ」

　ゴーシュは弓ゆみをかまえました。かっこうは「くっ」と一ひとつ息いきをして、

「ではなるべく長ながくおねがいいたします」といってまた一ひとつおじぎをしました。

「いやになっちまうなあ」

　ゴーシュはにが笑わらいしながら弾ひきはじめました。するとかっこうはまた、まるで本ほん気きになって「かっこうかっこうかっこう」とからだをまげてじつに一いっ生しょうけん命めい叫さけびました。ゴーシュははじめはむしゃくしゃしていましたが、いつまでもつづけて弾ひいているうちに、ふっとなんだかこれは鳥とりの方ほうがほんとうのドレミファにはまっているかなという気きがしてきました。どうも弾ひけば弾ひくほど、かっこうの方ほうがいいような気きがするのでした。

「えい、こんなばかなことしていたら、おれは鳥とりになってしまうんじゃないか」とゴーシュはいきなりぴたりとセロをやめました。

　するとかっこうはどしんと頭あたまを叩たたかれたようにふらふらっとして、それからまたさっきのように、

「かっこうかっこうかっこうかっかっかっかっかっ」といってやめました。それから恨うらめしそうにゴーシュを見みて、

「なぜやめたんですか。ぼくらならどんな意い気く地じないやつでも、のどから血ちが出でるまでは叫さけぶんですよ」といいました。

「なにを生なま意い気きな。こんなばかなまねをいつまでしていられるか。もう出でて行いけ。見みろ。夜よがあけるんじゃないか」ゴーシュは窓まどを指ゆびさしました。

　東ひがしのそらがぼうっと銀ぎんいろになって、そこをまっ黒くろな雲くもが北きたの方ほうへどんどん走はしっています。

「ではお日ひさまの出でるまでどうぞ。もう一いっぺん。ちょっとですから」

　かっこうはまた頭あたまを下さげました。

「黙だまれっ。いい気きになって。このばか鳥どりめ。出でて行いかんとむしって朝あさ飯めしに食くってしまうぞ」

　ゴーシュはどんと床ゆかを踏ふみました。

　するとかっこうはにわかにびっくりしたように、いきなり窓まどをめがけて飛とび立たちました。そして硝子ガラスにはげしく頭あたまをぶっつけてばたっと下したへ落おちました。

「なんだ、硝子ガラスへばかだなあ」

　ゴーシュはあわてて立たって窓まどをあけようとしましたが、元がん来らいこの窓まどはそんなにいつでもするする開ひらく窓まどではありませんでした。ゴーシュが窓まどのわくをしきりにがたがたしているうちに、またかっこうがばっとぶっつかって下したへ落おちました。見みるとくちばしのつけねからすこし血ちが出でています。

「いまあけてやるから待まっていろったら」

　ゴーシュがやっと（17）二に寸すんばかり窓まどをあけたとき、かっこうは起おきあがってなにがなんでも今こん度どこそというようにじっと窓まどの向むこうの東ひがしのそらをみつめて、あらん限かぎりの力ちからを込こめた風ふうでぱっと飛とびたちました。もちろん今こん度どは前まえよりひどくガラスにつきあたって、かっこうは下したへ落おちたまましばらく身み動うごきもしませんでした。つかまえてドアから飛とばしてやろうとゴーシュが手てを出だしましたら、いきなりかっこうは目めを開ひらいて飛とびのきました。そしてまたガラスへ飛とびつきそうにするのです。

　ゴーシュは思おもわず足あしを上あげて窓まどをばっとけりました。ガラスは二に、三さん枚まい物ものすごい音おとして砕くだけ、窓まどはわくのまま外そとへ落おちました。そのがらんとなった窓まどのあとをかっこうが矢やのように外そとへ飛とび出だしました。そしてもうどこまでもどこまでもまっすぐに飛とんで行いって、とうとう見みえなくなってしまいました。ゴーシュはしばらくあきれたように外そとを見みていましたが、そのまま倒たおれるように部へ屋やのすみへころがって眠ねむってしまいました。

　次つぎの晩ばんもゴーシュは夜よ中なか過すぎまでセロを弾ひいてつかれて水みずを一いっ杯ぱいのんでいますと、また戸とをこつこつ叩たたくものがあります。

　今こん夜やはなにが来きても、ゆうべのかっこうのようにはじめからおどかして追おってやろうと思おもって、コップをもったまま待まち構かまえておりますと、戸とがすこしあいて一いっ匹ぴきのたぬきの子こがはいってきました。ゴーシュはそこでその戸とをもう少すこし広ひろく開ひらいて置おいて、どんと足あしを踏ふんで、

「こら、たぬき、おまえはたぬき汁じるということを知しっているかっ」とどなりました。するとたぬきの子こはぼんやりした顔かおをしてきちんと床ゆかへすわったまま、どうもわからないというように首くびをまげて考かんがえていましたが、しばらくたって、

「たぬき汁じるってぼく知しらない」といいました。ゴーシュはその顔かおを見みて思おもわず吹ふき出だそうとしましたが、まだ無む理りに恐こわい顔かおをして、

「では教おしえてやろう。たぬき汁じるというのはな。おまえのようなたぬきをな、甘藍キャベジや塩しおとまぜてくたくたと煮にておれさまの食くうようにしたものだ」といいました。するとたぬきの子こはまたふしぎそうに、

「だってぼくのお父とうさんがね、ゴーシュさんはとてもいい人ひとで恐こわくないから行いって習ならえといったよ」といいました。そこでゴーシュもとうとう笑わらい出だしてしまいました。

「なにを習ならえといったんだ。おれはいそがしいんじゃないか。それに眠ねむいんだよ」

　たぬきの子こはにわかに勢いきおいがついたように一ひと足あし前まえへ出でました。

「ぼくは小こ太だい鼓この係かかりでねえ。セロへ合あわせてもらって来こいといわれたんだ」

「どこにも小こ太だい鼓こがないじゃないか」

「そら、これ」

　たぬきの子こはせなかから棒ぼうきれを二に本ほん出だしました。

「それでどうするんだ」

「ではね、『愉ゆ快かいな馬ば車しゃ屋や』を弾ひいてください」

「なんだ愉ゆ快かいな馬ば車しゃ屋やってジャズか」

「ああ、この譜ふだよ」

　たぬきの子こはせなかからまた一いち枚まいの譜ふをとり出だしました。ゴーシュは手てにとって笑わらい出だしました。

「ふう、変へんな曲きょくだなあ。よし、さあ弾ひくぞ。おまえは小こ太だい鼓こを叩たたくのか」

　ゴーシュはたぬきの子こがどうするのかと思おもって、ちらちらそっちを見みながら弾ひきはじめました。

　するとたぬきの子こは棒ぼうをもってセロの（18）駒こまの下したのところを拍ひょう子しをとってぽんぽん叩たたきはじめました。それがなかなかうまいので、弾ひいているうちにゴーシュはこれは面白おもしろいぞと思おもいました。

　おしまいまで弾ひいてしまうと、たぬきの子こはしばらく首くびをまげて考かんがえました。

　それからやっと考かんがえついたというようにいいました。

「ゴーシュさんはこの二に番ばん目めの糸いとを弾ひくときはき（19）たいに遅おくれるねえ。なんだかぼくがつまずくようになるよ」

　ゴーシュははっとしました。たしかにその糸いとはどんなに手て早ばやく弾ひいても、すこしたってからでないと音おとが出でないような気きがゆうべからしていたのでした。

「いや、そうかもしれない。このセロは悪わるいんだよ」とゴーシュはかなしそうにいいました。するとたぬきは気きの毒どくそうにしてまたしばらく考かんがえていましたが、

「どこが悪わるいんだろうなあ。ではもう一いっぺん弾ひいてくれますか」

「いいとも弾ひくよ」

　ゴーシュははじめました。たぬきの子こはさっきのようにとんとん叩たたきながら時とき々どき頭あたまをまげてセロに耳みみをつけるようにしました。そしておしまいまで来きたときは今こん夜やもまた東ひがしがぼうと明あかるくなっていました。

「ああ夜よが明あけたぞ。どうもありがとう」

　たぬきの子こはたいへんあわてて譜ふや棒ぼうきれをせなかへしょって、ゴムテープでぱちんととめておじぎを二ふたつ三みっつすると、急いそいで外そとへ出でて行いってしまいました。

　ゴーシュはぼんやりしてしばらくゆうべのこわれたガラスからはいってくる風かぜを吸すっていましたが、町まちへ出でて行いくまで眠ねむって元げん気きをとり戻もどそうと、急いそいでねどこへもぐり込こみました。

　次つぎの晩ばんもゴーシュは夜よ通どおしセロを弾ひいて、明あけ方がた近ちかく思おもわずつかれて楽がく譜ふをもったままうとうとしていますと、また誰だれか戸とをこつこつと叩たたくものがあります。それもまるで聞きこえるか聞きこえないかのくらいでしたが、毎まい晩ばんのことなのでゴーシュはすぐ聞ききつけて「おはいり」といいました。すると戸とのすきまからはいって来きたのは一いっ匹ぴきの野のねずみでした。そしてたいへんちいさな子こどもをつれてちょろちょろとゴーシュの前まえへ歩あるいてきました。そのまた野のねずみの子こどもときたら、まるでけしごむのくらいしかないのでゴーシュはおもわず笑わらいました。すると野のねずみは、なにを笑わらわれたろうというようにきょろきょろしながらゴーシュの前まえに来きて、青あおい栗くりの実みを一ひとつぶ前まえに置おいてちゃんとおじぎをしていいました。
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「先せん生せい、この子こがあ（20）んばいがわるくて死しにそうでございますが、先せん生せい、お（21）慈じ悲ひになおしてやってくださいまし」

「おれが医い者しゃなどやれるもんか」

　ゴーシュはすこしむっとしていいました。すると野のねずみのお母かあさんは下したを向むいてしばらくだまっていましたが、また思おもい切きったようにいいました。

「先せん生せい、それはうそでございます。先せん生せいは毎まい日にちあんなに上じょう手ずにみんなの病びょう気きをなおしておいでになるではありませんか」

「なんのことだかわからんね」

「だって先せん生せい、先せん生せいのおかげで、うさぎさんのおばあさんもなおりましたし、たぬきさんのお父とうさんもなおりましたし、あんな意い地じ悪わるのみみずくまでなおしていただいたのに、この子こばかりお助たすけをいただけないとはあんまり情なさけないことでございます」

「おいおい、それはなにかのまちがいだよ。おれはみみずくの病びょう気きなんどなおしてやったことはないからな。もっともたぬきの子こはゆうべ来きて楽がく隊たいのまねをして行いったがね。ははん」

　ゴーシュは呆あきれてその子こねずみを見みおろして笑わらいました。

　すると野のねずみのお母かあさんは泣なき出だしてしまいました。

「ああこの子こはどうせ病びょう気きになるならもっと早はやくなればよかった。さっきまであれくらいごうごうと鳴ならしておいでになったのに、病びょう気きになるといっしょにぴたっと音おとがとまって、もうあとはいくらおねがいしても鳴ならしてくださらないなんて。なんてふしあわせな子こどもだろう」

　ゴーシュはびっくりして叫さけびました。

「なんだと、ぼくがセロを弾ひけばみみずくやうさぎの病びょう気きがなおると。どういうわけだ。それは」

　野のねずみは目めを片かた手てでこすりこすりいいました。

「はい、ここらのものは病びょう気きになると、みんな先せん生せいのおうちの床ゆか下したにはいってなおすのでございます」

「するとなおるのか」

「はい。からだ中じゅうとても血ちのまわりがよくなってたいへんいい気き持もちで、すぐなおる方かたもあれば、うちへ帰かえってからなおる方かたもあります」

「ああそうか。おれのセロの音おとがごうごうひびくと、それがあ（22）んまの代かわりになっておまえたちの病びょう気きがなおるというのか。よし。わかったよ。やってやろう」

　ゴーシュはちょっとギュウギュウと糸いとを合あわせて、それからいきなり野のねずみの子こどもをつまんでセロの穴あなから中なかへ入いれてしまいました。

「わたしもいっしょについて行いきます。どこの病びょう院いんでもそうですから」

　おっかさんの野のねずみは、きちがいのようになってセロに飛とびつきました。

「おまえさんもはいるかね」

　セロ弾ひきはおっかさんの野のねずみをセロの穴あなからくぐしてやろうとしましたが、顔かおが半はん分ぶんしかはいりませんでした。

　野のねずみはばたばたしながら中なかの子こどもに叫さけびました。

「おまえそこはいいかい。落おちるとき、いつも教おしえるように足あしをそろえてうまく落おちたかい」

「いい。うまく落おちた」

　子こどものねずみは、まるで蚊かのような小ちいさな声こえでセロの底そこで返へん事じしました。

「大だい丈じょう夫ぶさ。だから泣なき声ごえ出だすなというんだ」

　ゴーシュはおっかさんのねずみを下したにおろして、それから弓ゆみをとってなんとかラ（23）プソディとかいうものをごうごうがあがあ弾ひきました。するとおっかさんのねずみはいかにも心しん配ぱいそうにその音おとの具ぐ合あいを聞きいていましたが、とうとうこらえ切きれなくなったふうで、

「もうたくさんです。どうか出だしてやってください」といいました。

「なあんだ、これでいいのか」

　ゴーシュはセロをまげて穴あなのところに手てをあてて待まっていましたら、間まもなく子こどものねずみが出でてきました。ゴーシュは、だまってそれをおろしてやりました。見みるとすっかり目めをつぶってぶるぶるぶるぶるふるえていました。

「どうだったの。いいかい。気き分ぶんは」

　子こどものねずみはすこしもへんじもしないで、まだしばらく目めをつぶったままぶるぶるぶるぶるふるえていましたが、にわかに起おきあがって走はしり出だしました。

「ああよくなったんだ。ありがとうございます。ありがとうございます」

　おっかさんのねずみもいっしょに走はしっていましたが、まもなくゴーシュの前まえに来きてしきりにおじぎをしながら、

「ありがとうございます、ありがとうございます」と十とおばかりいいました。

　ゴーシュはなんだかかわいそうになって、

「おい、おまえたちはパンはたべるのか」とききました。

　すると野のねずみはびっくりしたようにきょろきょろあたりを見みまわしてから、

「いえ、もうおパンというものは小こ麦むぎの粉こなをこねたりむしたりしてこしらえたもので、ふくふくふくらんでいておいしいものなそうでございますが、そうでなくても私わたくしどもはおうちの戸と棚だなへなど参まいったこともございませんし、ましてこれくらいお世せ話わになりながらどうしてそれを運はこびになんど参まいれましょう」といいました。

「いや、そのことではないんだ。ただたべるのかときいたんだ。ではたべるんだな。ちょっと待まてよ。その腹はらの悪わるい子こどもへやるからな」

　ゴーシュはセロを床ゆかへ置おいて戸と棚だなからパンを一ひとつまみむしって野のねずみの前まえへ置おきました。

　野のねずみはもうまるでばかのようになって、泣ないたり笑わらったりおじぎをしたりしてから、大だいじそうにそれをくわえて子こどもをさきに立たてて外そとへ出でて行いきました。

「あああ。ねずみと話はなしするのもなかなかつかれるぞ」

　ゴーシュはねどこへどっかり倒たおれて、すぐぐうぐう眠ねむってしまいました。

　それから六むい日か目めの晩ばんでした。金きん星せい音おん楽がく団だんの人ひとたちは、町まちの公こう会かい堂どうのホールの裏うらにある控ひかえ室しつへみんなぱっと顔かおをほてらしてめいめい楽がっ器きをもって、ぞろぞろホールの舞ぶ台たいから引ひきあげて来きました。首しゅ尾びよく第だい六ろく交こう響きょう曲きょくを仕し上あげたのです。ホールでは拍はく手しゅの音おとがまだ嵐あらしのように鳴なっております。楽がく長ちょうはポケットへ手てをつっ込こんで、拍はく手しゅなんかどうでもいいというようにのそのそみんなの間あいだを歩あるきまわっていましたが、じつはどうしてうれしさでいっぱいなのでした。みんなはたばこをくわえてマッチをすったり楽がっ器きをケースへ入いれたりしました。

　ホールはまだぱちぱち手てが鳴なっています。それどころではなくいよいよそれが高たかくなって、なんだか恐こわいような手てがつけられないような音おとになりました。大おおきな白しろいリボンを胸むねにつけた司し会かい者しゃがはいって来きました。

「アンコールをやっていますが、なにかみじかいものでも聞きかせてやってくださいませんか」

　すると楽がく長ちょうがきっとなって答こたえました。

「いけませんな。こういう大おお物もののあとへなにを出だしたって、こっちの気きのすむようには行いくもんでないんです」

「では楽がく長ちょうさん、出でてちょっと挨あい拶さつしてください」

「だめだ。おい、ゴーシュ君くん、なにか出でて弾ひいてやってくれ」

「わたしがですか」

　ゴーシュはあっけにとられました。

「君きみだ、君きみだ」

　ヴァイオリンの一いち番ばんの人ひとがいきなり顔かおをあげていいました。

「さあ出でて行いきたまえ」

　楽がく長ちょうがいいました。みんなもセロをむりにゴーシュに持もたせて戸とをあけると、いきなり舞ぶ台たいへゴーシュを押おし出だしてしまいました。ゴーシュがその穴あなのあいたセロを持もってじつに困こまってしまって舞ぶ台たいへ出でると、みんなはそら見みろというようにいっそうひどく手てを叩たたきました。わあと叫さけんだものもあるようでした。

「どこまでひとをばかにするんだ。よし見みていろ。インドの虎とら狩がりを弾ひいてやるから」

　ゴーシュはすっかり落おちついて舞ぶ台たいのまん中なかへ出でました。

　それからあの猫ねこの来きたときのように、まるで怒おこった象ぞうのような勢いきおいで虎とら狩がりを弾ひきました。ところが聴ちょう衆しゅうはしいんとなって一いっ生しょうけん命めい聞きいています。ゴーシュはどんどん弾ひきました。猫ねこが切せつながってぱちぱち火ひ花ばなを出だしたところも過すぎました。戸とへからだをなんべんもぶっつけた所ところも過すぎました。

　曲きょくが終おわるとゴーシュはもうみんなの方ほうなどは見みもせず、ちょうどその猫ねこのようにすばやくセロをもって楽がく屋やへ逃にげ込こみました。すると楽がく屋やでは、楽がく長ちょうはじめ仲なか間まがみんな火か事じにでもあったあとのように目めをじっとしてひっそりとすわり込こんでいます。ゴーシュはやぶれかぶれだと思おもってみんなの間あいだをさっさとあるいて行いって、向むこうの長なが椅い子すへどっかりとからだをおろして足あしを組くんですわりました。

　するとみんなが一いっぺんに顔かおをこっちへ向むけてゴーシュを見みましたが、やはりまじめでべつに笑わらっているようでもありませんでした。

「今こん夜やは変へんな晩ばんだなあ」

　ゴーシュは思おもいました。ところが楽がく長ちょうは立たっていいました。

「ゴーシュ君くん、よかったぞお。あんな曲きょくだけれどもここではみんなかなり本ほん気きになって聞きいてたぞ。一いっ週しゅう間かんか十とお日かの間あいだにずいぶん仕し上あげたなあ。十とお日か前まえとくらべたらまるで赤あかん坊ぼうと兵へい隊たいだ。やろうと思おもえばいつでもやれたんじゃないか、君きみ」

　仲なか間まもみんな立たって来きて「よかったぜ」とゴーシュにいいました。

「いや、からだが丈じょう夫ぶだからこんなこともできるよ。普ふ通つうの人ひとなら死しんでしまうからな」

　楽がく長ちょうが向むこうでいっていました。

　その晩ばん遅おそくゴーシュはじぶんのうちへ帰かえって来きました。

　そしてまた水みずをがぶがぶのみました。それから窓まどをあけて、いつかかっこうの飛とんで行いったと思おもった遠とおくのそらをながめながら、

「ああ、かっこう。あのときはすまなかったなあ。おれは怒おこったんじゃなかったんだ」といいました。
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雨あめニモマケズ




雨あめニモマケズ

風かぜニモマケズ

雪ゆきニモ夏なつノ暑あつサニモマケヌ

丈じょう夫ぶナカラダヲモチ

欲よくハナク

決けっシテイカラズ

イツモシズカニワラッテイル

一いち日にちニ玄げん米まい四よん合ごうト

味み噌そト少すこシノ野や菜さいヲタベ

アラユルコトヲ

ジブンヲカンジョウニ入いレズニ

ヨクミキキシワカリ

ソシテワスレズ

野の原はらノ松まつノ林はやしノ蔭かげノ

小ちいサナカ（１）ヤブキノ小こ屋やニイテ

東ひがしニ病びょう気きノコドモアレバ

行いッテ看かん病びょうシテヤリ

西にしニツカレタ母ははアレバ

行いッテソノ稲いねノ束たばヲ負おイ

南みなみニ死しニソウナ人ひとアレバ

行いッテコワガラナクテモイイトイイ

北きたニケンカヤソショウガアレバ

ツマラナイカラヤメロトイイ

ヒ（２）ドリノトキハナミダヲナガシ

サムサノナツハオロオロアルキ

ミンナニデクノボートヨバレ

ホメラレモセズ

クニモサレズ

ソウイフモノニ

ワタシハナリタイ







（１）ススキなどの植しょく物ぶつでおおわれた屋や根ね。（２）原げん文ぶんはヒドリと書かかれているが、ヒデリ（＝日ひ照でり）の間ま違ちがいだと考かんがえられている。










今いまと遠とおい日ひをつなぐきらめき

～読どく書しょ感かん想そう文ぶんのヒント～





東とう京きょう大だい学がく新しん月げつお茶ちゃの会かい

有あり野の在あり人と






　みなさんが、はじめて宮みや沢ざわ賢けん治じに出で会あったのはいつですか？　今いま読よんでいるこの本ほんが初はじめてでしょうか。教きょう科か書しょなどで読よんだことがあるという人ひともいるかもしれません。もちろん、いつだったかなんて忘わすれてしまったよという人ひとも。

　私わたしも最さい初しょの出で会あいとなると、実じつははっきりとは思おもい出だせません。ですが、子こ供どものころの賢けん治じ体たい験けんでよく覚おぼえていることがあります。それは小しょう学がく生せいの頃ころに聞きいた朗ろう読どくです。賢けん治じの童どう話わに出でてくるいろいろな歌うたが（この本ほんの「双ふた子ごの星ほし」を思おもい出だしてみてください）、朗ろう読どくになるとリズムがつきます。それがとても気き持もちよく耳みみに入はいってくるのです。聞きき終おわったあともなんだか楽たのしくて、ずっと口くちずさんでいました。

　朗ろう読どくのなかには、「よだかの星ほし」のように残ざん酷こくで哀かなしい童どう話わもいくつかありました。そういうお話はなしですと、なんだか楽たのしくなるというわけにはいきませんが、かといって暗くらくてイヤな気き持もちになることも不ふ思し議ぎとありませんでした。むしろ、耳みみに入はいってきた一いち場ば面めん一いち場ば面めんは深ふかく心こころに染しみ入いり、「うーん」と考かんがえさせられたことを今いまでも覚おぼえています。明あかるいお話はなしもあり、哀かなしいストーリーもあり、そのどちらもがいつの間まにか心こころのなかで大だい事じなものになっている。それが子こどものころの私わたしにとっての、賢けん治じの童どう話わの力ちからでした。

　あれからずいぶんたって、私わたしも大人おとなになってしまいました。同おなじ賢けん治じの童どう話わを読よんでいても、考かんがえることも感かんじることも子こ供どものころとはだいぶ違ちがっています。それでも、心こころにすっと入はいってくる力ちからだけは昔むかしと変かわらず、改あらためてその懐ふところの深ふかさに驚おどろかされます。

　みなさんはこの本ほんを読よんでみて、どのように思おもわれたでしょう？




宮みや沢ざわ賢けん治じについて




　宮みや沢ざわ賢けん治じは一八九六年ねんに岩いわ手て県けんの花はな巻まきに生うまれました。実じっ家かは古ふる着ぎ・質しち屋やを営いとなんでいて、とても裕ゆう福ふくな商しょう家かでした。賢けん治じは自じ分ぶんの家いえがお金かねもちであることに早はやくから負おい目めを感かんじていて、成せい長ちょうしてからも何なん度どとなく家か業ぎょうに反はん発ぱつします。こうした賢けん治じの感かん情じょうは、彼かれが熱ねっ心しんに信しん仰こうした法ほ華け経きょうの宗しゅう教きょう観かんと共ともに、生いきていることの罪つみや、だれかのかわりに自じ分ぶんが死しぬといったテーマを作さく品ひんのなかに投なげかけることになります。

　賢けん治じが農のう業ぎょうを研けん究きゅうする科か学がく者しゃでもあったことはご存ぞん知じでしょうか？　盛もり岡おか高こう等とう農のう林りん学がっ校こうにいたころの彼かれは、研けん究きゅう生せいとして地ち質しつ調ちょう査さを行おこなっています。また一九二一年ねんから一九二六年ねんまでは稗ひえ貫ぬき農のう学がっ校こうの教きょう師しをし、その間あいだに岩いわ手て県けん国こく民みん高こう等とう学がっ校こうで講こう師しとして農のう民みん芸げい術じゅつ論ろんを教おしえたこともありました。

　一九二六年ねんに農のう学がっ校こうを退たい職しょくした賢けん治じは、やがて羅ら須す地ち人じん協きょう会かいを設せつ立りつして、農のう民みんに稲いな作さくの指し導どうをします。農のう民みんとふれあい続つづけた賢けん治じは、彼かれらの貧まずしい生せい活かつを間ま近ぢかで見みることになりました。人ひと一いち倍ばい感かん受じゅ性せいゆたかな賢けん治じは、自じ分ぶんの裕ゆう福ふくな環かん境きょうへの罪つみの意い識しきをより深ふかめたことでしょう。

　賢けん治じが三さん十じゅう七なな年ねんという短みじかい生しょう涯がいの間あいだに出しゅっ版ぱんしたのは、『春はると修しゅ羅ら』と『注ちゅう文もんの多おおい料りょう理り店てん』のたった二に冊さつだけで、彼かれの存そん在ざいはほとんど知しられていませんでした。しかし、彼かれの死し後ごに草くさ野の心しん平ぺいや高たか村むら光こう太た郎ろうといった人ひとたちの努ど力りょくで、「銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よる」や「風かぜの又また三さぶ郎ろう」などが注ちゅう目もくされるようになり、今いまにいたるまで多おおくの人ひとに読よみ継つがれる作さっ家かになりました。




宮みや沢ざわ賢けん治じの童どう話わについて




　この本ほんには主おもに宮みや沢ざわ賢けん治じの童どう話わが入はいっていますが、「童どう話わ」というと、みなさんはどんなイメージがあるでしょうか？　子こ供どものために作つくられた物もの語がたり、動どう物ぶつたちが言こと葉ばを話はなす、明あかるい雰ふん囲い気きでハッピーエンド……などなど。みなさんの考かんがえる童どう話わも、そんなイメージなのではないかと思おもいます。

　しかし、賢けん治じの童どう話わはそうしたものばかりではありません。明あかるく穏おだやかな話はなしももちろんありますが、ときに残ざん酷こくで、哀かなしさを残のこす作さく品ひんも賢けん治じはたくさん書かきました。それは彼かれが悲ひ観かん的てきな人ひとだったからではおそらくありません。むしろ彼かれは人ひとにとってのしあわせとはどんなものなのかをとても真しん剣けんに考かんがえていたからでしょう。だからこそ、賢けん治じの作さく品ひんは哀かなしくても心こころに染しみ入いり、子こ供どもだけでなく大人おとなまで、幅はば広ひろい世せ代だいで愛あいされているのです。

　それでは作さく品ひんひとつひとつを見みてみましょう。




　銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よる――賢けん治じは一九二四年ねんごろから書かき始はじめたこの作さく品ひんを、死しぬ直ちょく前ぜんまで何なん度ども書かき直なおし、惜おしくも未み完かんとなってしまいました。どうしても銀ぎん河が鉄てつ道どうに乗のってからの幻げん想そう的てきなシーンの印いん象しょうが強つよいですが、ジョバンニが活かっ版ぱん所じょの大人おとなたちから冷つめたくされ、ザネリたち学がっ校こうの同どう級きゅう生せいからもお父とうさんのことでからかわれてひとりぼっちだという「現げん実じつ」の苦にがさも大おおきな特とく徴ちょうです。

　この作さく品ひんには一九二二年ねんに賢けん治じの妹いもうとトシが亡なくなったことが大おおきくかかわっていると言いわれています。死しんでいった人ひとは幸しあわせになるのだろうか、残のこされた人ひとはどうやって生いきていくのだろう。そうした切せつ実じつな問といかけがこの童どう話わからは聞きこえます。

　死しんでいったカムパネルラたちは幻げん想そう的てきな銀ぎん河がに旅たび立だっていきました。しかし一いっ方ぽうのジョバンニはひとり目めを覚さまし、この世よに残のこされます。最さい後ごに母はは親おやのもとへ、現げん実じつへと戻もどっていくジョバンニは、ザネリの代かわりに犠ぎ牲せいとなったカムパネルラとは別べつの生いき方かたを探さがしているのでしょう。広ひろがる壮そう大だいな銀ぎん河がだけでなく、重おもくのしかかる現げん実じつにそれでも向むき合あっていくジョバンニの姿すがたも「銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よる」が持もつきらめきの一ひとつなのです。




　双ふた子ごの星ほし――この本ほんに入はいっているなかでもとくに明あかるいお話はなしで、「童どう話わ」というイメージに一いち番ばん近ちかい作さく品ひんなのではないでしょうか。「雨あめニモマケズ」に書かかれているのと同おなじように、チュンセとポウセは喧けん嘩かしている大おお烏がらすと蠍さそりの間あいだに入はいって、蠍さそりを改かい心しんさせ、最さい後ごにはよいことをしていたおかげで、彗すい星せいの陰いん謀ぼうから無ぶ事じ助たすかることができています。

　無む邪じゃ気きな二人ふたりの姿すがたは、残ざん酷こくなお話はなしも多おおい賢けん治じの童どう話わのなかでひときわまぶしく輝かがやいています。賢けん治じは、お話はなしのなかの「星ほしめぐりの歌うた」に曲きょくをつけたり、この双ふた子ごのエピソードを「銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よる」でもちらっと出だしたりしています。また、この本には収録されていませんが、「手て紙がみ 四よん」という作さく品ひんには、チュンセ・ポウセという同おなじ名な前まえの兄妹きょうだいが登とう場じょうしています。双ふた子ごのまっすぐな純じゅん真しんさは、作さく者しゃ自じ身しんにとってもまぶしいものだったのでしょうか。




　よだかの星ほし――みにくく、だれからも嫌きらわれているよだかは、「銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よる」のジョバンニと同おなじように、ひとりぼっちなキャラクターです。鷹たかには名な前まえを「市いち蔵ぞう」に変かえないと殺ころすとおどされ、一いっ方ぽうではかぶとむしや羽は虫むしを殺ころして食たべながら生いきなければならない自じ分ぶんに、よだかはほとほと嫌いや気けがさします。賢けん治じが感かんじていたような、「生いきていることの罪つみ」をよだかも知しってしまったのです。

　空そらに向むかって飛とんだよだかが天てん空くうの星ほし々ぼしにやさしく導みちびかれるのではなく、彼かれらにまで冷つめたくあしらわれるところに、この作さく品ひんの徹てっ底ていした孤こ独どくがうかがえるでしょう。よだかが誰だれの力ちからも借かりず、たった一人ひとりで聖せいなる星ほしになっていく最さい後ごの場ば面めんには、哀かなしいまでの美うつくしさがあります。




　土つち神がみときつね――樺かばの木きに思おもいを寄よせた土つち神がみときつねの葛かっ藤とうをとらえたお話はなしです。狐きつねというと、ずるがしこいイヤなやつというイメージがありませんか？　ですが、賢けん治じは狐きつねを単たんなるイヤなやつにするのではなく、見み栄えを張はってつい嘘うそをついてしまい、反はん省せいするもののやめられないという深ふかみのあるキャラクターにしました。土つち神がみの方ほうも、樺かばの木きと親したしげにするきつねを羨うらやましがり、立りっ派ぱな神かみ様さまという理り想そう像ぞうとの落らく差さに苦くるしむ、とても人にん間げん臭くさいキャラクターです。

　きつねは自じ分ぶんがついた嘘うそのために土つち神がみに殺ころされてしまい、土つち神がみも嫉しっ妬とのためにきつねの本ほん当とうの姿すがたに取とり返かえしがつかなくなるまで気きづけませんでした。死しぬことによってしか自じ分ぶんの性せい格かくから抜ぬけ出だせなかったきつねが最さい後ごに見みせる笑え顔がおは、独どく特とくな凄すごみを帯おびています。




　セロ弾ひきのゴーシュ――賢けん治じは羅ら須す地ち人じん協きょう会かいを作つくったとき、農のう民みんたちの楽がく団だんを作つくり、自じ分ぶんが作つくった曲きょくを演えん奏そうしようとチェロを買かって練れん習しゅうしました。そのときの経けい験けんが、この物もの語がたりに生いかされていると言いわれています。

　セロ（チェロ）がへたくそな楽がく団だん員いんゴーシュ（フランス語ごのgaucheゴーシュには「下手へたな、不ぶ器き用ような」という意い味みがあります）は、家いえで猛もう練れん習しゅうをしながら動どう物ぶつたちとユーモラスな交こう流りゅうをして、彼かれらを助たすけてやったりもします。しかし実じつは動どう物ぶつたちとのささやかな交まじわりのなかで、ゴーシュは一人ひとりの練れん習しゅうでは得えられない大だい事じなアドバイスをもらい、演えん奏そうが上じょう達たつし、荒あらっぽかった性せい格かくも穏おだやかになっていきます。冒ぼう頭とうでは楽がく長ちょうに怒おこられてふてくされていたゴーシュが、演えん奏そう会かいで成せい功こうしたあと最さい後ごの場ば面めんでかっこうに謝あやまっているシーンは、彼かれの成せい長ちょうを少すこしせつなく切きり取とっています。




　雨あめニモマケズ――賢けん治じの詩しのなかでも特とくに有ゆう名めいな代だい表ひょう的てきな詩しです。賢けん治じが実じっ家かの花はな巻まきで病びょう気きと闘たたかっていた一九三一年ねんに使つかっていた手て帳ちょうに書かき込こまれていたものです。この手て帳ちょうは今いまでは「雨あめニモマケズ手て帳ちょう」と呼よばれています。詩しの全ぜん体たいをとおして、賢けん治じが「こういう人ひとでありたい」と思おもった理り想そうの姿すがたが描えがかれています。

　賢けん治じの思おもい描えがいた理り想そう像ぞうというと、「銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よる」の蝎さそりやカムパネルラのように、自じ分ぶんを身み代がわりにしてだれかを救すくうキャラクターが思おもい出だされますが、この詩しが見みせているのはそういった壮そう大だいなものではなく、地ちに足あしのついた等とう身しん大だいの理り想そう像ぞうだと言いわれています。確たしかに、カムパネルラになれるかというと難むずかしいですが、この詩しのような「デクノボー」を目め指ざすことはもしかしたらできるのかもしれません。




　最さい後ごに、この本ほんを読よみ終おわった人ひとに向むけて。宮みや沢ざわ賢けん治じは、作さく品ひんを何なん度ども書かき直なおす作さっ家かでした。ですので、多おおくの作さく品ひんが複ふく数すうのバージョンを持もっています。たとえば、「銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よる」には四よっつのバージョンがあります。それぞれのバージョンの違ちがいを見み比くらべてみるのも、賢けん治じ作さく品ひんを読よむ醍だい醐ご味みなのです。ぜひ一いち度ど試ためしてみてください。

　何なん年ねんもたって、みなさんがまた読よみ返かえしてみたとき、宮みや沢ざわ賢けん治じの作さく品ひんはきっとまた違ちがった顔かおを見みせてくれることでしょう。賢けん治じの作さく品ひんにはそんな深ふかみがあります。それは、幼おさない日ひに聞きいた朗ろう読どくから始はじまって、今いままた賢けん治じの世せ界かいにふれている私わたしが自じ信しんをもって言いえることです。







編集にあたって

作品の中では、一部、現代においては差別的表現とされる言葉が出てきます。しかし、これらの作品が書かれた時代背景を考慮して、また差別的意図を持って書かれたものではないことなどを考え、発表当時のままにしました。本文については、なるべく原文を尊重していますが、読みやすくするために改行や読点を増やしたり、古いかなづかいや漢字を新しくしました。また、難しい漢字の一部ひらがなにしたりしています。







有野在人（ありのありと）

１９９４年生まれ、京都府出身。現在、東京大学文学部に在学中。総合文芸サークル新月お茶の会に在籍。（二〇一六年七月現在）




東京大学新月お茶の会

「ＳＦ・ミステリ・ファンタジーｅｔｃ」を柱に掲げるエンタメ系総合文芸サークル。会誌「月猫通り」での創作や評論を行い、各ランキングへの投票や、即売会にも積極的に参加している。（二〇一六年七月現在）







【著者】宮沢賢治●みやざわけんじ

一八九六年、岩手県花巻の質・古着商の長男として生まれる。花巻で農業指導者として活躍するかたわら、短歌や詩、童話の創作活動を続ける。一九三三年没、享年三七歳。代表作は、詩集『春と修羅』、童話集『注文の多い料理店』。没後、評価が高まり子供から大人まで愛される作家となった。（二〇一六年七月現在）




【イラスト】冬空実●ふゆぞらみのり

名古屋芸術大学デザイン学部を卒業後、フリーのイラストレーターに。ライトノベルの挿絵やソーシャルゲームのイラストなどを中心に活躍中。趣味は同人ゲームを作ったり、神社を巡ったりすること。（二〇一六年七月現在）










銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よる
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